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序

高館跡は、 源頼朝に追討された源義経の終焉の地とされる古くから広く知られた1日跡で、 平泉を代
表 する文化遺産の一 つです。 近世以降には、松尾芭蕉の足跡とともに広く知られ、 平成28年には「お
くのほそ道の風景地」として国の名勝に指定されています。

この地は古くから義経堂とともに保護され、 歴史的な風土を持つ景勝地としても知られています。
また、 過去には、 昭和39年に岩手大学が主体となって高館跡の第1次調査が行われ、 その後、 岩手
大学及び平泉町教育委員会によって複数回の調査が行われてきました。 過去の調査の結果、 堀跡・溝
跡・ 掘立柱建物跡等の遺構が確認され、かわらけや国産陶器・中国産の輸入磁器なども出土しています。

今回の岩手県教育委員会による第7次～第10次の4 か年にわたる発掘調査では、 12世紀の堀跡及
び整地層が確認され、 平泉文化遺産の調査研究をより一 層深めるために貴重な資料を得ることができ
ました。

また、 柳之御所遺跡について、 これまで主に堀内部地区の調査と整備を進めてきましたが、 堀外部
地区やその周辺については不明な部分があります。 今回の調査成果により、 柳之御所遺跡と高館跡の
比較・検討が可能となり、 今後の調査と研究の進展により、 史跡整備の充実や世界遺産拡張登録を目
指した調査研究にとって、 重要な成果になることが期待されます。

最後に、 発掘調査の実施と報告書作成に当たり、 御指導・御協力を賜りました平泉遺跡群調査整備
指導委員会の委員、 文化庁、（公財）岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー 、 平泉町教育委員会
をはじめ関係各位に深く感謝を申し上げますとともに、 本書が平泉文化研究発展の一助になれば幸い
です。

岩手県教育委員会

教育長 佐 藤 博



例 戸

1. 本報告書は平泉町平泉字柳御所に所在する高館跡（遺跡番号NE76-0055) の第7 ~ 10次発掘調査
の成果を収録したものである。

2 . 本書は第7次～第9次調査まで概報として報告した内容を正式にまとめたもので、 遺構・遺物を
まとめた総括編1 と内容の総括を行う総括編2 として構成され、 本書はそのうち遺構遺物の事実関
係を報告した総括編1である。

3 . 岩手県教育委員会では柳之御所遺跡の調査を継続的に進めてお り、 堀内部地区の調査及び整備、
堀外部地区の調査を行ってきているところである。 今回の高館跡の調査は、 近年の関連遺跡の調査
成果や社会状況などの周辺動向を鑑み、 高館跡の内容解明が柳之御所遺跡の調査にも重要な意義を
もつと考えられたため、 実施したものである。 なお 、 調査目 的及びトレンチ 設定の目 的については
本文中にて触れる。

4 . 野外調査・室内整理の担当は本文に記載した。 うち主たる担当は以下の通りである。
平成26年度 野外調査・室内整理：櫻井友梓・伊藤みどり
平成27年度 野外調査・室内整理：櫻井友梓・村上拓
平成28年度 野外調査・室内整理：櫻井友梓・村上拓
平成29年度 野外調査・室内整理：櫻井友梓・村上拓
平成31年・令和元年度 室内整理：菊池貴広

5 . 調査期間は以下の通りである。 野外調査はいずれの調査も柳之御所遺跡の調査と同期間に並行し
て実施した。
平成26年度 5 月11日から11月30日
平成27年度 5月15日から11月30日
平成28年度 5月15日から11月30日
平成29年度 4 月17日から 9 月30日

6. 本報告書は、 岩手県教育委員会事務局生涯学習文化財課柳之御所担当で協議の上、 I · II章を菊
池貴広、 田章を櫻井友梓・村上拓が執筆した。 文末に執筆者の名を記している。 W章は自然科学分

析の委託業務に伴う成果の報告である。
7. 地形測 量は、 株式会社一 測 設計及び第一航業株式会社に委託した。
8 . 各試料分析・鑑定は次の機関に委託した。

放射性炭素 14年代 測定／パリノサー ヴェイ（株）（平成26年度）
放射性炭素年代 (AMS測 定）／ （株） 加速器分析研究所（平成28年度）

9 . 本報告書作成に係るデータ や図版等は岩手県教育委員会が保管している。
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第1節 高館跡の概要

(1)地理的環境

I章 緒 戸

高館跡は岩手県西磐井郡平泉町平泉字 柳御所に所在する。 緯 度・経 度は東経 141 度 6 分53秒、 北緯
38 度59 分47秒に位置 し、 遺跡内の標高は39 ~ 60m程で 、 柳之御所遺跡西側の丘陵に隣接する。 中
尊寺が所在する関山丘陵から東側にのびる丘陵の縁にあたる。

遺跡が所在する平泉町については岩手県南部に位置 し、 面 積6,339 km＼人口約7,400人の町であ
る（令和元年度現在）。 岩手県南部から中央部に形成される北上盆地は、 海抜1, 500 ~ 2, 000 mの奥
羽山脈が西に連なり古生代 を主とする北上山地が東に、 南端は西から張り出す磐井丘陵に接する。 平
泉町が立地する北上盆地南部は奥羽山脈から発達した大小の扇状地が南北に並び、 平泉町の北には胆
沢扇状地が広がる。 なお 、 北上）1|には平泉町の北側で衣川、 南側で太田川が合流する。 この2 つの河
川に囲まれた範囲は、 北上）1|を挟んで東側に標高596mの束稲山を主峰とする束稲山地、 西側に標高
200mほどの衣川丘陵が広がり、 この河川と丘陵に囲まれた平坦な地形面 が概ね、 12 世紀当時に奥小卜1

藤原氏が拠点を築いた「平泉」の中心的な範囲にあたる。

(2)周辺の遺跡

高館跡が所在する地形は後期旧石器時代 には安定した地形面 であったと考えられているものの、 平
泉町域では旧石器時代 に遡る遺物は確認されていない。 北側の胆沢扇状地では後期を中心に旧石器 時
代 の遺跡が複数確認されているほか、 南側の一 関市花泉町域には動物遺存体などの出土で著名な花泉
遺跡が知られる。

平泉町では縄文時代 以降には、 現在の地形面 が形成されたと考えられている。 調査件数は多くない
が、 発掘調査事例でもこの時期から遺構・遺物が確認されている。 北上川西岸では泉屋遺跡で縄文時
代 後期から晩期の集落跡が確認されている。 また、 柳之御所遺跡でも縄文時代 後期から晩期の土器が
出土しているほか、 堀外部では剥片が集中した土坑も確認されている。 北上川東岸の長島地区では縄
文時代 後期の新山権現社遺跡や、 縄文時代 晩期の中村遺跡が調査されている。 また、 長島地区のうち
標高の低い現在の北上川沿いの沖積地にお いても、 本町Il迫跡などで縄文時代 の遺跡が確認されてい
る。

北側の胆沢扇状地では弥生時代 の遺跡も多く確認されているものの、平泉町域では弥生時代 の遺構・
遺物の調査事例は少ない。 北上川西岸では当該時期の遺物が散見されるが、 まとまった遺構は確認さ
れていない。 北上）1|東岸の里遺跡では、 弥生時代 中期の遺物が確認されている。

古墳時代 の中期後半に、 胆沢扇状地には角塚古墳が造営される。 前期からも集落が確認されている
ほか、 中半入遺跡のような豪族居館とも目される遺跡も確認されている。 また、 古代 にお いても集落
が多数形成されるほか、 9世紀初頭には胆沢城に鎮守府が置 かれる。 平泉町域はお お むね現在の一 関
市域と合わせ、 古代 には陸奥国の範囲になり、 磐井郡域にあたる。 なお 、 磐井郡の成立時期や位置
づけには未詳の部分が多い。 発掘調査による考古学的情報も隣接諸地域と比して少なく課題も残る。
平泉町域では古墳時代 から8世紀代 にかけての遺構・遺物は確認されていない。 その後、 9 世紀か
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第1 図 遺跡位置図 (1/50,000)
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ら10 世紀代 以降にかけて遺構・遺物が確認されるようになる。 泉屋遺跡では竪穴住居跡が確認され、
墨書土器の出土も注目 できる。 後掲するが、 柳之御所遺跡でもこの時期の遺構・遺物が確認されてい
る。 北上川東岸の竜ケ坂遺跡では灰白色火山灰(To-a)に覆われた水田跡が調査されている。 水田か
らはヒトや動物の足跡が確認され、 貴重な事例である。

東北地方北部では11 世紀以降、 安倍氏や清原氏などの地方豪族が勢力を伸ばす。 衣川流域は安倍
氏の拠点の一 つとみられ、 長 者ケ原廃寺跡は安倍氏に関連する寺院と考えられている。 平泉町域では
この段階の様相は明確ではないが、 中尊寺でも12世紀を遡るとみられる大溝が確認されている。

奥州藤原氏が平泉に拠点を置 く12世紀代 には、 北上川西岸の現在の平泉町中心部を分布の中心と
して多くの遺跡が分布するようになる。 高館跡の周辺では、 遺跡の東に柳之御所遺跡、 猫間が淵跡、
無量光院跡が隣接して位置 し、 南には伽羅之御所跡が接している。 無量光院跡は三代 秀衡が建立した
寺院跡である。 これまでの発掘調査で宇治平等院と類似しつつも、 細部に異なる特徴をもつ伽藍や遺
構の内容が確認されている。 上層の遺構が良好なため部分的な確認にとどまるが、 下層にも遺構が存
在することが遺跡内で確認されてお り注目 される。 伽羅之御所跡は地名から『吾妻鏡』に記載される
加羅御所に比定する見解もある。 これまで複数の地点で調査が行われ、 貴重な遺物も出土しているが、
小規模の発掘調査にとどまり遺跡の様相や性格を明確に示すものは確認されていない。 近年の調査に
より周辺部で溝跡等が確認されてお り、無量光院跡を含めた周辺での区画の様相も検討されつつある。
また、 現在義経堂が所在する高館跡は、 源義経の伝承とともに知られ、 過去の調査で12世紀代 の堀
が確認されてV9ヽる。

平泉町の現在の中心部ではこの他に志羅山遺跡や泉屋遺跡、 倉町遺跡といった当時の平泉の街並み
に関連する遺跡が調査されている。 志羅山遺跡や泉屋遺跡では東西大路やそのほかの道路跡、 それら
に接する区画で建物跡などが検出されている。 また、 倉町遺跡では東西大路沿いに倉庫の跡が確認さ
れている。 これらの成果から、 平泉の拠点的な範囲に、 奥』州藤原氏三代 によって道路跡や街並みが形
成され、 中尊寺や毛越寺などの寺院が建立され繁栄した様子が理解できる。 現在、 白山神社がある白
山社遺跡なども、 都市域の四方を捉える上で重要な要素 でもある。 四方鎮守の存在も文献史料から指
摘されるところだが、 確定には至っていない。 さらに、 北上川を挟んだ東岸域でも遺物や遺構の量は
少なくなるものの、 調査が実施されている。 本町1I遺跡では墓域が確認され、 里遺跡や月館大師堂な
ど複数の遺跡や地点で12世紀代 の遺構・遺物が確認されている。

近年では、 奥州市接待館遺跡が確認されたほか、 かわらけ生産窯が確認された奥』州市白鳥舘遺跡な
どの調査も行われてお り、当時の平泉の範囲が衣川を挟んで北側に広がることが明らかになっている。
しかし、 これらの平泉の繁栄の多くは政権都市としての性格もあいまって、 一 部の寺院を除き、 奥J+1
藤原氏の滅亡とともに失われていく。

奥州藤原氏が滅亡して以降、 平泉保が置 かれ、 葛西氏が拠点を置 いたことが知られる。 考古資料の
面 からは、 志羅山遺跡の一 部で遺構・遺物が確認されるなどしているものの、 前代 の 12 世紀代 の様
相と大きく異なり、 分布は限定的である。 中世後期段階には城館跡が北上川東岸を中心に確認されて
いるほか、 本遺跡でも該期の遺構が確認されている。

近世には岩手県南部は仙台藩領となる。 現在の平泉町内を走る奥小1,1道中が整備され、 一 里塚などが
築かれた。 また、 北上川舟運が活発に利用され、 柳之御所遺跡の遺跡範囲には御蔵場が置 かれ舟運の
拠点となった。 このほか、太田川と北上川に面 した泉屋遺跡でも近世段階の屋敷地が確認されている。
なお 、 無量光院跡の整備が行われるなど、伊達氏によって平泉の文化財が顕彰されたことも、 現在に
これらの資産が伝わる要因となった。

- 3 -



第2図 12世紀代の平泉の遺跡
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第2節 調査の 目 的 と 経過

( 1 ) 調査の 目 的

岩手県 教育 委員会では柳之御 所遺跡の調査整備をこ れまで継続して行ってき てい る。 柳之御所遺跡
は大規模な堀に よ って区 画さ れ、 堀内部地区 とその堀外部地区 に 分かれる。 こ れまでの継続的な内容
確認調査に よ り、 特に 堀内部地区に つい ては多くの範囲が調査さ れ、 その内容が示 さ れつつある（岩
手県 教育 委員会2018 · 2019)。 また、 高館跡と接する堀外部地区 に つい ては平泉町教育 委員会に よ っ
て調査が行わ れてい るほか、 岩手県 教育 委員会でも平成30年度よ り内容確認調査を実施してい る。

柳之御所遺跡堀内部地区 の様相 が明らかに なるのに 合わせ て、 平泉町内の各遺跡でも多くの調査が
行われてい るこ とは周 知の通 りである。 各遺跡はそれぞれに 機能を持つが、 当然ながら同時代 に お い
てそれぞれの遺跡が相 互 に 関連を持って機能してお り、 それらの関係など をふ まえ た平泉中心域の様
相 の解明が課題として考え られてい る。

そのよ うな中で、 平泉遺跡群調査整備指導委員会及び世界遺産 の拡張に 係る各種 の委員会に お い
て、 「 都市平泉」として、 柳之御 所遺跡の顕著な普遍 的価値を証 明するために柳之御 所遺跡が高館跡
と一 体の居館であるこ とを明らかに する必 要があるこ と、 また、 「柳之御所遺跡と一 体の範囲に つい て、

史跡へ の追加指 定など の保護措置 などを行い 、 追加登録資産対象 とする必 要性があるこ とに つい て指
摘を受 けた。 これを受 け、 柳之御 所遺跡を世界遺産 「仏 国土（浄土） して検言寸を表す建築・庭園 及び
考古学的遺跡群」 の拡張として、 追加 登録をするため に必 要な考古学的調査を実施することとした。

また、 実施するに あたって、 11 世紀代 に 出羽国に 拠点を築い た清原氏の居館である秋田県横手市
の大 鳥井山遺跡の調査成果とその検討に お い て、 柳之御 所遺跡との地形的な類似 が指摘さ れてい るこ
とから、 高館跡の調査に よ って、 清原氏の系譜 を引 く遺跡であることが解明さ れるこ とも期待さ れた。

そこ で周辺調査の状況なども鑑み、 岩手県 教育 委員会では、 調査計画を策 定 し た上で計画的な内容
確認調査を実施するこ ととし、 大 き く下記の2 つの課題を想 定し調査を実施した。
0 高館跡に お ける12 世紀代 の遺構の分布とその範囲の検討

柳之御 所遺跡に近接する高館跡に つい て、 柳之御 所遺跡と同時期に 機能した遺構の内容やその分
布範囲を検討するこ とを目 的とした。 これまで部分的な確認に よ り12 世紀代 の高館跡が機能した
こ とが指摘さ れてき たが、 その範囲や内容を明 らかに することに よ り、 柳之御 所遣 跡の堀内部地区
及び堀外部地区 と近接する範囲の様相 を明らかに し、 当時の政治行政の拠点が ど のよ うな形態 を
とってい たのか把握 するこ とを目 的と した。 拠点域形成の背 景や内容を歴史的な流れの中に 位置づ
けるこ とを目 的とし、 柳之御所遺跡の検酎や平泉遺跡群の拠点地区 の内容のよ り一 層の明確化が可
能に なることを意固した。

0 高館跡の機能と柳之御所遺跡との関係の検討
高館跡の12 世紀代 に お ける機能を明確に するこ とを目 的とした。 柳之御所遺跡に近接する位 置

の遣構内容やその機能を検討することで、 政治行政の拠点として機能した柳之御所遺跡との関連に
つい て把握 検討することを目 的としてい る。 こ れに よ り奥州 藤原氏の拠点の様相 を明らかに し、 当
時の平泉の様相 や奥州 藤原氏の政治行政の在り方 や背 景などをよ り具体的に 検討することを意固し
てい る。

なお、 各トレンチ の設定意図等に つい ては、 第III 章に おい て記載する。
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(2) 調 査 経 過

調査に 際 しては、 当初下 記のとお り計画した（表1)。 その後、 調査の進展や成果に 伴 い、 遺構の
延 長 を精査する必 要が生じたため 、 若干 の変 更 が生じている。 計画変 更 を行い、 実際 の調査は表2 の
とお りである。

表 1 高館跡の調査計画

年度 調査内容 調査目 的
H25 地形測量 調査地域の地形の把握

I-126 発掘調査（面 積330mり 南側斜面 の調査室内整理（図面 作成、 調査の整理）

H27 発掘調査（面 積650mり 南側斜面 の調査
室 内整理（図面 作成、 調査の整理） 丘陵頂 上部の平坦面 の調査

H28 発掘調査（面 積500 mり 丘陵頂 上部の平坦面 の調査室内整理（医 面 作成、 調査の整理）
H29 発掘調査報告書の刊 行 調査成果の 公開

調査成果や進捗に よ って、 調査計画 よ り発掘調査を1年延 長 して実施してお り、 実際 の調査経過は
下 記のとお りである。

平 成 25 年度
【 調査内容】 地形測量
【 調査目 的】 高館跡の調査を行うに あたり、 周辺地形の確認を行い、 遺構範囲の想 定や調査計画

の策 定に有 意な情 報を得ることを目 的と し た。 周辺の踏査を合わせて実施 し 、 調査計
画の策 定を行った 。

【 担 当職員】 岩渕 計、 佐藤郁哉、 櫻井友梓、 伊藤みどり

平 成 26 年度 （第 7 次調査）
【 調査内容】 発掘調査 (19lmり 、 室内整理 （図面 作成、 調査の整理）
【 調査目 的】 平泉町教育 委員会 の調査で確認されている堀跡の位置 を確認し、 合わせてその連続

する場所で、 時期等の決 定に有 意な情報を得るこ とを目 的とした 。
また、 丘陵頂 部に お ける遺構の分布状況を確認するこ とを目 的に 、 平坦面 に 調査区

を設定することとした。
【 調査日程】 平成26年 5 月 11 日 ～平成26年11 月30 日
【 担 当職員】 岩渕 計、 大沢 勝、 櫻井友梓、 伊藤みどり

平 成 27 年度 （第 8 次調査 ）
【 調査内容】 発掘調査 (123 . 1 rriり 、 室 内整理 （図面 作成、 調査の整理）
【 調査目 的】 第 7次調査で確認された堀 跡に ついて、 周辺部へ どのよ う に延 び るか確認し、 高館

跡の堀跡全体概要を把握 することを目 的とし た。
また、 丘陵頂 部に お ける遺構の分布状況を確認することを目 的に 、 第7 次 調査の調
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査区を一 部拡張し た。

【 調査日程】 平成27年5 月 15日～平成27年11 月 30日
【 担 当職員】 岩渕 計、 渕 上恭子 、 櫻井友梓、 村上 拓

平成28 年度 （第 9 次調査）
【 調査内容］ 発掘調査 (164.1 ]廿） 、 室内整理（医 面 作成、 調査の整理）
【 調査目的】 第7 . 第 8 次 調査で確認さ れた堀跡につい て、 周辺部へ どのよ うに延 び るか確認 し 、

高館跡の堀跡全体概要を把握することを目的とし た。
【 調査日程】 平成28年5 月 15日～平成28年11 月 30日
【 担 当職員】 千葉正彦 、 渕 上恭子 、 櫻井友梓、 村上 拓

平 成 29 年度（第 1 0 次調査）
【 調査内容】 発掘調査 (133 . 5 rriり 、 室内整理 （図面 作成、 調査の整理）
【 調査目 的】 第7 ～ 第9 次 調査の成果から周辺状況の確認の必 要が生 じ たため、 調査計画を変更

し て、 新たに計画し たものである。 これまでの調査で確認さ れた堀跡につい て、 周辺
部へ どのよ うに延 び るのか、 高館跡の堀跡の全 体概要を把握す ることを目的とし た。

特 に、 第7 ～ 第9 次 調査で対象 と し た範囲 から外れる位置 につい ても周 囲の地形観
察 から遺構の分布 が想 定できる位置 につい て、 内容を確認す ることを目的に調査区 を
設定し た。

【 調査日程】 平成29年4 月 17日～平成29年9 月 30日
［ 担 当職員】 千葉正彦 、 渕 上恭子 、 櫻井友梓、 村上 拓

表 2 高館跡の調査

年度 調査内容 調査目的
H25 地形測 量 調査地域の地形の把握

H26 発掘調査（精査面 積191 m') 第7 次 調査 堀跡の位置 の確認 、 遺構分
室内整理 （図面 作成、 調査の整理） 布 調査

H27 発掘調査（精査面 積123.1 rriり 第 8 次 調査 堀跡の追跡調査、 遺構分布
室内整理（図面 作成、 調査の整理） 調査

H28 発掘調査（精査面 積164 . 1 rriり 第9 次 調査 堀跡の追跡調査、 遺構分布
室内整理 （図面 作成、 調査の整理） 調査

H29 発掘調査（精査面 積133.5 吋） 第10 次 調査 堀跡の追跡調査、 遺構分布
室内整理 （図面 作成、 調査の整理） 調査

H30 室内整理 （因 面 作成、 調査の整理）
Rl 室内整理 （編集作業）
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第3節 野外調査 と 室内整理方法

(1) 野外調査

① 調査 区 の位置 の把握
柳之御所遺跡 の調査 にお いては、 遺構の測量や遺物の取 り上げなど の作業に際 し基準 となるグリ ッ

ド を（財） 岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センタ ー （（公財）岩手 県文化振興事業団埋蔵文化財セ
ン タ ー ） が、 1988年から開 始 された緊急発掘調 査 に際 して平泉町教育委員会と協議のうえ、 旧日本
測 地系 をもとに 5 X 5mグ リ ッ ド で設定し てい る。

今回の高館跡 の調査でも、 隣接する柳之御所遺跡 の調査 成果やその基 準 グリ ッ ド との整合性に留 意
する必 要性がある。 一 方で、 グリ ッ ド 標記をそのまま用いた場合、 旧 来 の柳之御所遺跡 のグリ ッ ド 上
から外れる部分が生 じ 、 局地的 なグリ ッ ド 設定とし ては極 めて広い範囲になって し まうことから、 位
置 関係 の把握 に必 ず し も有用 ではない ことが想 定された。

このことから、 高館跡の調査 にお いては、 世界測 地系 （現、 日本測 地系 ）の座標に基づいて位置 関
係 の把握 を行うこととし、 本報告書の表記にお いても同 様 の表記を行なってい る。 また、 柳之御所遺
跡 お よ び周辺遺跡 の位置 関係 の把握 については、 調査 時に旧 日 本測 地系 の座標を把握 し てい ることか
ら対照 可能である。 なお 、 遺構図版にそれぞれX · Y座標（ 日 本測 地系 ） を表記している。
② 粗 掘りと遺構検出面

各位置 で調査 区 を設定し、 遺構検出面 確認後、 人力によ る表土除去を行った。 一 部は重機によ る掘
削 も行っている。 その後、 遺構検出を人力で行った。
③ 遣 構名称

高館跡で使用した遺構の呼称は、 柳之御所遺跡で用い てい る遺構名の呼称 方法に準 拠し、 下記の略
称 を使用するこ ととした。
S D : 溝・堀 S K : 土坑 ． 柱 穴 の一 部 S X : その他 P : 柱穴
④ 遺構の精査と実測

遺構プ ラ ンを確認後、 一 部の遺構について、 埋土を掘り下げ精査 を行った。 平面図・断面因共 に基
準杭 をもとに人手 で作図したほか、 委託した業者に よ る地形測量を行った。
⑤ 遺物の取 り上げ

遺構内出土遺物は、 出土層位によ って、 底 面 · 埋士下位・埋土中位・埋土上位など と し て取 り 上げ、
遺構外出土遺物はグリ ッ ド 名と層位を記 し て取 り上げた。

(2) 室内整理

① 遺構の整理
野外調査 で作成した実測図は、 遺構ご とに分類、 点検、 修 正後にP C ソ フトによ って、 デー タトレー

ス 後、 図版作成を行った。 遺構図版の縮尺 は図版の中にそれぞ れス ケール を付 し てい る。
② 遣 物の整理

遺物は、 洗浄・ 注記から開始し、 仕分け・登録、 接合、 復元、 実測 、 国産 陶器等の拓影 を行った後、
P C ソ フトによ るトレー ス 、 写真撮影 、 遺物図版・写真固版作成の順 に整理作業を行った。

掲載図にお ける遺物の縮 尺 は、 かわらけ1 / 3 、 国産 陶器 · 輸入磁器1 / 3 で、 固版の中にそれぞ
れス ケール を付 している。 なお 、 遺構の埋土観察、 遺物の色調観察に際 し ては 『 新版標準土色帖』 を
参 考に し た。
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第4節 指導委員会

岩手県教育委員会では、 柳之御所遺跡の調査・整備にあたって、 平泉遺跡群調査整備指導委員会の
指導・助言 を得ながら事業を推 進してい る。 本指導委員会は、 平成10年度に岩手県教育委員会が柳
之御所遺跡の調査を計画的に進めるに際 して、 専門 的な見地から指導助言 を受 けるために立ち上げた
ものである。 平成10年に 「柳之御所遺跡調査研究指導委員会」として設置 した。

その後、 平成13年度から整備事業等を推 進してい く必 要性から、 史跡整備や建築史学からの検討
を行うため、 「柳之御所遺跡調査整備指導委員会」 と名称を改 めた。

また、 平成15年度からは周辺に分布する関連遣 跡もあわせて検討を行う必 要性から、 「平泉遺跡群
調査整備指導委員会」 と名称 を改 めて柳之御所遺跡のみでなく関連する周辺の遺跡の指導助言 を得る
とともに、 各分野で個別 に検言寸を行うため「 遺構検討部会」、 「 整備検言寸部会」、 「 保存管理計画検討部会」、
「 ガイダ ン ス 検討部会」 の4 つの専門 部会を設置 してい る。 高館跡の調査を実施した平成25年度以降
の 「平泉遺跡群調査整備指導員会」 の構成委員は表 3 の通りである。 それ以前の構成委員等につい て
は既刊 の発掘調査報告書を参 照 されたい 。

表 3 指導委 員 会 名 簿 （平成 28 年 4 月 現在 、 役職は 当 時 ）

氏 名 役 職 部
入間田宣夫 東北大学名誉 教授 整備
遠藤セッ 子 平泉メ ビ ウ ス の会事務局 整備

〇 岡田 茂弘 国立歴史民俗博物館名誉 教授 保存・整備
小野 正敏 国立歴史民俗博物館名誉 教授 遺構
坂井 秀弥 奈 良大学教授 遣 構
斉 藤 利 男 弘前大学名誉 教授 遺構
佐藤 信 東京 大学大学院教授 保存・整備
清水 撰 東京工芸大学名誉 教授 遺構
清水 真一 徳島文理大学教授 遺構
関宮 治良 前平泉町商工 会議所事務局長 整備
田中 哲雄 元 東北芸術工科大学教授 保存・整備

◎ 田辺 征夫 奈 良 県立大学特任 教授 遺構
王井 哲雄 国立歴史民俗博物館名誉 教授 遺構
西村 幸夫 東京大学大学院教授 保存

※ ◎ 委員長 0 副 委員長 遺構 ： 検討部会、 保存 ： 保存管理計画検討部会、 整備 ： 整備検討部会
（菊池）
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第 II章 高館跡の調査 と 研究

第1節 『吾妻鏡』 に み え る 源義経

高館跡は江戸 時代 以降、 源義経終焉 の伝説 とともに広く知られてきた。 そこでここでは、 『吾妻鏡 』

の記 載から、 平泉と源義経に関連 する内容を確認する。
源頼朝によ る追討から逃れるため 、 源義経が奥州 に身 を隠 すことになる経緯 と義経終焉 の様相（衣

河 館にお ける記述 ）は 『 吾妻鏡 』 に記されている。 そこで、 『 吾妻鏡 』 に記 載される源義経に関する
記述 から、 衣河館で自決 するまでの経緯 を確認することとする。 なお 、 以下の書き下し文及び現代語
訳 等に際 しては、 永 原慶ニ ・ 貴志 正造 1976 『全諄 吾妻鏡 』 及び五味文彦 ・ 本郷和人 2008 『 現代
語訳 吾妻鏡 』 に依処 している。

文治元年十一月 十一 日 条
「義経 等叛逆 の事 、 申し請 くるに任 せて宣下せられをはんぬ 。 ただし追つて闊 東を誘へられるべ き

の由 叡慮 にあるところ、 二 品 （源頼朝）の鬱憤興盛 の間、 日 束沙汰の趣 すでに相違 しをはんぬ。 ここ
に義純 · 行家叛逆を巧 み西海に赴 くの間 、 大物の濱にお いて漂没 するの由 風聞 ありといへ ど も、 亡命
の條疑ふ ところなきにあらず。 早 く有勢の輩 に仰 せて、 山林 を尋ね捜 し、 その身 を召 し進ずべ きの由 、
院宣を畿内近國の國 司 等に下さると云 々 。 」

文治三年二月 十 日 条
「 前伊豫守 義顕 （源義経）、 日束所々 に隠 れ住み、 度々 追捕使の害 を遁 れをはんぬ。 つひ に伊勢 ・ 美

濃 等の國 を経 て、 奥州 に赴 く。 これ陸奥守 秀衡入道が櫂勢を侍む によっ てなり。 妻室男女 を相具して、
皆姿 を山臥 ならびに兒童 等にかると云 々 。」

文治三年九月 四 日 条
「 秀衡入道（藤原秀衡）、 前伊豫守を扶 持し、 反逆を検 の由 、 二 品 （源頼朝）訴へ申さしめ たまふ の

間、 去ぬる比、 磨 の御下文を陸奥國 に下されをはんぬ。 その時、 開 東よ り同じ く雑 色 を遣 はさるるの
ところ、 今日帰参 す。 秀衡にお いては異心なきの由 を謝し申す。 しかるに雑色 申すごとくば、 すでに
用意の事あるかと云 々 。 よっ てかの雑 色 、 重ねて京都に差し進ぜ らる。 奥州 の形勢を言上せしめんが
ため なり。 」

文治四年十二月 十一 日 条
「豫州 （義経）追 討の事 、 宣 旨 を下さるるの上、 院の庁下す、 陸奥・出羽も雨 国司 等、 早

く雨度の宣 旨 の朕 に任せて、 前民部少輔藤原基 成ならびに秀衡法師が子息泰衡等をして、 不日に源義
経 を召 し進ぜしむべき事。 」

文治五年二月 二十二 日 条
「一 奥州 の住人 藤原泰衡、 義顕 を容隠せしむ るの上、 叛逆に興 同するこ と、 疑 ふ ところなきか。 御

- 1 0 -



免 を蒙 り 誅罰 を加へんと欲 する事」

文治五年閏四月 大 四月 二十一 日 条
「泰衡、 義顕 を容隠 する事 、 公家 いかでか宥 めの御沙汰 あ るべ きや。 先 々 申請 の旨 に任 せて、 早 く

追討の宣 旨 を下さるてへ れば、 塔供養 の後、 宿 意を遂 げしむべ きの由 、 重ねて御書を帥 中納言に遣 は
さると云 々 。 」

文治五年閏四月 大 四月 三十 日 条
「今日陸奥國 にお いて、 泰衡、源豫9州を襲ふ。 これかつは勅 定に任 せ、 かつは二品 の仰 せによってな り 。

奥州、 民部少輔基 成朝臣 の衣河 の館にあ り 。 泰衡兵 数百騎を従へ 、 その所に馳 せ至 り て合戦 す。 輿少卜1

の家人等相防 ぐ といへ ども、 こ とご とくもつて敗績 す。 豫小l·I 持仏堂 に入 り 、 まづ妻廿二歳 。 子女子 四
歳 。 を害 し、 次に自 殺 すと云 々 。 」

以 上を簡略 にまとめる。 文治元年十一 月十一日の条 で、 義経反逆 の事に頼朝の憤 り が激しく、 畿 内
近国に身柄を捕 らえる院宣 が下され、 文治三年二 月十日の条 で、 義経が藤原秀衡の権勢を頼 って、 奥
＇州に向かう様子が記載されている。 文治三年九 月四日の条 で、 藤原秀衡が義経を扶助し、 反逆 をして
いることを頼朝が院庁に訴 えた。 秀衡は反逆 の意思 がないことを弁 明している。 文治四年十二 月十一

日の条 で、 義経追 討を院庁を通じて陸奥 ・出羽 両 国 司 、 藤原泰衡に命 じた。 文治五年二 月二十 二日の
条 で、 頼朝が義経をかくまった藤原泰衡を朝廷 の許可 を得て誅罰 したい旨 を朝廷 に伝える。 文治五年
閏 四月二十一日の条 で、 頼朝は再度義経をかくまった泰衡を朝廷 に追 討の宣 旨 をくだ すように訴 えて
いる。 文治五年閏 四月三十日条 で、 泰衡が義経を襲撃 し、 義経は衣河館で妻子 とともに自 害 する。

源義経は藤原秀衡を頼 って平泉に身 を寄せたことや、 藤原秀衡の死 後に藤原泰衡によって藤原基 成
の 「 衣河 館」で討たれたことが記される。 「 衣河館」の所在は確定できていないほか、 源義経がどこ
に根 拠を置いたかなどの詳細は記されていない。 また、 この時期の文献 には「高館」についての記述
はみられない。

第2節 近世文献に お け る 高館跡

源義経終焉の地について、 『 吾妻鏡』では 「 衣河館」と記している。 これに基づき義経の居館を近
世以前は「衣河館」 と理解されてきた。

しかし、 その後場所の比定についてはいくつかの説 が流布するようになる。 大略をまとめると、 近
世以降は 「 高館跡」、 幕末は「判官館」 と呼ばれたとされる（板橋 源・佐々 木博康1966 ）。 そこで、
近世の文献 に 「 高館跡」ついて、 『平泉町史』 総説 ・論説編 1988 及び 『平泉町史』 史料編二 1993 
に依処 して、 近世の文献 のいくつかに触れる。

『奥州観蹟聞老志』
平泉村 山 一 高館城 東 西百 四間

南北二十一 間
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此 城藤原秀衡居住、 後義経（義経） 居住トモ 云 、 峡入今ハ 川 卜 成 、 葛西一家

『平泉筈蹟志』
衣河館、 又 高館 とも云ふ 。 ••• •••秀衡の時、 民 部少輔基成朝臣 を居住せし む。 又 義紐 （義経） の頼朝卿
の勘氣を蒙 り下向せ し 時、 秀衡此 城の別 館に居らし む。 是 を柳御所と云 けると云ひ傭へ り。 其址と云
ふ は東方 にあり。 義綬 は其館に於 て自 殺 せりと云 ふ 。

『 南部根元記』
高館は古へ民 部少輔基成 の居城なり し を判官殿 （義経） 御下向の後此所へ移 し 申せ し なり

『平泉雑記』
此館 ヲ世俗 に高館トモ 云 ヒ 、 判官トモ 云
明治十八年三月 の奥 書のある 『 岩手縣 管轄 地誌』 第七号
判官館、 或ハ 衣河館 卜 云 、 高館トモ 云 フ 、 本村ノ 東北字柳ノ 御所ニ ア リ 、

『平泉志』 明治二十一年刊
高館（又 衣河館と号す） 、 里俗之を判官とも云 り、

『平泉賓記』 寛延四年 相原友虹
「按ス ル ニ 、 義経平泉高館に於テ 自 害ノ コト、 東鑑ノ説ニ シテ盛衰 記・義経記モ 亦 コ レニ 同ジ 、 •• •」

『お く のほそ道』 松尾芭蕉
三 代 の榮燿一睡の中にし て、 大門 の跡ハー 里こなたに有 、 秀衡が跡ハ田野に成 て、 金鶏山のミ 形を

残 す、 先 高館 にのほれハ 、 北上川南部よ り流るる大河也 、 衣川ハ和泉か城をめ く りて、・ 高館の下にて
大河に落入、 康衡等か醤跡ハ 、 衣か闊 を隔 て南部口 をさ し 堅 め、 夷 をふ セく とみえたり、 イ者 も義臣 す
く つて此 城にこもり、 功 名一 時の叢 となる国破れて山河 あり、 城春 に し て草声 みたりと笠打敷て時の
うつるまてi目 を落し侍りぬ、

夏草や兵 ともか夢 の跡

以上の文献 では高館跡について、 源義経終焉 の地である「衣河館」 にあてはめる見解が採 られるよ
うになる。 その経緯 については判然とし ないが、 中世城館とし ても機能 し た高館跡が、 その急唆な地
形や周囲との位置 関係から、 源義経の伝説 と結びつきやすい場所であったことが推察できよ う。

第3節 近年の研究での高館跡

( 1) 近年研究 での高館跡

次に高館跡について記し た近年の文献 を概観 する。
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板橋 源 ・ 佐々木博康 1966 「奥州 平泉高館」
寺崎滑賢 の論説 を引用し、 「 衣河館 というのは、 このよ うに（衣河館 ＝柳の御所）極 めて廣汎 な る語

このうちの一 部が高館 で義経 自 決 の場所である。 」にして」、

入間田宣夫 2003 『都市平泉の遺産』 山川 出版社
「源 義経は、 秀衡の遺言 によ って、 奥朴I の大将軍 として、 鎌倉殿頼朝に対抗すべ く 、 平 泉政権の首班

に祭 り上げられて、 基 成の 「 衣河館」に偲 き 養 われることにな った。 『 吾妻鏡 』 に記さ れているとお
りである。 （… 略 ・ ・ ・ ） 義経が高館に住まいし、 高館で殺害 さ れたという伝承が生 まれたのは、 なぜな
のか不思議でな らな い。 いずれにしても、 これほど重 要な 「 衣河館」のありかがわからな いと いうの
は、 もったいな い。 もしかすると、 接待館の辺りが、 それにあたるのかもしれな い。 （ … 略•• •) 今後
にお ける発掘・調査の進展を待っ しかな い。」

五味文彦 2005 『義経記』 山川 出版社
「 ( … 略 ・ ・・）その高館の地として考えられたのが、 柳之御所の北側にある小山で、 北上川を眼下 に望む
景勝の地である。 山 上には仙 台 の伊達綱村が天和三年 (-六 八 三 ） に建てた義経堂 があり、 義経像 が
まつられている。 （… 略 ・ ・ ・ ） 義経の居所については、 『 義経記』 では秀衡が義経を自 分の館にはいれず
に 「 月見殿」に迎 えたとしてお り、 さ らに衣河 に御所を造営したともある。 こうしたところ から見て
も、 義経は平泉館 （柳之御所） とは離れた地、 すな わち 『吾妻鏡 』 に記さ れ、 また 『 義経記』 にもみ
える 「前民部少輔基 成朝臣 の衣河館」 にいたのだろ う。 」

入間田宣夫 2007 『平泉 ・ 衣川 と 京都 • 福原』 高志書院
「接待館遺跡（第 3図）が気 にかかる。 秀衡の平 泉館 （柳之御所遺跡） に同 じ く 、 二条 の堀や一括 し
て廃棄 さ れた大量の京 都風手づく ねかわらけが検出さ れている特異な 遺跡のことである。 基 成の衣河
館の可能性ありとすることにな らざ るをえな い。 四 面 庇 の建物が検出さ れていな い。 十二世紀後半 に
内堀の一 部の埋没 が進んでいたらしいな どの問 題点が指摘さ れているが、 この遺跡が十二世紀後半 に
廃棄 さ れたとする明証は見ださ れていな い。 逆 にいえば、 この遺跡が文治五年奥小11 合戦 まで存続する
衣河館の本体（な いし関連施設） に相 当する可能性は失われていな い。 ( • ••略 ・ ・・）そのほかには、(5)
衣の関道 遺跡にお ける池状の遺構が気 にかかる。 もしかしたら、立派 な園池を具えた堂々 たる居館だっ
たかもしれな い。 基 成や義経のよ うな賓 客 が住まいしていた可能性もあるかもしれな い。 」
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前川佳代 2015 『源 義経と 壇 ノ 浦』 吉川 弘文館
「 ( … 略 ・ ・ ・ ）泰衡は秀衡の跡をついで伽羅御所に住んで平泉館で政務を行い、 国衡は別 に西木戸 に邸宅
を構え 、 彼 らの主君 という位置づけになる義経も当然、 平泉に居を構え ただ ろう。 私は、 秀衡死 後し
ばらく は平泉館の軍 事的要塞 である高館に住んだと考え ている。 高館は北上川傍 の要害 で平泉南北の
出入り口 を確認 できる要所である。 平成二十六年には大規模な堀跡が見つかっている （ 岩手教育 委員
会 2016 柳 之御所遺跡第76次発掘調査概報） 。 「 大将軍 」義経にふさわしい場所と思う。 (•••略...)」

義経終焉 の地を 『吾妻鏡 』 等の文献 資料か らは、 「 衣河館」であることがわかる。 しかし、 「 衣河館」
については、衣川地区 を想 定する見解が多いものの、具体的な造 跡との比定には課題が多い。 また、「 衣
川館」とは異なるが、 発掘調査の成果から、 高館跡で大規模な堀跡が検出され たことか ら高館跡に源
義経が所在した可能性を想 定している文献 もみられる（前川）。

近年の発掘調査の成果か ら、 接待館遺跡の二条 の堀や一括して廃棄された大量の京都風手づく ねか
わらけが出土したこと。 衣の関道遺跡で、立派 な園池を具 え た堂々 たる居館が存在す ることを指摘し、
接待館を衣河館と想 定し、 基 成や義経のよ うな賓 客 が住んでいたことを示唆 している文献 （入間田）
がある。

義経の居館や自 害 した場所については、「 衣河館」であることが記され 、その地として 「 高館跡」や 「接
待館遺跡」 などが挙 げ られ ているが、 現在のとこ ろ確定的な見解はみられない。 義経の居館の解明に
発掘調査の進展をに期待する記述 も見られる。

(2) 大鳥井 山遺跡

秋 田 県横手市に所在す る大鳥井 山遺跡は、 後三年合戦 (1083 ~ 87) に関連す る遺跡とされ 、 昭和
52年の第1次調査か ら平成21年の第11次調査までの成果によ り、 後三年合戦 時代 の堀と土塁 によ っ
て囲まれた曲 輪をもつ構造が古代末期以降の城館に大きな影響を与 え た可能性が指摘され ている。

特に近年の調査成果もふ まえ 、 多く の事実が明らかになってお り、 急峻な地形をもつ 高館跡と平坦
部の柳之御所遺跡の関係が、 大鳥井 山と小吉山との関係に相応す ると考え 、 柳之御所遺跡が清原氏関
連城館の系譜 をもつ居館であることを指摘す る見解もある。

第4節 高館跡の過去の調査履歴

高館跡では過去に6 回の発掘調査が実施されてお り、 以下ではその概略をまとめる。 また、 柳之御
所遺跡と遺跡範囲が接してお り、関連が想 定できる調査成果についても触れることとす る。 このほか、
柳 之御所遺跡堀外部地区の調査など との関連も想起 され るが、 それ については適宜、 本文中で触れ る。

第 1 次調査（昭和 39 年 ）
【 調査目 的】 貯水池建設に伴う調査
【 調査主体】 岩手大学
【 調査概要】 掘立柱建物跡4 棟 （桁 行 3 間、 梁 行2 間の2 棟 、 桁 行2 間、 梁 行1 間の2 棟） が検

出され ている。
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小規模で瓦類が出土 し なかったことなどから 、 板葺 の板囲程度の、 「 見 張り」 「 番 所」

の可能性を示唆 し ている。

第 2 次調査 （昭和 44 年）
【 調査目的］ 義経堂移転に伴 う調査
【 調査主体】 岩手大学
【 調査概要】 義経堂修 理に伴う調査で、 礎石 • 平瓦 ・丸瓦 等が確認 され、 近世（文化五年） に再

建されたことが明ら かにされている。

第 3 次調査 （平成 6 年）
【 調査目 的】 内 容確認 調査
【 調査主体】 平泉町教育委員会
【 調査概要】 柳之御所遺跡第24次調査で検出 し た堀 跡 (YG24SD4) の追跡調査と併 せて、 6 • 7 

トレンチ で堀 跡 (TD3SD4) を確認 し ている（第4 圏 ） 。 規模は 、幅7m以 上、深さは1 . 7 
m~ 3 . 0m以 上で、 埋土は 大 き く 3 層に大別 され、 埋土上部は人為 堆 積層も し く壁 面
崩 落土層ともとれる地山プ ロ ッ ク を含む層で構成され、 下層は拳大 から頭大 の河 原石
が投 げ込 まれている。 出土遺物は 、 埋土上位 ～中位 で刀 子 ・鉄鏃・常滑甕・渥美甕 ．
須恵器壺 ． 釘 、 下 層から かわら け（ロ ク ロ ・ 手づくね成形のもの）常滑 ． 渥美甕・刀
子 など、 12世紀代の遺物が多数出土 し ている。

戦 国 期の城館跡と考えら れた面 が留 保されたが、 埋土・出土遺物・堀 跡の形態 及 び
位 置 から 12世紀代の堀 跡と推 定 し ている。

北上川

6 7 

縮尺不定

第 4 図 高館跡第 3 次調査遺構配置図
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第 4 次調査 （平成 6 年）
【 調査目的】 内容確認調査
［ 調査主体】 平泉町教育 委員会
【 調査概要】 現代 の切 土造 成地

第 5 次調査 （平成 1 4 年）
［ 調査目的】 内容確認調査区
［ 調査主体】 平泉町教育 委員会
【 調査概要】 東西方 向 に 3 本のトレンチ (T l ~ T 3) を設定 し 、 うち二 つのトレンチ (T l • T 2) で

2 条 の溝 跡を確認 し ている。 T l · T2 北側の1 号溝 跡は、 近世以降の境 内地区画に伴う
遺構と報告 されている。 T l · T 2 南側の2 号溝 跡の規模は幅2. 4 m 、 深さl . 2 m 、 埋土
か ら 完 形のかわら け 、 青 白 磁蓋片 が出 土 し 、 等高線 に沿って検出されていることから 、
高館跡南側の周囲を巡 る12 世 紀の溝跡の可能性を示唆している（第 5図） 。

N

A
 

TJ 

(1 : 200) 8m 

第 5 図 高館跡第 5 次調査遺構配置図

第 6 次調査 （平成 1 7 年）
【 調査目的】 義経堂西側平坦面 にお ける配水池建設に伴う試掘調査
【 調査主体］ 平 泉町教育 委員会
【 調査概要］ 昭和 3 9年の第1次調査と同様 に第 6次調査 にお いても、 柱穴約50 個 及び溝跡2 条 を

検出 し ている。 柱穴 は表 土から 30 ~ 60 cm 掘り下げた面 で検出された。 検出面 は第1
次調査 と同 じ レベル である。

表土から 検出 面 ま で掘り下 げ ていく段階で、 白 磁 6 点 (15 ~ 16世紀） 、 古瀬戸7 点
同一個 体(14 ~ 15世紀） 、 青 磁1 点 (1 5世紀） 、 染付2 点 (15 ~ 16世紀） 、 かわら け
数点 (12世紀） 、 その他近世 陶磁器片、 古銭などが出土している。 ま た、 柱穴上部をわ
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ずかに掘り下 げ たとこ ろ、 柱痕 跡位置 から15 ~ 16世紀の陶磁器が出土していること
から、 遺構の年代も同時期のものと推 測 している。

12 世紀のかわらけが数点出土しているこ とから、 調査区近辺に12世紀代の遺構が存
在するこ とが考えられてい る。

なお 、 調査区北側 には、 土塁 の高まりが確認される。
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第 6 図 高館跡第 1 · 6 次調査遺構配置図
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第 7 図 高館跡第 1 · 6 次調査遺構配置図

柳之御所遺跡第 20 次調査 （平成元年 ）
【 調査目 的】 内容確認調査
【 調査主体】 平泉町教育 委員会
【 調査概要】 高館跡第 5次調査区の東側に隣接する。 合計23 条 の溝 跡が検出さ れだ 。 23 条 のうち、

集石を伴わない溝跡が12 世紀の遺構と考えら れている。
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第 8 図 柳之御所遺跡第 20 次調査位置図
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第 9 図 柳 之御所遺跡第 20 次調査遺構配置図

高館跡第1次～第 6次調査と柳之御所遺跡第20次調査を概観 すると、 12世紀代 の遺構と推 定出来
るものは、 第 3次調査の TD3SD4 堀跡、 第 5次調査の2号溝跡、 柳之御所遺跡第20次調査の溝 跡群と
言 える。 第1次 • 第 6次調査は、 出土遺物か ら中世城館と し て機能してい た時代 の遺構が主 体と考え
られる。
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第5節 高館跡の調査研究の課題

(1) 既往 の研究 に み ら れ る 課題

文献 に みられる高館跡に ついては、 12世紀当時の文献 に お いて、 高館跡に あ たるとみられる直接
的な記載は確認でき ず、 当該 時期にお ける名称や機能につい ては確認でき ない 。 その後、 近世段階に
お いて高館跡が、 源義経終焉 の地として地誌 等に記 載されるように なり、 広く知られるように なる。

奥州藤原氏及び当時の平泉周辺の様相が記される数少ない史料であ る 『吾妻鏡 』 では、 義経が自 害
した最後の地が「衣河館」 と記さ れる。 しかし、 こ の 「 衣河 館」が具体的にどこを指すかを示す記載
は確認できな い。 現在のとこ ろ、 地名や調査成果から、 現在の衣川地区に想 定する見解が多いものの
具体的な位置 に ついては確定できていない。

(2) 高館跡 発掘 調査の 課題

柳之御所遺跡 に隣接し奥川 藤原氏の政治行政の拠点であ る 「平 泉館」 に近い場所にあ る地点であ る
ため、 柳之御所遺跡と 関連 して政治 ・行政上の拠点として12世紀に も機能していた可能性 が指摘さ
れてき た。 一 方で発掘調査等が不足 してお り、 実態 がつかめていないことが課 題とされていた。

こ れまでの発 掘調査では、 12世紀代とみられる遺構や遺物が散見されるものの、 まとまった分布
は確認でき ていないほか、 分布傾向に ついても不明な点が多く残されている。

このことから、 高館跡の発掘調査では、 （1) 堀の位置 と規模の確定と時期の検討、 (2) 12世紀代

の遺構の分布の確認、（3) 高館跡の具体的な 機能の検討、 （4) 中世後期の城館としての高館跡の範囲
や様相の把握 、 などが課 題として想 定される。

（菊池）
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III章 発掘調査 の 内容

第 1 節 調査の概要

( 1 )調査の概 要

高館跡は、 現在義経堂が位置 することで知られる高館の丘陵部全体を遺跡範囲とし ている。 遣 跡範
囲 内の多く の位置 が斜面 地であることや、 地形の改変 もあり表土の発達が薄 く 、 今回の各次の調査位
置 の多く でも表土を除去 し た後、 直下に地山層とみられる黄褐色粘土層を確認 し てお り、 各調査位置
での遺構検出面 となっている。 ただし 、 遺構検出面 となる地山層も位置 によ って削 平や斜面 地にお け
る崩 落によ る地形の変 化のため、 全てが一 連の地山層ではなく 土質や成因 には差 異が想 定さ れる。

また、 旧 表土等は確認さ れていない位置 が多いが、 丘陵頂 部では後述 するよ うに厚い表土層が形成
さ れるなど位置 によ って異なる状況がある。 以下の記載ではこれらの地形的特徴や、 調査位置 が広い
範囲にわたることから、 調査区 の士層については各調査区 での様相をそれぞれ記 載する。 また、 基本
となる士層についても全体の傾 向をまとめて記載するのではなく 、 それぞれの調査位置 での記 載に譲
ることとする。

今回の内容調査では高館跡の既往 の調査研究上の課 題から、 柳之御所遺跡に隣接する本遺跡の性格
解明及び柳之御所遺跡の検討にとって、 特に重要と考えられた以下 の2 つを大 き な目的とし た。

① 柳之御所遺跡と同時期に機能 し たと想 定さ れる堀跡の位置 と規模、 時期の検討
② 当該時期に関連する遺構の検出やその他の時期の様相など、 遺跡の性格解明に益 するよ うな考

古学的情報の把握

これらの調査目的に従 って各次の調査位置 を設定し た（第 10 固）。 各調査区 個 々 の調査位置 の設定
理由 については各節 で記 す。

なお 、 詳細は後述 するが第7 ～ 第 10次調査全 体の概略 を記すと、 今回の調査では遺跡の位置 する
丘陵部の中腹 を廻 る堀跡が検出でき 、 遺跡の規模や時期に関する情 報を得ることができ た。 また、 重
複し て、 これよ り後続する時期の遺構も検出さ れている。 詳細は本章及び総括編 2 で記 載するが、 今
回の高館跡の調査では奥小1

、

I 藤原氏が繁栄 し た時期にあたる12 世紀代 に関わる遺構と、 中世後期とみ
られる遺構の大 き く 2 時期にわたる遺構を主に確認でき たこととなる。

(2)本章で の記述方法

今回の一 連の調査では、 東西 600 m、 南北300 mほどに広がる高館の丘陵部のうち、 西端部を除い
た250 m四方ほどの広域にまたがって、 各次の調査でそれぞ れの目 的に応 じ て異なる位置 に調査区 を
設定し た。 検出遺構や出土遺物についても、 次数ご とに把握 、 整理し てき た。 一 方で、 同一 遺構の追
跡や周辺状況の把握 を目的とし て連続する位置 に設定し た調査区 などもあり、 こ れらは通観 し て把握
する必 要がある。 調査方法や遺物の取 り上げ、 整理についてはお お むね同一 の方法を取 り得ているも
のと考えているが、 混乱を避 けるため、 以下では次数ご とに節 を分け、 そ れぞれの内容を記述 する。
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第 1 1 図 調査区位置 図 区割 り 図

また、 遺構番号についても次数ご とに付 し ている。 以下の記載では既 述 のとお り、 岩 手 県教育 委員
会で実施 し てきた柳之御所遺跡の調査で用いてきた遺構番号と同 様 の方法で遺構名称 を付 すこととす
る（岩手県教育委員会2019)。 各遺構の種別 にそれぞ れの数字を振り、 種別 の前に次数番号を付 記 し
て記載する。 例 えば、第7次調査の1号堀跡であ れば 「7S D 1 」 となる。 隣接する調査区などにあ たり、
一 連の遺構であ ることが明確なものは同一 の追構名を継続 し て用いる。

検出 し た遺構のうち、 調査位置 などが離れているため異なる遺構名を付 し た遺構にお いても、 位置
や 遺構の様相 から 一 連の遺構と し て判断できる遺構も存在する。 これら は全体を通し た遺構名を付記
し た場合にお ける今後の末 調査位置 での新知見 にともなう理解へ の障壁や錯誤の原因となることを避
けるため、 それぞ れの別 の遺構番号を継続し て用いる。 現状の調査成果から想 定される対応関係につ
いては、 各次調査の内容を記述 し た上で、 その対応や内容を総括編 2 で示 すこ ととする。

なお 、 今回の調査では堀跡や溝跡などの遺構が確認されているが、 斜 面 に対 し て横 方 向に頂 部平坦
面 及び等高線 に平行 し て走 る堀 ・ 溝 については、 「横 堀」 も し くは 「横 方 向の堀」 などと記述 する場
合があ る。 また、 斜面 方 向に対 し て同 方 向に頂 部平坦面 及び等高線 に直交 し て造 ら れた堀・溝 につい
ては、 「 竪堀」 も し くは 「縦 方 向の堀」 等と記述 する場合があ る。

遮物は調査次ご とに整理分類 し てお り、 以下では各調査次ご とに節 で分けて掲 載する。 なお 、 近接
する調査位置 などでは次数をまたいだ接合作業等も実施 し たが、 接合個 体などは得ら れていない。 遣
物については既往 の調査報告 と同 様の名称を踏襲 し た。 土師質 の土器類については既往 の平泉周辺で
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の名称 から 「 かわらけ」の呼称を用い、 それぞ れ成形方法から「ロ ク ロ 」「手づくね」 と分類 し、 ロ
径 などの器形の大きさからそれぞ れ 「 大皿」 「小皿」 として記載する。 国産陶器類 については常 滑 や
渥美 などの産地と器種 の名称 を用いる。 輸入 陶磁器 については、 白磁・青 磁などの種別 や産地、 器種
を記 す。

ミ／
（櫻井）

�' ． 

＼
 ＼

 

三
( I , GOO) 20m 

第 1 2 図 調 査 区位置 図 ( 1 )

第2節 第 7 次調査の遺構 と 遣物

( 1 ) 各ト レ ンチの調査成 果

0 1 ト レ ン チ (TD7-T1) （第 1 3 図 ）
〔調査地点 〕 X=-111 ,  370 · Y=24 ,  430 付近に位 置 する（第 12 ·13因） 。 既述のとお り、高館跡の調査では、
平泉町教育委員会 が実施した高館跡第 3次調査で堀跡が確認されていた（平泉町教育委員会 1994) 。
この調査区は、 その詳細な位 置 の把握 や今後の調査位 置 を定めるため、 平泉町教育委員会 によ る旧 調
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査区 (T D3-6トレンチ ） の平面 的な位置 を掘り下 げて改 めて確認 し たものである。
〔基本土層〕 黄褐色粘土のいわ ゆ る地山 層で遺構が検出される。 表土の除去後に検出面 となる地山 層
が確認される。
〔調査方法〕 旧 調査区の埋め戻 し土を除去し、 遺構を検出した。 遺構精査は以前の調査で行わ れてお
り、 今 回 の調査では遺構の位置 を把握 するため検出にとど めた。
〔検出遺構〕 検出遺構は、 堀跡1 条 である。
〈 7SD1 堀跡〉 7S D 1 堀跡は等高線 に沿って走る横 方 向の堀跡で、 幅 7m程 で検出した。 斜面 上方 側の
肩 は本来 の地形である傾斜 地を利用 し て構築されてお り、 地形から法肩 を想 定した場合、 上端での想
定される堀の幅はよ り大きい規模であると推察 される。

今 回の調査では位置 の把握 のため検出にとど め、 精査を行っていないが、 平泉町教育委員会の調査
では検出面 となる平坦部から は深さ1 . 7 m程を確認している。 当 時の調査所見では、 土層の多く は自
然堆積土層とみら れ、 下層は水成堆積の土層を一 部に想 定している。 ま た、 下 層と中 層の層界 部分 の
一 部のほか、 上位から の崩 落土層など を中 心に河原石など の円 礫 が多く 含ま れている。 礫 を多く 含む
土層は、 下層や上層など の特定の部分 に限定されるものではなく 、 崩 落とみら れるいく つかの土層で、
そ れぞ れの層序 では集中して確認される。

遺物は下層ま でを含め、 12 世紀代 とみら れるかわ ら け や国産 陶器類、 鉄製品 の出土が報告 されて
いる他 時期の遺物として積極的に言及、 報告されている遺物は認めら れない。

なお 、 北側人 の平面 的な延 長 は、 調査区内では直線的に延 びてお り、 屈 曲 する様相 は確認できない。
これら から 、 現在確認できる高館丘陵の端部ま でそ のま ま 延 びることが分 かる。 高館丘陵の旧地形の
形状は判然とし ないが、 平泉町教育委員会によ る一 連の旧調査区の様相 から は現況と合わ せても堀が
弧 を描 く よ うな状況は看取 できない。 そ のため、 現在の北上川によ って削平されている高館丘陵の本
来 の丘陵地形の形状やそ れに伴う堀の走行方 向を推察 するよ うな材 料は得ら れていない。

（櫻井）

0 2 ト レ ンチ (TD7-T2) （第 1 4 ~ 1 6 図 ）
〔調査地点〕 X=-1 11, 375 · Y=24, 430 付近に位置 する。 TD7-Tl で確認した7S D1 堀跡の走行方 向と内容
を確認するため、 TD7-Tl か ら 西に 8m程 の位置 に設定 し た。 調査区を設定した場所は、 高館の丘陵
の中腹 に帯 状に観 察 できる平坦面 にあたり、 TD7-Tl と同一 の地形面 が連続して観察 できる位置 に設
定した。
〔基本土層〕 表土除去後、 いわ ゆ る地山 層にあたる黄褐 色粘土層で検出を行った。 なお 、 精査した堀
跡の断面 観察 から 、 黄褐色粘土層の地山 層の下 層には砂質土を含む黄褐色 土層が確認され、 よ り下 層
は黄褐色 の基盤土層となる。

ま た、 後述 するよ うに、 斜 面 下方 にあたる位置 では、 地山 層の上部に旧表土層にあたる黒色土層を
確認 し ている。
〔調査方法〕 7SD1 堀跡の延 長 位置 を想 定して、 丘陵の等高線 に沿って帯 状に伸びる平坦 面 に、 斜 面
方 向に直交 して幅 6mX 長 さ15 m程 の調査区を設定した。 堀跡を検出した後、 断面 等の土層堆 積状
況を把握 するため、 一 部を掘り下 げ精査を実施した。 堀跡の底 面 ま で精査したのは幅2m程 である。
〔検出 遺構〕 検出遺構は、 横 方 向の堀跡を1 条 確認 し ている。 ま た、 斜 面 下 方 にあたる部分は整地地
業が行わ れている。
〈 7SD1 堀跡〉 7SD1 堀跡は等高線 に沿って走る横 方 向の堀跡で、 調査区内では幅 10 ~ 12 mで確認し
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[)SDI 断面 A-A' J

I .  7S01盛土構築時の［日表土 7. 5YR2/J 焦色土 し ま り やや あ り 粘性弱い 炭化物 を多 く 含む
□ .  7 .  5YR4/3 褐色土 し ま り ややあ り 粘性弱い 炭化物を少砿含む 礫が入る
Ill. 7. 5YR3/J 黒褐色土 し ま り やや あ り 粘性弱い 円礫が入る 縄文土器を少拭含む
① 盛土範囲土塁状の整地 5YR5/6 明黄褐色土 し ま り 弱い 粘性弱い 旧表土か 斜而側に分布 し し ま り も な い
② 盛土範囲土塁状の整地 2 .  5Y7/6 明黄褐色土 し ま り あ り 粘性弱い 5~\0cmの黄色土地山 プ ロ ッ ク と 暗褐色士が入る
③ 盛土範囲土塁状の整地 2. 5Y8/6 黄色土 しま り あ り 粘性弱い 黄色土地山 プ ロ ッ ク と 淡黄の プロ ッ ク 、 暗褐色士が入る
④ 盛土範囲土塁状の幣地 2. 5Y8/6 黄色土 しま り あ り 粘性弱い 円礫が含まれる
⑤ 盛士範囲土塁状の幣地 2. 5Y8/6 黄色土 し ま り あ り 粘性弱い 円礫が含まれる 地山プ ロ ッ ク が多い
⑥ 盛士範囲土塁状の照地 2. 5Y8/9 黄色土 し ま り あ り 粘性弱い 暗褐色土が多 く 、 ④、 ⑤よ り しま り が弱い
［ 表士 JOYR3/3 暗褐色土 しま り な し 粘性弱い
2. 7SDI埋士 JOYR3/2 県褐色土 し ま り 強い 粘性弱い
3. 7SDJ埋士 JOYR4/2 灰黄褐色土 し ま り 弱い 粘性弱い かわ らけ片 、 石粒を多 く 含む士， 1~2mmの石粒 も 多い
4. 7SDJ埋士 JOYR7/6 明黄褐色土 し ま り あ り 粘性なし 円礫を含む 、 辺物を含まない
5. 7SDI埋土 7. 5YR7/6 橙色土 し ま り あ り 粘性な し 円礫を含む 、 迫物を含まない
6. 7SDI埋土 JOYRS/3 にぶい黄褐色土 し ま り ややあ り 粘性な し かわ ら け 、 円礫を含む 炭化物を少屈含む
7. 7SDJ埋土 IOYRS/1 I&灰色 士 し ま り ややあ り 粘性な し かわ ら け ， 炭化物を含む JO~\Scmの礫を多 く 含む
8. 7SDJ埋土 7. 5YR6/4 にぶい橙色土 し ま り やや あ り 粘性な し かわ ら け、 炭化物を含む JO~ISc•の礫を多 く 含む
9. 7SDJ埋土 JOYR7/6 明黄褐色土 し ま り ややあ り 粘性弱い 小 さ いかわ ら け 片、 炭化物を含む 5~10cmの礫を含む
JO. 7SDJ埋土 7. 5YR7/4 にぷい橙色土 し ま り ややあ り 粘性弱い かわ らけ片 ， 炭化物含む
1 1 .  7SDJ埋土 7. 5YR7/4 にぶい橙色土 し ま り ややあ り 粘性弱い かわ ら け 片 ， 炭化物含む
12. 7SDI埋土 JO\'RS/6 黄橙色土 し ま り あ り 粘性弱い かわらけ片を少址含む 炭化物 、 焼土が 混 じ る が少品
13. 7S01埋土 7. 5YR4/2 灰褐色土 しま り ややあ り 粘性弱い かわ ら け 、 炭化物 、 礫を多 く 含む
14. 7SDI埋土 IOYR6/4 にぶい黄橙色土 2. 5mmの石粒を多 く 含む し ま り 強い 粘性強い
15. 7SDJ埋土 IOYR7/4 にぶい黄橙色土 し ま り 強い 粘性弱い
16. 7SDI埋土 IOYR6/3 にぶい黄橙色土 し ま り ややあ り 粘性弱い 炭化物 、 かわらけを 多 く 含む
17. 7SDI埋土 7. 5YR4/2 灰褐色土 しま り ややあ り 粘性強い かわ ら け 片、 炭化物片を多 く 含む
18. 7SDI埋土 7. 5YR7/4 にぷい橙色士 し ま り あ り 粘性弱い かわ ら け 片 を 多 く 含む
1 9. 7SDI埋土 IOYR7/6 り1黄掲色士 し ま り あ り 粘性弱い かわらけ片を含む 地山プロ ッ ク を多 く 含む
20. 7S[）［埋土 IOYRS/4 浅故橙色土 し ま り やや あ り 粘性弱い 5~6mmの礫を多 く 含む かわらけ片 、 炭化物片も含むが少ない

21
22
23
24
25
 
26
27
28
29
30
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75D1埋土 7. SYRS/1 褐灰色土 し ま り ややあ り 粘性な し かわ ら け ． 炭化物を 多 く 含む
75D1埋土 IOYR6/4 にぶい黄橙色土 かわ ら け少祉含む
75D1埋土 IOYR6/4 にぷい黄橙色土 し ま り あ り 粘性弱い 石粒を 多 く 含む
7501埋土 IOYR6/4 にぶい黄橙色土 しま り あ り 粘性弱い 石拉を 多 く 含む
75D1埋土 7. 5YR6/1 褐灰 色 士 し ま り あ り 粘性ややあ り 炭化物が庖状に入る （山側でよ り 厄 < `

そ ち ら か ら の混入 と み られる）
75D1埋土 IOYR7/1 灰 白 色士 し ま り あ り 粘性ややあ り 上下が酸化に よ り さ び 炭化物、 焼土を少試含む
75D1埋土 IOYRB/9 浅黄橙色士 し ま り あ り 2~5cmの石粒を多 く 含む
75D1埋土 7. SYRS/3 にぶい褐色土 石粒、 炭化物を多 く 含む
75D1埋士 IOYRB/2 灰 白 色 土 し ま り あ り 粘性ややあり 炭化物を少北含む
75D1埋士 7. 5YR7/2 明褐灰色士 し ま り あ り 粘性強い 31. 29と の屈界がそれぞれさ びで酸化 し て お り 、

それぞれ表士に な っ た時期がある
31. 75D1埋土 IOYRS/1 褐灰色士 し ま り あ り 粘性強い 礫を含む グ ラ イ 化 した附
32. 75D1埋土 IOYR7/1 灰 白 色 土 し ま り あ り 粘性強い 下部はさびが強く 、 水分を含んだ時期が想定される
33. 75D1埋土 IOYR7/4 にぶい黄橙色砂質土 し ま り 強い 粘性弱い 2~5cm石を含む砂で形成 され谷側からの崩落土
34. 75D1埋土 IOYR7/3 にぶい貨橙色砂灯土 33と 同様の土質だが よ り 粒が細かい
35. 75D1埋士 IOYR7/6 明黄褐色砂買土 し ま り 強い 粘性な し 砂四土を 多 く 含む
36. 75D1埋土 IOYR7/2 にぶい黄橙色土 し ま り あ り 粘性弱い 炭化物粒を少祉含む
37. 75D1埋土 IOYR7/3 にぶい黄橙色土 し ま り あ り 粘性弱い 地山砂灯土の崩溶
38. 75D1埋士 2. SYB/2 灰 白 色 土 し ま り 強い 粘性あ り 石粒を 多 く 含む
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[JSDI 断面 B-B' J

① IOYR3/3 暗褐色土 砂少拭 炭微址
② IOYR3/3 暗褐色土 砂少批 炭微杖
③ IOYl13/3 暗褐色土 砂少秘 炭微·屈

I. 7SDl (A-,\ ' ） の 1 と 同 じ 表 土
2 .  JSDI (A-A' ） の 4 と 同 じ 堀埋土
3. 7S01 (A-A' ） の 6 と 同 じ 堀埋士
4. 7SDI (A-A' ) の 9 と 同 じ 堀埋士
5. JSDl (A-A' ) の 10 と 同 じ 堀埋土
6. 7S0 I (A-A' ） の 12 と 同 じ 堀埋土
7. JSDl (A-A' ） の 13 と 同 じ 堀埋土
8. 7S0 I (A- A ' ) の 2 1 と 同 じ 堀埋士
9. JSDl (A-A' ） の 15 と 同 じ 堀埋士
10. JSDl (A-,\ ' ） の 16 と 同 じ 堀埋土
I I. JSDl (A-A' ) の 19 と 同 じ 堀埋土
12. 7S01 (A-A' ) の 18 と 同 じ 堀埋土
13. 7S01 (A-A ' ) の 17 と 同 じ 堀埋土
14. 7S01 (A- A ' ） の 21 と 同 じ 堀埋士
15. 7S01 (A- A ' ) の 17 と 同 じ 堀埋土
16. JSDl (A-,\ ' ） の 22 と 同 じ 堀埋土
17. 7S01 (A- A ' ） の 25 と 同 じ 堀埋土
18. 7S01 (A-A' ） の 26 と 同 じ 堀埋士

し ま り ③ よ り す こ し あ る 粘性ふつ う 新 しい ピ ッ トの埋士
し ま り ③ よ り す こ し あ る 粘性ふつ う 新 し い ビ ッ ト の埋土
し ま り あま り ない 粘性ふつ う 新 し い ピ ッ ト の埋土

IOYR3/3 暗褐色土 し ま り な し 粘性弱い
IOYR7/6 明災褐色土 し ま り あ り 粘性な し 円礫を含む 、 追物を含まない
l0YR5/3 にぶい黄褐色土 し ま り ややあ り 粘性な し か わ ら け 、 円礫を含む 炭化物を少凪含む
lOYR7/6 明黄褐色土 し ま り ややあ り 粘性弱い 小 さ いかわ ら け片、 炭化物を含む 5 - 10cmの礫を含む
7. 5YR7/5 にぷい橙色土 し ま り ややあ り 粘性弱い か わ ら け 片 、 炭化物含む
IOYRB/6 黄橙色土 し ま り あ り 粘性弱い かわ ら け片を少祉含む 炭化物 、 焼土が混 じ る が少品
7. 5YR4/2灰褐色上 し ま り やや あ り 粘性弱い かわ ら け 、 炭化物 、 礫を多 く 含む
7. 5YR5/l 褐灰色士 し ま り ややあ り 粘性な し かわ ら け、 炭化物を多く 含む
lOYR7/4 Iこぶい黄橙色土 し ま り 強い 粘性弱い
IOYR6/3 にぶい黄橙色土 し ま り やや あ り 粘性弱い 炭化物 、 かわ ら け を多 く 含む
lOYR7/6 明黄褐色土 し ま り あ り 粘性弱い かわ ら け片 を含む 地山プ ロ ッ ク を多 く 含む
7. 5YR7/4 にぶい橙色土 し ま り あ り 粘性弱い かわらけ片を多 く 含む
7. 5YR4/2 灰褐色土 し ま り ややあ り 粘性強い かわ ら け片、 炭化物片を 多 く 含む
7. 5YR5/l J易灰色士 し ま り ややあ り 粘性な し かわ ら け 、 炭化物 を 多 く 含 む
7. 5YR4/2 灰褐色士 し ま り ややあ り 粘性強い かわ ら け片 ｀ 炭化物片 を 多 く 含む
IOYR6/•I にぶい黄橙色土 か わ ら け少址含む
7. 5YR6/I 褐灰色土 し ま り あ り 粘性ややあ り 炭化物が府状に入る （山側でよ り 厚 く 、 そ ち ら か らの混入 と み られ る ）
IOYR7/l 灰 白 色土 し ま り あ り 粘性ややあ り 上下が酸化によ り さ び 炭化物 、 焼土を少砧含む

19. 7SDI (A- A ' ) の 30 と 同 じ

20. 7SDI (A-A' ） の 30 と 同 じ

21. 7SDI (A-A' ） の 30 と 同 じ

22. 7SD I (A - A' ） の 26 と 同 じ

23. 7SDI (A-A' ） の 29 と 同 じ
24. 7SDI (A- A ' ） の 30 と 同 じ

25. 7SDI (A-A' ) の 31 と 同 じ

26. 7SDI (A-A' ） の 32 と 同 じ

27. 7SDI (A-A' ） の 34 と 同 じ
28. 7SDI (A-A' ） の 37 と 同 じ
29. 7SDI (,\-A' ) の 33 と 同 じ

30. 7SDI (A- A' ) の 14 と 同 じ

31. 7S01 (A-A' ） の 28 と 同 じ

堀埋土

堀埋土

堀埋士

堀埋土 7. 5YR7/2 明褐灰色土 し ま り あ り 粘性強い 31. 29 と の恩界がそれぞれ
さ びで酸化 してお り 、 それぞれ表土になった時期がある
明褐灰色土 し ま り あ り 粘性強い 31 、 29 と の府界がそれぞれさ びで酸化 してお り ．

それぞれ表土になった時期がある
明褐灰色土 し ま り あ り 粘性強い 31 、 29 と の陪界がそれぞれさ びで酸化 してお り 、

それぞれ表士になった時期がある
IOYR7/l 灰 白 色士 し ま り あ り 粘性ややあ り

上下が酸化によ り さ び 炭化物、 焼士を少址含む
堀埋上 IOYRS/2 灰 白 色 土 し ま り あ り 粘性ややあ り 炭化物を少杖含む
堀埋土 7. 5YR7/2 明褐灰色土 し ま り あ り 粘性強い 31 、 29 と の囮界が

それぞれさびで酸化 してお り 、 それぞれ表土にな っ た時期がある
堀埋土 IOYR5/l 褐灰色土 し ま り あ り 粘性強い 礫を含む

グ ラ イ 化 した肘
堀埋土 !OYR7/I 灰 白 色 土 し ま り あ り 粘性強い 下部はさぴが強く 、

水分を含んだ時期が想定される
IOYR7/3 にぶい黄橙色砂質土 33 と 同様の土質だが よ り 粒が細かい
IOYR7/3 にぶい黄橙色士 し ま り あ り 粘性弱い 地山砂何土の崩i客
!OYR7/4 にぶい黄橙色砂質土 し ま り 強い 粘性弱い
2 ~ 5 cm石を含む砂で形成 され谷側からの崩落土

堀埋土 IOYR6/4 にぶい黄橙色土 2. 5mm の石粒を多 く 含む
し ま り 強い 粘性強い

堀埋士 7. 5\「R5/3 にぶい褐色土 石粒、 炭化物を多 く 含む

堀埋士
堀埋土
堀埋土



た。 検出面 から の深さ は2. 5 mである。 ただし、 斜 面 上方の法肩 は本来 の傾斜 を切 岸状に成形してお
り、 斜面 上方にあたる部分での堀の法肩 から の幅 や深さ はよ り規模が大きくなる。 堀の底 面 は幅2m
程の平坦面 があるものの、 平坦部は狭 く、 V 字に近い逆台形の形状である。 底 面 から の立ち上がりは
いずれの斜 面 も30゜ ほどの急な傾斜 である。 法面 には斜面 の中途 に段等の顕著な造 成は み ら れない。

堆 積土 層はいずれも自然堆積である。 以下 の層名の記載は B-B ' 断面 の層序 名によ る。 上層は 、 遺
物が少なく時期の特定は難しいが、 し まりが弱 い土質 で、 新しい時期の後世の堆積を含むとみられる。
いずれの土 層でもかわら け片や炭化物片 を含むほか、 7 層では円 礫 を多く含む。 この様相は隣接する
T D7-T l の上層部分の所見と同様 のものと捉え ている。 なお 、 遺構検出面 と し た表士直下 の5 層上面
で径 20cmほどの小規模な柱穴 を13 個 検出したが、 いずれの柱穴も規模が小さく、 埋土の状況から 近
現代 の柱穴 と推察 さ れる。

中層と捉え た13 ~ 18 層には焼 土 や炭化物を含む様相が確認できる。 特 に17 層は焼 土 や炭化物が
層状を呈 する。 これら の土層にはかわら けも比較的多く含む。 焼 土や炭化物は斜面 上方から の崩 落等
に伴う土層に伴ってお り、 現地性 のものではないと判断できる。 かわら けなど の遺物についても同様
に多くは、 よ り斜 面 上方から の流入と判断できる。 18 層は鉄 分等の錆 が確認でき、 この段階で表土
となるなどの堆積の時間幅 を長 く想 定できる。

これよ り下 層の23 、 24 層でも鉄 分によ る錆 が層を成す位 置 が確認でき、 表 土化した段階を想 定で
きる。 また、 い ずれの士層も斜 面 上方から の流入によ る自然堆 積によ るものが多いが、 25 層以下 の
底 面 付近は斜面 の両方向から の崩 落によ る堆積が観察 できる。 特 に25 層以下 の土層はしまりが極 め
て強 く、 遺構の構築時や機能時に近い時期の堆積と推察 できる。 これら の所見から 、 堆積にはいくつ
かの時間的な段階を想 定することが可能であろう。 25 層以下 の極 めて締 まりが強い土層、 18 層以下
の土 層、 それよ り上位 の炭化物を含む土層、 最上位 の自然堆積層を想 定している。 これよ り下層は堀
の掘削 や実際 の機能時に時間的に比較的近い段階での堆 積土 層と想 定できる。 また25 層以下 は層相
から その中でも特に構築・機能時に近い堆積と想 定している。

遺物は上層の自 然堆 積土 層には多く含まれるものの、 中層以下 はきわめて少ない。 種別 ではかわら
けが多く、 国産 陶器 も少量だが含まれる。 下層付近から の出士遺物も12 世紀代 のかわら けと国産 陶
器である。 他時期の資料は確認できていな い。

TD7-Tl 及び TD7-T2 で確認さ れた堀跡の位 置 と走行方向から 、 7SD1 堀跡の走行方向はこの位 置 よ り
北東側にお いては斜 面 の平坦面 に位置 し、 傾斜面 の横 方向に走る堀跡と推察 できる。 また逆 の方向の
これよ り西側の範囲にお ける位置 と走行は 、 今次の調査区の成果では部分的な 確認のためこれ以降の
調査成果も勘案 し て検言寸する必 要がある。
〈 7 整地層〉 7SD1 堀跡から斜面 下方にあたる南側にかけては、 旧 表土とみら れる黒色 土層の上面 に人
為堆積の黄褐色土 層が厚 く堆積している（第 15 医 ：① ～⑥ ）。 整地層の厚 さ は1 . 5 m程である。 土質
は 地山プ ロ ッ ク を多く含み、 しまりが強 い土層である。 なお 、 こ の整地土 層は遺物を含んでお ら ず、
堆 積の状況から も7SD1 堀跡の掘削 時の排 土 を掻 き上げ、 そのまま斜 面 下 方に盛 り上げたと推 察 して
いる。 一 部の土層には円礫 を多く含む。 旧 表 土等とみら れる土層にも円 礫 を少量含むものの、 これら
は土層の掻 き上げに際 して整地土 に含んだものと想 定できる。 一 方で整地層中に含まれる円 礫は量が
やや多いため整地に伴う地業の可能性 も残る。 整地層よ り下 層では黒色土 などの旧 表土 が確認でき、
一 部に縄文士器の細片など も含む。

なお 、 この整地層によ り、 本来 は斜 面 になっていた7SD1 堀跡の外側に、 幅2 ~ 3m程の平坦面 が
造成さ れたことになる。 ただし、 この整地層上面 では柱穴 等の遺構は確認さ れなかった。 また、 現在
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確認できる平坦面 よ り上 部に盛 り 上がるなどの土塁状に構築さ れたかは判別 できない。 こ れよ り下 方
は急な斜面 が伸びてお り 、 平坦面 造 成に際しても大規模な整地で、 多くの土量が必 要とさ れたとみら
れる。 堀の掘削 土の土量を想 定した場合にも、 掘削 によ る土 の掻 き揚げによる土量のみであれば、 上
部へは若干 の盛 り上が り が想 定できる程度と推察 さ れる。

（櫻井）

0 3 ト レ ン チ (TD7-T3) （第 1 7 図 ）
〔調査地点〕 X=-111 , 360 · Y=24, 405 付近に位置 する。 T D7-T3 は、 後述 する4 · 5トレンチ (TD7-T4 • 
T5) を設定した丘陵頂 部から少し下 がった位置 で、 頂 部よ り 下 方 の斜面 中腹 の平坦面 に設定した。 ま
た、 上述 の TD7-Tl • T2 を設定した斜 面 下 位の平坦面 よ り 上方 に位置 する。 丘陵頂 部に近 く、 部分的
に平坦面 が観察 さ れた位置 に設定した 。
〔基本 土 層〕 しまりが弱 い表土の除去後、 直下の黄褐色 など締 まりが強 い土層で検出を行った。 その
後、 土層の確認のため西端部にトレンチ を設定した。
〔調査方法〕 1 · 2トレンチ を設定した斜面 下方の平坦面 と丘陵頂 部の平坦面 の中間の位置 に、 現況
地形で若干 の平坦面 が観察 さ れたことから、 関連遺構の把握 を目的 として平坦面 に 5 X 8m程の一 定
程度の広さ で調査区を設定した。
〔検出遺構〕 盛 土等の造 成が確認さ れるのみで、 顕著 な遺構は確認さ れていない。 断面 の観察 から、
7SD1 堀跡の上部とみられる堆 積土層を確認したのみである。 表土 を掘り下 げ た後、 遺構検出を行っ
たが、 遺構は検出さ れなかった。

堆 積の様相と土層を確認するため調査区西端の一 部を掘り下 げ た。 断面 の観察からは土層は下方に
向かって斜 行 し 、 7S D1 堀跡を確認した TD7-Tl 及び T D7-T2 が位 置 する、 よ り下 位の平坦面 方 向 へ下

ることが観察できる。 斜 面 に直交 する方 向で確認した土層の堆 積からは、 本来 の地形は大きく南方に
向かって傾斜 することが理解できる。 一 部の土層は、 炭化物やかわらけを含むなど、 T D7-T2 で確認
した7S D 1 堀跡の土 層と共 通する様相が捉えられる。 斜 行する状況や土 層の類似から、 ． これらが7SD1
堀跡の堆 積土へと傾斜し連続 し て堆積するとみられる。

さ らに下層では、 一 部で地山とみられる明黄褐色 土を確認 し ている。 また、 旧表土の可能性がある
土層なども傾斜 している。 これらから、 本来 の地形は急斜面 となってお り、 7S D1 堀跡は切 岸状 に整
形さ れ、 土層はそのまま傾斜 し て下がるとみられる。 また、 現況で確認さ れた平坦面 は7S D1 堀跡の
堆 積土を覆い、 ‘よ り上層に造成さ れている。 遺物は表土では近現代 のものを含み、 土層の様相を勘案
すると平坦面 の造成はこ の段階の造 作である可能性が高いとみられる。

（櫻井）

0 4 ト レ ンチ • 5 ト レ ン チ (TD7-T4 · T5) （第 1 8 図 ）
〔 調 査 地 点 〕 X=-111, 360 • Y=24, 385 付近に位 置 する。 高館の丘陵の中で現在の義経堂が位置 し 、 整
備さ れている範囲 から、 東に一 段下 った部分に広がる平坦面 を対象 に調査区 を設定した。 TD7-T4 が
丘陵の端部、 T D7-T5 が丘陵平坦部の中央にやや近い範囲 である。
〔基本土 層〕 士 層は黒色土の表土層が40 ~ 60cm ほどと厚 く 形成さ れている。 下 層にはやや明 るい黒
色 土 層が20cm程度堆 積する。 これら の下 層はいわゆ る地山層で黄褐色 の堅 い砂 質 シルト質士 層であ
る。
〔 調査方法〕 丘陵頂 部に近い位置 の平坦面 での遺構の分布状況を確認するため、 調査区 を設定した。
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［西側土li'l 断面A-A' J

l . 新 し い堆積 平坦而造成
2. 新 し い堆栢 平坦而造成
3. 石の堆積 斜面崩落
4. 石の堆禎 斜面崩溶
5. 75D1埋士につながる斜面の堆栢
6. 7SDJ埋土につながる斜面の堆栢
7. 7SDJ埋土につながる斜面の堆秘
8. 7SDJ埋士につながる斜面の堆秘
9. 7SDJ埋士につながる斜面の堆栢
JO. 7SDJ埋土につながる斜面の堆栢
l2． 地山
13. 7SDJにかかる堀埋土
14. 7SDJ埋土につながる斜行堆fII

7. 5YR3/2 黒褐色土 し ま り 弱い 新 し い及土等
IOYR7/4 にぶい黄橙色土 し ま り やや強い 造成土
IOYR5/1 掲灰色土 し ま り ややあ り 石が多い斜面の1,1落 砂礫多い
I OYR7/4 にぷい貨橙色土 石が多い斜面のlull各
IOYR6/2 灰黄褐色土 地山プロ ッ ク 、 炭化物を多 く 含む
IOYRB/6 黄橙色上 し ま り あ り 6、 7府堺にさびが入 り こ こ で時間差があ る か 地山プ ロ ッ ク炭化物 を 多 く 含む
7. 5YR7/I 明掲灰色土 地山プロ ッ ク 、 炭化物を 多 く 含む 7庖 よ り 下ではかわ ら It も 多 く 含む
IOYR7/1 灰 白 色土 地 山 プ ロ ッ ク 、 炭化物を多 く 含む
IOYR7/2 にぶい黄橙色士 地山プロ ッ ク 、 炭化物を多 く 含む
IOYRヽ1/2 灰数褐色上 地山プロ ッ ク 、 炭化物を多 く 含む
IOYRB/6 凶橙色土
2. 5YR5/6 明赤褐色土 プ ロ ッ ク 等を含まない 円礫を含む 1日表土の時期があ る か
2 .  5Yll5/6 ljj赤褐色上 1 3の崩落土 赤褐色の土 プ ロ ッ ク を含む

第 17 図 第 7 次調査 3 ト レ ン チ 平 ・ 断面図
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〔検出遺構〕 この調査区は次年度の調査である第 8次調査の範囲 (TDS-Tl) と一 部重複してお り、 遺
構の詳細は第 3節 で合わせて記載する。 な お 、 第7次調査ではこの範囲で30 ~ 50cm 大の石 を複数確
認したほか、 さらに一 段下げた面 では柱穴を複数確認している。 ただし、 この調査ではこれらが組み
合う状況は明確ではな く、 建物跡を構成でき ていな い。

また、 遺物は12 世紀代 のかわらけ、 国産陶器が出土 し、 輸入陶磁器も少量な がら出土している。
（櫻井）

5 ト レ ン チ

N

A
 

*-- 1 1 1350 
Y= 24395 

4 ト レ ン チ

＋ に
― 1は塁

0 

( 1 :  \00) 4m 

第 1 8 図 第 7 次調 査 4 · 5 ト レ ン チ 平 面 図

(2 ) 出 土遺物 （ 第 19 ~ 22 図）

0第 7 次調査出 土遺物の概要
第7次調査ではかわらけ24, 166 . 3 g 、 国産陶器類4, 148 . 9 g 、 輸入陶磁器類67 . 5 g が出土してい

る。 各調査区ご との出土量は表4 のとお りである。
TD7-T1 では新たな 掘削 を行っていな いため、 出士量は極 めて少な い が、 他の調査区からは 12 世紀

代 のかわらけが一 定量出土 している。 7SD1 堀跡の精査を行った T D7-T2 からの出土 が目 立 つが、 検出
にとどまる範囲が多い TD7-T3 及び T D7-T 4 · T5 からもかわらけが一 定量出土してお り、 第7次調査の
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調査範囲である高館丘陵の 東側周辺が12 世紀代 に機能 したこ とを反映した出土傾向と推察できる。
な お 、 図化 していな い資料中でも、 1 1 世紀代 な ど の 古 代 の 土器 と判断できる明確な 特徴を持つ資

料は確認できな かっ た。 ま た、 国 産陶器類及び輸入 陶磁器類も一定 量出土している点は遺跡の 内 容を
検討 する上で重要 な 要 素 と捉えられる。 ま た一 方で、 上層や表土 には近世の 陶器な ど が含ま れるが、
中世後期と判断できる資料も含ま れていな い。 旧表土中とみた土層中には縄文土器の細片な ど も含む。
この ほか、 表土な ど からは鉄製品 な ど も少量な がら出土 し ている。

（ 櫻井）

表 4 第 7 次調査 出 土遺物

かわらけ(g) 国 産陶器類 (g) 輸入 陶磁器類 (g) その 他
T l  190 . 8  鉄製品 か
T 2  17, 753.0 3,  031. 0 67. 5 石製品 、 鉄製品 等
T 3  3, 055.6 4 16.6 鉄製品 等

T 4 · T 5 3, 167.4 701. 3 近世陶器、 鉄製品 等
合 計 24, 166. 3 4, 148. 9 67 .  5 

0 7SD1 堀跡出 土遺物 （第 1 9 ~ 21 図 ）
かわらけ16 , 880 . 8 g 、 国産陶器 3, 031. 0 g 、 輸入 磁器 67. 5 g が出土している。 この うち、 かわら

け43 点、 国産陶器 40 点、 輸入 陶磁器 6 点 を図示 した。
1 は最下 層付近から出土 し たロ ク ロ かわらけ大皿 である。 全 体の 形状は不 明だが、 底径 は7. 0cmほ

ど である。 2 は14 層から出土したロ ク ロ かわらけ大皿 である。 10 層以下 から出土 し た資料の うち、
図化 できたもの はいずれもロ ク ロ かわらけである(1 ~ 6)。 図示 できていな いが、 細片では手づく
ねかわらけを含む。 いずれも流入 した土層からの 出土だが特徴を概観 すると、 遺物の種別 では埋土下
位の 資料にロ ク ロ 成形の かわらけを含むもの の 、 同一 の 土層からは手づくねかわらけの 資料も含み、
いずれかに偏 在するもの ではな い。 器形の 特徴からも12 世紀の前半 代 に顕著な 器 形は確認できな い。
多くの 資料は 12 世紀後半代 に多くみられる特徴を示 す土器群と捉えられる。

10 層より上層から出土した資料では(7 ~ 43)、 手づくねかわらけを多く含む。 埋土上位に位置 す
る 5 層からの 出土資料が図示し たもの では多い(26 ~ 39)。 手づくねかわらけ大皿 では口 径 1 4cm以
下 の小さい器形の 資料が多い。 27 は口 径 15 . 4cmとやや大型の 器形である。 手づくねかわらけ小皿な
ど も含め、 いずれの 資料も 12 世紀後半の 資料にみられる特徴をもつ資料が多い。

国産陶器は、 埋土上位に位置 する1 ~ 6 層からの 出土が大半 を占 める (44 ~ 93)。 破片が多く器形
の復元 ができる資料は少な いもの の 、 破片の 特徴から、 12 世紀代 の 資料とみられる。 平泉の 他遺跡
で確認されている国産陶器類と同様 に産地は常滑 産及び渥美 産が大半を占 め、 須恵器もしくは須恵器
系 陶器が少量含ま れる。 器種は甕類や壺類が多くを占 める。 常滑や渥美 産の押印 は、 縦線文が施され
るもの が多い。 56 と77 は須恵器で、 器形の 特徴からは古 代 に属 する資料を含む可能性 はあるもの の 、
確定できな い。 な お 、 古 代 の 土師器は確認されてお らず、 須恵器についても他の 陶器類と同時期の可
能性 も高い。 ま た、 土師器類でも11 世紀代 な ど の 時期に特定 できる資料は確認できていな い。 輸入
磁器類は(80 ~ 86)、 白 磁壺類が多い。 80 ~ 85 はいずれも白磁で四耳壺類とみられる。 86 は1 層か
ら出土した青 磁碗 である。 いずれも 12 世紀代の 資料とみられる。 図化 していな い資料でも、 12 世紀
代 以降の 中世に属 するとみられる資料は確認できていな い。
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第20 図 第 7 次調査出 土 土器類実測図 ( 2)
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0遺構外出 土遺物（ 第 21 ~ 22 図 ）
国産陶器類23 点を図示した(87 ~ 109)。 表土からの出土が大半を占 める。 国産陶器類は、 破片資

料のみで器形 を復 元 でき る資料は含まれていない。 渥美 産及び常 滑産の甕壺類が多くを占 め、 89 の
須恵器系 陶器及び 98 の須恵器 を除き 、 常滑 産及び渥美 産とみられる。 109 は山茶碗とみ られる口 縁
部から体部片である。

（櫻井）
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第 22 図 第 7 次調査出 土土器類実測図 ( 4 )
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第3節 第8 次調査の遺構 と 遺物

( 1 )各トレ ンチ の調査成果 （ 第 12 • 23 図 ）

0 1 ト レ ン チ (TD8-T1) （第 24 図 ）
〔調査地点〕 X=-111, 3 60 • Y=24, 3 85 付近に位置 する。 第7次調査で T D7-T 4 • T5 を設定した範囲の周
囲を広げ、 一 部重複して調査している。

現在の高館周辺は北上川によって大きく 丘陵が削 られたこ ともあり、 丘 陵頂 部を含めても平坦な地
形面 が広がる位置 は少なく 、 建物跡等の所在が推 定可能な範囲も限定的である。 この調査区は、 現在
義経堂が所在する丘陵頂 部からは地形的に一 段下 がるものの、 頂 部に近 く 比較的平坦な地形が確認で
きる場所に設定した。

高館の丘陵の中で最 も高い位置 にあたる現在の義経堂及び周 囲の整備されている範囲から、 東側に
位置 する柳之御所遺跡の方向へ向かって地形的に一 段下 る部分にあたる平坦面 にあたる。 なお 、 こ の
2 つ の平坦面 の間は、 時期は不明だが、 小溝状の堀切 の痕 跡がある。
〔基本土層〕 土層は黒色土の表土層が40 ~ 60cm ほどと厚 く 形成されている。 下 層にはやや明るい黒
色土層が20cm 程度堆 積する。 これらの下層はいわゆ る地山層で黄褐色 の堅い土層である。

'□三＼
- 40 -

第 23 図 調査 区位置図 ( 2 )
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〔調査方法〕 第7次調査で柱穴 等が所在するこ とが確認でき たため、 建物跡等を構成するか確認する
ため、 第7次調査の調査区 を周 囲に広げた。 可能な範囲で平面 的に広げるこ とを意図したが、 周 囲は
雑木 が多く 、 十 分 な面 積を確保するこ とは難しかった。 ま た、 雑木林 の中に設定した調査区 のため、
照 度など も遺構の検出に際 しては良好な条件 とは言い難い部分 もある。 調査では表士を人力 によ って
掘削 した後、 やや明るい黒色 土層の上面 などで適宜 遺構検出を行いながら、 掘り下 げを行った。 第7

次調査では全体に一 段下 げて検出を行っているが、 第 8次調査では石列 を検出したこ の土層の上面 で
検出を行った。 よ り掘り下げた場合には遺構の検出数が増 えるこ とが想 定でき るが、 今次調査区 は周
囲の条 件など必 ずしも良好ではなく 、 遺構保護の点からもこ の土層上面 での検出に努 めた。
〔検出遺構〕 検出遺構は、 柱穴 31 個 、 土坑2 基、 焼 土 の散布箇 所など である。 ま た、 扁平な平面 形
が円 形の礫 を 5 個 確認している。
〈柱穴、 焼土等〉 第7次調査では、 下層のやや明るい黒色 土層の上面 で30cm大の石を複数確認して
お り、 第 8次調査区 ではこ の面 の上面 で遺構の検出を行った。 柱穴等は確認でき なかったが、 石 はこ
の面 で 5 個 確認している。 石の周 囲に断面 観察用のトレンチ を設定し、 下層や地業の確認を行ったも
のの掘り込 み等は確認でき ず、 旧表 土に直接置 かれたよ うな状況が観察された。 石 の大 き さは20 ~
40cmとやや幅 はあるものの、 いずれも平坦な面 が上面 になっている。

こ のうち調査区 中央付近の4 個 については東西方 向に並ぶ よ うにも観察されるが、 石の中心部で計
測 すると10cm• 程度南北方 向に位置 が乱雑 になってお り、 正 確な直線 とはならない。 ま た、 表面 で観
察でき た凹 みを基準にした場合でも必 ずしも直線的に並ぶ ものではなかった。 石の形状や一 部に若干
の凹 みが観察でき るこ とからは礎石 等の可能性も残 るが、 周 囲に広がらないため、 確定でき ない。 12
世紀代 の遺構でみられるよ うな地業等がみられないこ とや、 検出面 についても土層の様相からはよ り
新しい段階の旧表土の可能性が高く 、 こ の石列 についても年代 の確定はでき ないものの12 世紀段階
よ り後世のものの可能性が高い。 ただし、 現状では石列 は1 列 のみしか確認でき ていないが、 周辺の
土層からは本来 こ の範囲 の地形は南側に傾斜 していたとみられ、 こ れらの石も原位置 を保っていない
可能性があるこ とは留 意すべ き 点である。

石列 を確認した、 やや明るい黒色土の上面 で周 囲 の精査を行ったが、 柱穴等は検出でき ていない。
ま た、 建物とみた場 合に想 定される位置 でも組 になる石は確認でき てお らず、 明確な建物跡等は確認
でき なかった。 第7次調査を中心に一 部はさらに一 段掘り下げ、 いわゆ る地山面 で検出を行った。 こ
の面 では第7次調査と第 8次調査を合わせて31 個 の柱穴 を検出している。 いずれも円 形を基 調 とし、
径 20cmほど の規模が小さい柱穴 である。 一 部は並ぶ よ うに観察されるものもあるものの、 建物跡を
構成でき ていない。 第 8次調査で上面 での遺構の検出を行い、 掘り下げを一 部にとどめたこ とは留 保
されるが、こ れらの柱穴 からは明確な建物跡等は復 元 でき ていない。 ま た、個別 の柱穴についての個 々
の特徴からも規模等が小規模で、 遺物等は確認でき てお らず、 時期の特定は難 しい。 埋土は黒色 土を
基 調 に構成される。 土層の締ま りなど の土質 からは近現代 の遺構の特徴とはやや異 なるよ うにも観察
されるが、 小規模な柱穴 でもあり、 いずれの時期に帰 するかは確定でき ない。

こ のほか、 一 段下 げた地山面 で、 焼 土粒がややま とま って分布する集中域が複数ある。 ただし、 い
ずれも部分的なもので、 明確な遺構は確認でき ていない。

遺物は12 世紀代 のかわらけ、 国産 陶器 が出土し、 輸入陶磁器 も少量ながら出土している。 近世以
降 の遺物が少量、 表士で出土しているものの、 12 世紀を含ま ないそれ以降 の時 期の遺物は少ない。
ま た、 鍛冶 等に関連するとみられる滓片 が表土から出土している。

（櫻井）
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0 2 ト レ ンチ (TD8-T2) （第 23 • 25 • 26 図 ）
〔 調 査 地 点 〕 X=-11 1,  305 • Y=24, 280 付近に位置す る。 第7次調査で確認 し た堀跡の延 長 の確認を目
的とし、 高館の丘陵部 の南側、 現在の義経堂 の直下 の平坦面 を対象 にしている。 第7次調査では丘陵
東部 の部 分で堀跡を確認 し たが、 走行方向などに課題も残されていた。 そこ で、 丘陵の南西側など で
堀跡の有無を含めて遺構の状況を確認する必要 があると考えられた。

周 囲の平坦面 の分布など の地形の状況から、 帯状に等高線に沿う平坦面 が伸び る位置 に堀跡が位置
す る可能性があると想 定し 、 第7次調査の調査範囲から西へ 200 m程離れた位置 に調査区 を設定し た。
こ の位置 は駐車場とし て利用 されていたため、 近 現代 の改変 も想 定されたが、 周 辺 部の地形の観察か
ら平坦面 の残存理由 の一 端は旧 来 の地形が残るこ とに起 因す る可能性が高いものと判断した。
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〔基本土層〕 現在の駐車場造 成時の士層とみられる表土 を除去した直下の、 い わゆ る地山層にあたる
黄褐色粘土 層での検出となった。 地山層は斜面 地のため、 上層からの崩 落土 で形成される。 土 層中に
円 礫 等を含む位置 もある。
〔調査方法〕 堀の走行位置 を想 定し、 地形全体での傾斜 方 向に直 行させて福5 m 、 長 さ10 m 程の調
査区を設定した。 堀跡を検出した後、 一部は士層確認のため埋土 の掘削 を伴う精査を行った。
なお 、 調査時には縦方 向の堀跡と重複して調査区を設定したかたち となったため、 検出時に縦 方 向の
溝 につい ては本来 の法肩 にあたる位置 をやや掘り下げすぎ てい る箇 所がある。
〔 検 出 遺構〕 検出遺構は表土直下での検出となる。 想 定された横 方 向の堀跡 (8S D1 堀跡） と、 それ
を切 って直 交 する溝 跡 (8S D2 溝 跡 ） の2 条 の堀・溝跡を確認した。
〈8SD 1 堀跡〉 8S D1 堀跡は 等高線 に沿って走る横 方 向の堀跡で、 現在確認できる規模は幅約6. 2m ほど、
深さは 遺構を検出した面 から約1 . 9 m ほどである。 底 面 は緩 やかな傾斜 をもち 、 緩 やかなV 字に近い
形状を呈 する。 平面 での観察及 び断面 の状況から、 8S D2 溝 跡に壊されてい ることがわかる。

堆 積士は 自然堆積の土 層で形成され、 い ずれも斜面 上部からの流入によ る堆積を基本とする。 最下
層に近い 部分では 円 礫 を含む土 層がある。 特 に、 19 層では人頭大の石を多く含み、 斜 面 上部からの
崩 落とみられる。 い ずれの土 層からも出土遺物は 少ない が、 19 層以下の下層から12 世紀代 とみられ
るかわらけ片が少量出土してい る。 これらよ り上層にお い ても、 堀の堆積土 の多くは斜面 上方 からの
流入によ る自然堆積である。 かわらけ小片や炭化物を含む土層も散見されるものの、 土器類の出土は
きわめて少ない 。

また、 斜 面 下 方 にあたる範囲の17 層では斜面 下方 にあたる南側からの流入によ る土 層が確認でき
る。 こ の層よ り上位の13 ~ 15 層でも地山ブ ロ ッ ク などを含み、 斜 面 下方 からの流入である。 斜面 下
方 に現状の肩 よ り高位まで、 地山ブ ロ ッ ク 土 を用い た人為 的な整地層が存在した可能性が高い と判断
してい る。 ただし、 土量は 少なく本来 の法肩 の位置 の推 定は 困難 である。 断面 での観察では 堀の法肩
の部分で確認した土 層（断面図上 の整地 I ~ III) を整地層と判断してい る。 8S D1 堀跡の斜 面 下方 は
黄褐色土 の地山土が斜 面 方 向に傾斜 して堆積する。 土質は この範囲の地山土にあたる黄褐色 の粘質上
である。 ブ ロ ッ ク 状の地山粒 が土 層中に確認できる部分もある。 これらの整地I~ III とした土 層が、
斜 面 下方 へ の崩 落によ る自然地形の形成によ るものか、 人為 的な整地によ るものかは こ の範囲のみで
は 確定が難しい ものの、 他の調査範囲や地山との土質 の差 異から整地地業によ る土 層と考えられる。
なお 、 同様 の整地層は第9次調査で横 方 向の堀から斜 面 下方 に当たる部分で確認してお り、 こ の周 囲
の全体で一 連の整地が行われたとみられる。 また、 地点は離 れるものの第7次調査では 同 様の範囲を
堀掘削 時の掻 き揚 げに伴うとみられる土 層で整地してお り、 こ の範囲につい ても周 囲の様相からは斜
面 下方 を造成して整地によ り平坦な範囲を形成したとみられる。

3 層は 旧 表土 とみられる黒褐色土 層で、 堀跡が自然堆 積によ って埋没 した後、 この位置 でくぼんだ
状況となってい た時期が想 定される。 それよ り上層の1 ~2 層は近世以降の盛土層である。
〈8SD2 溝跡〉 8S D2 溝 跡は 、 高館の斜面 方 向と 同方 向に頂 部及 び等高線 に直交 して延 びる溝跡である。
幅 は約 3 m ほど、 深さは 確認した面 から約 l m ほどである。 部分的な確認だ が、 底面 が平坦な逆台形
状を呈 する。 8S D 1 堀跡と直 交 し、 それを壊 して構築される。 埋土は2 層に分層可能だが、 い ずれの
土層も地山ブ ロ ッ ク を含み、 人 為 的な埋め戻 しによ る堆積である。

遺物は 出土 してお らず時期の特定は難しい が、 遺構の重複から8S D1 堀跡よ り新しい 。 また、 埋土
中に旧 表土 などの発達もみ られず、 8S D1 堀跡の上層の盛土 を掘り込んで構築されてお り、 他地点で
確認されてい る縦 方 向の堀跡との相違 が目立つ。 よ り新しい 時期の遺構の可能性が高い とみられる。
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[8SD1 断面A-A' ]

I . 近代盛士 2. 5Y8/6 黄色 地山等のプロ ッ ク で構成され 、 円礫を多く 含む庖
2. 近代盛士 2. 5Y8/4 淡黄色 地山プロ ッ ク で構成 される思 、 1 恩 と 同様だが 、 よ り 混 じ り が少ない
3. I□表士 IOYR3/I 黒褐色土
4. 自 然堆栢地山プロ ッ ク 等は少ない IOYR</3 Iこぷい黄褐色土 5cm程のl'J礫を含み、 炭化物が多い 自 然堆秘の：I:陪で山側から崩落
5. 自 然堆和地山プ ロ ッ ク 等は少ない 2. 5Y6/< にぷい黄色シル ト 竹土 炭化物を少址含む
6. 自 然堆和地山プロ ッ ク 等は少ない 2. 5Y6/4 にぶい黄色シル ト傾土 炭化物を少祉含む し ま り やや強い
7. 自 然堆和地山プ ロ ッ ク 等は少ない 2. 5Y4/4 オ リ ープ褐色シル ト 円礫 、 炭化物を多く 含み地山 プ ロ ッ ク が少杖含まれる
8. 自 然堆和地山プ ロ ッ ク 等は少ない 2. 5Y5/3 黄褐色土 円咲 、 地山プロ ッ ク を少欣含む
9 地山の崩壊土が多い陪 IOYIJB/8 鼓橙色土 地山プロ ッ ク を 多 く 含む陪で 、 少:lil礫を含む
10． 地山の崩壊土が多い庖 2. 5Y6/8 明黄褐色土 地山崩落土で構成 さ れ る
I I . 自 然堆栢 IOYR7/6 明黄褐色シル ト
12. 自 然堆積 IOYR7/4 にぶい黄橙土 シル ト灯土 炭化物｀ 礫を少址含む
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13． 南側からの崩落土 2. 5Y7/6 明黄褐色土 かわ ら け炭化物を少址含む 地山プロ ッ ク を含む屈で薄い南側 か ら の崩落士
堀情築時にかき上げた士庖の崩落か

14． 南側からの19i落土 2. 5Y6/4 にぶい黄色土 地山プロ ッ ク 炭化物を少祉含む
15． 南側からの崩落土 2. 5YB/4 淡黄色土 地山崩落士で構成 さ れ る。 13層 と 同様に堀情築時にかき 上げた土府の崩落か
16. 山側からの崩落土 IOYRB/6 黄橙色シル ト 費土 地山プロ ッ ク 炭化物を含む士庖で 、 山側からの崩落
17. 南側からの崩落土 2. 5Y6/4 にぷい黄色シル ト質土
18. 山側からの崩落土 IOYR7/6 明黄褐色土 地山プロ ッ ク を大絨に含み 、 山側からの崩落土
19. 1LJ IIじlからの崩沼 土 IOYR5/4 にぶい黄褐色土 大小の円礫を大秋に含み 、 礫で構成 さ れ る 、 かわ ら け 、 廣器が出土
20. 山 側か ら の崩落土 2. 5Y7/6 明黄褐色土 砂質シル ト 10cm程度の 円礫を少虻含む
21. 山側か ら の崩浴土 2. 5Y6/4 にぶい黄色砂竹シル ト
22. 山側から の崩落土 2. 5Y7/3 淡黄色砂買シル ト
23． 地山 I 2. 5Y5/2 暗灰黄色土
24. 地山 ll 2. 5YB/6 黄色土
25． 地山田 2. 5Y4/2 P酎灰黄色土

[8S01 断面B-B' l

I. 8SD2 2. SY7 /6 明扱褐色士 人為的な埋土で盛土造成に と も な う 土図
2. 8S02 2. SYS/4 淡扱色土 地山プロ ッ ク 等2. SY6/2灰黄色土防で情成 さ れ る 人為的な土層 と み られる
3. BSD! BSD! (A-A' ）断面18倍 と 同 じ
4. BSD! BSD! (A-A' ） 断面19恩 と 同 じ
5. BSD! BSD!断面に対応 しないが 、 BSD!の埋土 2. SYB/6黄色 地山プロ ッ ク で情成 さ れ る 、 山 FLLLFからの崩器 と み られ る
6. BSDI BSDl (A - A' ) I祈面20恩 と 同 じ
7． 地山 I (A-A' ）断面23/l'l と 同 じ
8． 地 山 " (A-A ' ）断面24/l'l と 同 じ
9． 地 山 In (A-A' ）断面25屈 と 同 じ
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〔遺構の変遷〕 調査区内での遺構 の新旧 は、 遺構 の重複関係から下記のよ うに捉えられる。
8SD l 堀跡（横 方 向の堀）→ 8SD2 溝 跡（縦 方 向 の溝 ）

(2) 出 土 遺物（第27 図）

0第 8 次調査出 土遺物の概要
第 8次調査ではかわらけ 1,204. 0 g 、 国産陶器類874 . 7 g が出土 し ている。 各調査区ご との出 土量

は下表のとお りである。
各調査区 からは12世紀代 のかわらけ が少量出土 し ている。 第7次調査でかわらけ が一 定量出 土 し

た位置 と同様 に丘陵東側に設定 し た T D8-T1 ではかわらけ や国産陶器が出土 し てお り、 当該範囲の12
世紀代 にお け る機能が窺 える。 一 方 で丘陵の中央から西側にあたる位置 に設定 し たT D8-T2 ではかわ
らけ類の出土 が少なく、 出土 も表土など からである。 なお 、 図化 し ていない資料中でも、 12世紀代
以前の古代 の土器と判断できる明 確な特徴を持つ資料は確認できなかった。 また、 国産陶器類も一 定
量出土 し ている点は遺跡の内容を検討する上 で注目できる。

また、 上 層や表土には近世の陶器など が含まれるが、 中世後期と判断できる資料は含まれていない。
丘陵頂 部にあたる T D8-T 1 の表土など からは羽口 とみられる破片や鉄滓など も少量ながら出 土 し て

いる。

表 5 第 8 次調査出 土遺物

かわらけ (g) 国産陶器類 (g) 輸入陶磁器類 (g) そ の他
T l  941. 9 476 . 1 羽口 、 鉄滓 等
T 2  262. 1 398 . 6 

合 計 1, 204. 0 874. 7 

0 8SD1 出 土遺物
国産陶器類が331. 0 g 出 土 し ている。 このうち4 点 を図示 し た (110 ~ 113)。 110 、 111 は常滑 産

甕 の体部である。 112 は渥美 産甕 の口 縁部、 113 は渥美 産甕類の体部である。
こ のほか、 図示 できていない資料では12 世紀代 とみられるロ ク ロ 及び手づくねのかわらけ が出土

し ている。

0遺構外出 土遺物
国産陶器類が543 . 7 g 出土 し ている。 12 点 を図示 し ている (114 ~ 125) 。 いずれも調査区表 土 か

らの出 土で、多くは丘陵東側の頂 部にあたるT D8-Tl からの出 土である。 常滑産とみられる資料が多く、
渥美 産も少量含まれる。 いずれも甕類及び壺類で、 口 縁部1 点のほかは体部片である。

115 は8SD1 堀跡の堆 積土中に含まれたものではないが、 T D8-T2 からの出土である。 常 滑 産の甕類
の体部片である。

（櫻井）
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第4節

第 8 次調査出 土土器類実測 図

第9 次調査の遺構 と 遺物

( 1) 各ト レ ンチの調査成果 （第 1 2 • 23 図）
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0 1 ト レ ン チ (TD9-T1 ) （第 28 · 29 図 ）
〔調査地点〕 X=-113, 150 · Y=24, 270 付近 に位置 する。 8S D1 堀跡の延 長 の確認を目 的 と し 、 高館の丘
陵部の南側、 現在の義経堂 の直下の平坦面を対象 に し てい る。 第7次調査では丘陵東部の部分で堀跡
を確認 し たが、 走行方向などに課題も残されていた。 そ こで、 遺跡範囲の中での堀の位置 を確定 し て
い くためには、 丘陵の南西側などで遺構の有無 などを確認する必 要があると考えられた。 そ のため、
第 8次調査では周 囲の平坦面 の分布など地形 の状況から、 堀跡が延 び る可能性があると想 定でき る範
囲に、 調査区を設定し た。

第 3節 で既述 のとお り 、 第 8次調査ではこの範囲で堀跡を確認したものの走行方向などに課題も残
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されていた。 そこで第9次調査では 堀の延 長 方 向などの 確認を目的として、第 8次調査の 範囲(TD8-T2)
に隣接した北西側に調査区を設定し た。
〔基本土 層〕 現在の駐車場造 成時の 土層とみられる表土を除去 した直下の 、 いわゆ る地山層にあたる
黄褐色粘 土層での 検出となった。 地山層は斜面 地の ため、 上層からの崩 落土で形成され、 円 礫 等を含
む位置 もある。
〔調査方法］ 堀の 走行位置 を想 定し 、 幅 10 m、 長 さ15 m程の 調査区 を設定した。 その 後、 さらに西
側についても幅 3m、 長 さ15 m程の 調査区を拡張して設定し た。 堀跡を検出 した後一 部を精査した
ほか、 縦 方 向の溝 についても一 部精査を行った。
〔検出遺構〕 堀跡1 条 、 溝跡2 条 、 整地範囲を確認した。
〈8SD1 堀跡〉 8SD1 堀跡は 等高線 に沿って走る横 方 向の 堀跡で、 幅 6 . 5 mほどの規模で確認した。 堀
は その まま西に向かって延 びるが、 丘陵の傾斜 方 向と同方 向の 等高線 に直 交 して延 びる縦 方 向の溝
(9SD3 溝 跡 ） によ って端部が壊されている。 この 調査区では 遺構の精査を行っていないが、 第 8次調
査の 所見からは深さ2mほどでV 字 に近い断面 形状が推察でき る。

8SD1 堀跡の 北側は 、 駐 車 場等の 造 成時に平坦面 が広げられたとみられ、 本来は斜面 を利用して上
方 側の法肩 を成形して8SD1 堀跡が構築されたとみられる。 現在の平坦面 で確認している堀の肩 で推
察される堀の幅 よ り 規模が大 き く 、 上幅 は よ り 広がるもの とみられる。

8SD1 堀跡の 走行方 向は 、 第 8次調査及 び第9次調査を合わせて20 m程確認したこととなる。 第 8 .
第9次調査の 位置 では 、 高館丘陵の頂 部に平行して東西方 向に走る。 ほかの 調査位置 では 丘陵端部に

沿って位置 して堀跡が確認されてお り 、 東側への延 長 は丘陵頂 部に沿う方 向で、 その まま東方 向へ延
びると推察でき る。

また、 8SD1 堀跡の 西端は 上述 の とお り 、 9SD3 溝 跡によ って壊されている。 周 囲の 地形状況を観察

すると、 平坦面 は ここで途切 れることが理解でき る 。 この 周 囲では 丘陵の 中腹 を廻 る平坦面 がここで
途切 れ、 よ り 上部には縦 方 向の溝跡 (9SD3 溝 跡） の 痕 跡が斜 面 上方 へ と延 びる。 現況地形で確認で
き る西側の平坦面 の 延 長 は その まま平坦面 を縮小しながら、西側に位置 する自然地形の急斜面 に至 る。
これらから8SD1 堀跡の 走行は 新規の溝によ って壊されて確認でき ないが、 よ り 西方 に堀の 構築を可
能とする地形面 は 確認でき ず 、 平面 的な観察からは その まま自然地形の斜面 方 向に流れて消 えるもの
と推察でき る。 また、 現状で観察でき る自然地形自 体は 、 城館段階での 造 作も想 定されうるもの の 、
周 囲との 地形的連続性からは 12 世紀代 に形成されている地形を保ち、 当時にお いても斜 面 地となっ
ていたもの と推察している。 現状の 調査範囲の制約などは あるもの の 、 こ れよ り 西側には 遺構が伸び
る余 地が確認でき ない。 堀によ る囲続範囲は この 位置 まで堀が延 びた後、 自然地形によ る傾斜によ っ
て区切 られた可能性が想 定でき よ う。
〈 9SD3 溝跡〉 8SD1 堀跡を切 って端部を壊 す、 等高線 に直交 して走る縦 方 向の溝跡である。 9SD3 溝 跡
は幅4 ~ 5mほど、 現地表面 からの 深さ4mほどである。

西側に拡張した調査区は 概ね、 9SD3 溝 跡の平面 に収まってお り 、 9SD3 溝 跡の 端部は一 部で確認し
たの みである。 9SD3 溝 跡の 、 斜 面 上方 へ の 延 長 は 現況の 地形でもく ぼ み状に観察され、 その ままよ
り 上方 へ と延 びることが推察でき る。 一 方 、 斜面 下 方 については 、 既述の とお り 急傾斜の 自然地形と
なってお り 、 その まま下 るとみられるが、 下端の 位置 は判然と し ない。

堆積土は 自然堆積によ るもの で、 上層では斜面 上方 からの崩 落土によ る堆積で、 地山ブ ロ ッ ク や円
礫 を多く 含む。 粘 性の 弱 い土質によ る堆積が多く 観察でき る。 下層は水分 を多く 含むほか、 斜面 上方
からとみられる円 礫や 地山ブ ロ ッ ク を含む土 層が確認される。 上層では 12 世紀代の 遺物や近世以降
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[I ト レンチ 断面B-B' l

I. 近現代造成盛土 2. 5Y8/6 J/i.色粘土 し ま り あ り 粘性あ り 円礫含む
2. " IOYR6/3 にぶい黄橙色粘質士 地山プ ロ ッ ク 多 く 含む盛土 炭化物 円礫を多 く 含む
3. 盛土時の表土 IOYR4/l 褐灰色土 しま り やや あ り 粘性な し
<. SSDI埋土 （盛土1. 2前の盛土） 2. 5\'7/6 明貨褐色粘土 しま り あ り 粘性あ り 最下部に旧表土 と み ら れ る 黙色が一部 あ り
5 .  SSDI埋土 IOYR5/3 にぶい黄褐色土 しま り あ り 粘性ややあ り 炭化物を含む 径2~30cm程度の円礫を最 I:部山側に含む
6. SSDI埋士 IOYR5/2 灰拭掲色土 しま り あ り 粘性やや あ り 炭化物を比較的 多 く 含む
7. SSDI埋土 IOTRS/4 浅黄橙色土 地山プロ ッ ク の崩壊で形成 さ れ る 庖 し ま り あ り 粘性あ り
8. SSDI埋士 7. 5YR5/ \ 褐灰色土 し ま り あ り 粘性ややあ り 炭化物を含む庖
9. SSD!埋土 IOYR5/l 褐灰色土 しま り あ り 粘性強
10. SSDI埋土 8S01外からの崩沼土 2. 5YB/3 淡黄色土 地山プロ ッ ク の崩落で形成 される しま り 強い 一部に亜炭府の地山 を プ ロ ッ ク で含 む
I I .  9SD2埋土 IOYR6/3 にぶい紺橙色土 し ま り あ り 粘性ややあ り 炭化物を少駄含む 最下層付近がやや黒色化 土器出土
12. 9SD2埋土 !OYR7/4 にぶい黄橙色土 し ま り ややあ り 粘性あ り 地山プ ロ ッ ク 土を 多 く 含む
13. 9SD2埋土 2. SY7/3 浅黄色土 しま り 弱 粘性ややあ り 地山プロ ッ ク を少址含む
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①～⑦と 一連 と み られる が後世の可能性 も あ る 最J:恩
2. SYS/6 黄色土 しま り あ り 粘性ややあ り 地山プロ ッ ク で形成 さ れ る 恩
lOYRS/4 にぶい黄褐色土 しま り やや あ り 地山プロ ッ ク と 黄褐色の土層で形成 される
2. 5Y7/6 明黄褐色土 しま り ややあ り 粘性ややあ り 地山プロ ッ ク を主体に少址の黄褐色士を含む
2. 5Y7/4 浅黄色土 し ま り やや あ り 粘性ややあ り 地山プロ ッ ク を主体とする
IOYR6/4 にぶい黄褐色土 し ま り 弱い 粘性ややあ り 黄褐色の土同を主体に地山プロ ッ ク を少且含む
2. 518/4 浅黄色土 し ま り やや あ り 粘性ややあ り 地山プロ ッ ク を主体に黄褐色の土陪 を ご く わずかに含む
2. 5Y7/4 浅黄色士 し ま り やや あ り 粘性あ り 最下部に円礫を少共含む 地山プ ロ ッ ク を主体に黄褐色の土府 を少祉含む

〔1 ト レ ンチ 断面A-A· J 

I. 95D3埋土 近現代盛土 ・ 造成

2. 95D3埋土
3. 95D3埋土

4. 95D3埋土

5. 95D3埋土
6. 95D3埋土
7. 95D3埋土
8. 9503埋土
9. 95D3埋土

10. 95D3埋土
1 1. 95D3埋土
12. 9503埋土
13. 95D3埋土

lヽI. 95D3埋土
15. 95D3埋土
16. 95D3埋土
17. 95D3埋土
18. 85D1埋土
19. 85D1埋土
20.85D1埋土

7. 5\'R5/2 灰褐色土 し ま り あ り 粘性弱い 5~ 10cm程度の黄色地山プロ ッ ク を含む 2庖 と の 切 り 合いは
ト レ ンチ内では不明だが近現代の盛土 と 見 られる （平面のプラ ンから）

IOYRG/1 褐灰色土 し ま り あ り 粘性弱い 平面図への注記に暗褐色士と した土庖 礫を含む 自 然堆籾庖
暉R8/4 淡黄褐色土 しま り あ り 粘性弱い 斜面方向か ら の崩落士屈 礫を多 く 含む 上庖に遺物がは り つ く

よ う に確認でき 、 あ る一段陪の表土に近いか
IOYR3/3 B音褐色 土 しま り あ り 粘性弱い 厚い 自 然堆積の土局 で こ の下庖での く ぽみ と して9SD3が残存 した

時期が長い と み られる 迫物を含まない
IOYRS/6 黄橙色砂竹土 しま り あ り 粘性な し 10cm程度の礫 、 黄 色 灰 白 色の粘土 （地山プ ロ ッ ク を含む）
IOYR5/I 褐灰色土 し ま り あ り 粘性ややあ り 礫を含む 堆積方向は水平に近いか 山方向からの崩落か
!OYR7/3 にぶい黄橙色土 しま り あ り 粘性ややあ り 黄色の地山 プ ロ ッ ク を 多 く 含む 山方向から の崩落か
IOYR7/6 明黄褐色砂四土 し ま り あ り 粘性なし 51i'i と 1以る が礫を含ま ない 9陪 と の附界でさびが見られる
!OYR7/J 灰 白 色土 しま り あ り 粘性ややあ り 黄色の地山 プ ロ ッ ク を多 く 含む

9bと した部分はやや拭色みが強いが土灯ぱ類似する 漸移的な変化で同一の堆積か
IOYR5/l 褐灰色土 しま り あ り 粘性強い 水分を多 く 含む土思
2. 5Y8/1 淡黄色土 しま り あ り 粘性ややあ り 地山プ ロ ッ ク の崩落土
2. 5Y1/l 黄灰色粘質土 し ま り あ り 粘性あ り 水分を多く 含む土屈
IOYR5/l 褐灰色土 し ま り あ り 粘性ややあ り 地山プロ ッ ク を含む 粘性が強 く さ ぴが庖界にあり

水分の影響を受けた土庖 この下恩で一段階あ り か
2. 5Y7/l 灰 白 色砂質土 し ま り あ り 粘性弱い 砂質土で古い段階の崩落か
2. 5Y8/3 淡策色砂牧土 し ま り あ り 粘性弱い 1 4 と 同様の土陪 と み られる
2. 5Y1/l 黄灰色粘質土 し ま り あ り 粘性ややあ り 水分を含む士府
2. 5Y3/l 熱褐色粘質土 し ま り あ り 粘性強い 水分を多 く 含む 下屈に地山 プ ロ ッ ク 及び礫を含む
IOYRS/2 灰 白色砂竹土 しま り あ り 粘性あ り 自 然堆積土
IOYR7/3 にぶい黄橙色土 しま り あ り 粘性ややあ り 10~20cmの礫を 多 く 含む
IOYRG/6 明黄褐色士 しま り あ り 枯性あり 8S01の埋土 と し たが 、 9SD3の溝築時の土囲のかき上げの

可能性 も あ る。 カ ク ラ ンか 8S01の上層の近現代盛土のため不明

( l :60) 3m 



の遺物もみら れるものの、 出土量は極 めて少ない。 また、 下 層についても遺物は きわめて少ない。 そ
のため時期比 定の根 拠は少ないが、 土質 の状況からは近 現代等の構築とみる根 拠も得ら れていない。
〈 9 整地層〉 8SD1 堀跡の南側 では厚い整地土層が確認できる。 整地層は土 層の違いから 7層に分ける
こ とができ、 それぞ れ地山起 源の黄褐色 土ブ ロ ッ ク 土を多く含むが、 その包含の割 合など が異なる。
旧 来 の傾斜 地を、 8SD1 堀跡を掘削 し た際 に起 因する土層が掻 き上げら れ、 斜 面 下 方 が整地されたも
のとみられる。 現 在の地形では 整地土正面 は 平坦面 を形成 し ているが、 上部の削平 の有無は判然とせ
ず、 こ れが整地時点 での平坦な造 成とみるこ とができるかは 確定できない。

第7次調査 でも7SD1 堀跡の南側 に掻 き上げたとみら れる整地層が確認できている。 上面 は平坦だっ
たものの、 後世の特に中世後期段階 での改 変 の有無は不 明である。 造 成は 8SD1 堀跡の構築と同 時期
に行われたとみら れる。 現況では整地層面 の上面 では柱穴や地業等は 確認できず、 施 設の有無は 確定
できな い。 こ の整地層上面 で検出 し た遺構は 、8S D1 堀跡の南側 で平行 し て走る9SD2 溝跡のみである。

〈 9SD2 溝跡〉 9SD2 溝 跡は 8SD1 堀跡と平行 し て走 り 、 整地層上面 か ら 掘削 されている。 幅 l . 4 m程 、
深さ0.8 m程 で確認 し 、 断面 は底面 に平坦 面 をもち、 逆台形状に立 ち上 がる。 9 整地層及 び9SD2 溝
跡は いずれも、 8SD1 堀跡と同様 に9SD3 溝 跡によ って壊されている。

堆 積土は 3 層に分けられ、 最下 層は 地山ブ ロ ッ ク を少量含む。 12 層は 地山ブ ロ ッ ク を多く含む。
11 層と12 層の層界は薄い黒色土も観察でき、 こ の位置 での段階差 の想 定も可能である。 遺物は 少な
く、 11 層から かわら け の小片が出土 し ているのみである。 9SD2 溝 跡は9 整地層上面 から掘 り 込 まれ
てお り 、9 整地層 の形成後に溝 が構築されたこ とが分かる。 8SD1 堀跡と平行し て確認されるこ とから 、
大 きな時間差 は なく、 堀跡及 び整地層と9SD2 溝 跡が同 時期に機能 し た可能性が想 定できる。
〔遺構の変遷〕 調査 区内での遺構の新旧 は 、 遺構の重複関係から 下記のよ うに捉えら れる。
8SD1 堀跡・9 整 地層（横 方 向 の堀） ニ （→） 9SD2 溝跡（横 方 向の溝）→ 9SD3 溝跡（縦方向 の大溝）

（櫻井）

0 2 ト レ ン チ ・ 3 ト レ ン チ (TD9-T2 · 3 ) （第 30 • 31 図）
〔調査地点 〕 X=-111 , 370 · Y=24, 365 付近 に位置 する。 平成26 · 27 年度の調査 で調査区を設 定 し た丘
陵頂 部の平坦面 (T D7-T4 • T5) (T D8-Tl ) の南側に設 定 し た。

第7次調査 では 遺跡頂 部の下 の帯 曲 輪 状の平坦面 で、 7SD1 堀跡を確認 し ている。 こ の調 査 区は そ
の平坦面 が延 長 し て伸びるよ うに、 平坦な地形面 が観察できる部分である。 地形の連続性から 、 後述
の TD9-T4 • T5 を設定 し た位置 と合わせて、 7SD1 堀跡が延 長 する可能性が高いと想 定 し た。

また、 第 8次調査及 び第9次調査 で8SD1 堀跡を確認 し た平坦面 と類似 し た地形的特徴をもつ。 そ
こ で、 こ こ までの調査 で確認し ている堀跡の延 長 や接続を把握 するこ とと平坦面 にお ける遺構の状況
の確認を目 的と し て調査区を設定 し た。
〔基本土層〕 黒色でし ま り が弱 い表土を除去 し た直 下 に、 いわゆ る地山層にあたる黄褐色粘土層を検
出面 と想 定 し た。
〔調査方法〕 堀の走行位置 を想 定 し 、 それと 直 交 するように幅 8m、 長 さ15 mほど の調査 区 を設 定
し た。 一 部で広げたため、 2 · 3トレンチ と呼称 し ているが、 一 連の調査区である。
〔検出遺構〕 堀跡1 条 、 土坑3 基 を確認 し た。 後述 の TD9-T 4 の成果と合わせ第7次調査 で確認 し た
7SD1 堀跡と一 連の遺構の可能性 が高いと捉えている。 以下、 第9次調査 の 2 ~ 5トレンチ で確認さ
れた横 方向 の堀跡について7S D1 の遺構名を付 す。
〈 7SD1 堀跡〉 7SD1 堀跡は等高線 に沿って走 る横 方 向 の堀跡で、 幅 7mほど で確認 し ている。 精査は底
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面 まで行ってお らず、 深さ及び形状は不 明である。
今回 の調査区内では斜面 上方の法肩 は現況で確認した位置 より上方に延 びる様子が確認できる。 他

の調査位 置 での様相を勘案 すると、 斜面 上方にあたる法肩は斜面 の傾斜 を活かして成形されてい ると
みられる。 本来 の堀の上端は調査区よりさらに上方に位置 するとみられる。 なお 、 斜 面 下方は掘り込
みをもつ。 斜面 下方の法肩 の周辺の土層は地山ブ ロ ッ ク を含む土層で形成されてお り。 整地土を含む
可能性はあるものの、 他の地点で確認できるような厚い 整地等は確認できてい ない 。

確認された堆積土は上層の一 部だ が、 自然堆積によるもので、 斜面 上方からの流入 とみられる土器
類を含む。 土器類は12 世紀代 の資料を含むが、 それより新しい 時期の遺物を含むものではない 。

7SD1 堀跡は高館丘陵の頂部に平行し、 北 西から南東にN-45° -W 程度で走る。 これらから、 横 方向
の堀跡が丘陵頂 部の平坦面 を囲み、 現地形からは直下にあたる平坦面 上に位 置 している可能 性が高い
ことが確認できた。 なお 、 平 坦面 は、 当時の様相としては旧 地形も傾斜 が緩 やかだった可能性がある
が、 堀の構築に伴う地形改変 によって造 成された地形面 とみられる。
〈 土坑 (9SK1 · 9SK2)〉 下方の平坦部で土坑を 3 基確認してい るが (9SK1 ~ 3)、 うち2 基 を精査した。
遺物はかわらけの小片 のみで、 時期 ・ 性格は不 明である。 堆 積土はいずれも自然堆 積による。

（櫻井）
0 4 ト レ ン チ • 5 ト レ ンチ (TD9-T4 · T5) （第 32 ~ 35 図 ）

〔調査地点〕 X=-111 , 380 • Y=24, 385 付近に位 置 する。 高館の頂 部から南方に下 る丘陵斜面 の中位 （標
高 46 m付近） に立地する。 現況は、 T D8-Tl を設 定した丘陵上部平坦面 の南縁斜 面 下に展開 する帯 状
の平坦面 ～緩斜面 となってお り、 これと直交 して傾斜 方向に走行する竪堀様の凹 地が認められる地点
である。
〔基本土層 〕 観察される地山構成層は、 下部が風化凝灰岩 様 の緻密 な黄褐 色粘土層、 上部が褐色 の砂
層で、 他地点 に比して丘陵基盤 のより下部が表れた状態 となってい る。 全 体的に削 剥 を経験してい る
地点であり、 原地形に伴って形成されたはずの古表土層はほとんど残存しないが、 斜 面 下方では一 部
に暗褐色 土層の堆 積が観察される。 なお 、 竪堀様凹 地の西側が整った平坦面 であるのに対し、 東側は
緩斜面 となってい る。 後述 するが、 堀の掘削 土等により斜面 下 方側に形成された人為盛士層が、 東側
では後世の地滑 りにより一 部崩壊 してい るものと推 測 される。
〔詞査方法〕 当地点では山側の斜 面 裾 に沿って東西方向に走行する堀跡の存在が想 定されていたこと
から、 こ れを捕捉するため横断方向のトレンチ を2 本設 定した（断面 Al - A4 ・ 断面 Bl - B3)。 また、
竪堀様凹 地の内容確認と、 これと重 複しているとみられる上記堀跡との関係を把握 するため、 当該凹
地の西半の一 部を精査し、 併せて両 者の連続断面 を観察した（断面 Cl-C2 · 断面 Dl-D2)。
〔検出遺構〕 堀跡2 条 （横 堀跡1 ・ 竪堀跡1)、 士坑2 基 、 性格不 明遺構1箇 所を検出した。
〈 7SD1 古期堀跡 （横堀） 〉 他地点でも確認されてい る、 丘陵頂部を取 り囲む堀跡に連続するものとみ
られる。 当地点 にお いては等高線 に沿って概ね東西方向に走行する。 上記凹 地の東側に設 定したトレ
ンチ （断面 Al-A4) では、 両 岸の壁 面 上部を確認した。 壁 上端間は10. 5 m前後を測 る。 一 方、 凹 地
西側では斜 面 上方側の壁面 上部を検出したが（断面 B1-B3 : 11 層下面 ）、 下方側は確認できなかった。
当堀跡の上部を厚 く覆う人為 層（同9 層）の上面 において、 より新期の遺構（後掲）が検出されたこ
とから、 以下の掘削 を行わなかったためである。 断面 Al-A2 · 同 B1-B3 の ト レンチ では堆積土の下部
が未精査であり、 底面 までの深度及び断面 形状等の詳細につい ては不 明となっている。

埋土は斜面 上方側から断続的に供給された地山起 源の砂質土を主体としてい る。 中位 にかわらけ細
片 と炭化物をやや多く含む暗色 層を挟み、 その下位 では自然流入 層と壁崩 落層が互 層を成す様子が観
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察 さ れ た。 一 方、 暗 色 層の上位は上述 の人為 層に覆われている。 埋没途上にあった本堀跡内 の凹 部を
埋め均 すよ う に充填 さ れ た地山プ ロ ッ ク 層である。 な お 、 断面 A3-A4 では、 斜面 下 方側の岸から供給
さ れ た地山プ ロ ッ ク 層も確認 さ れ た（同8 · 9 層） 。 本来 の地山構成層の堆 積レベル よ りもさ らに高
位から流入し たものであり、 斜面 下 方側の岸の外側に地山土主 体の人為 層が存在 し たこ とを示唆 し て
い る。 同断面 6 層下 面 が下位の地山士層を削 り取 り、 調査区 のさ らに下方へ と流出 し た状況が観察 さ
れるこ とから、 周辺の現況地形 も考慮 すれば、 後世、 地滑 りによる崩壊が生 じたものと推測 さ れ る。

当地点にお ける精査所見のみから帰属 時期を特定するこ とは困難だが、 他 地点の成果と層序 の整合
性 を勘 案 すれば、 12 世紀代 に構築さ れ たものである蓋然性は高いと考えられ る。 当地点にお いて最
も古い段階 に位置づけ られる遺構である。
〈 9SD4 新期堀跡 （竪堀） 〉 現況では、 傾斜 に沿 って概ね南北方向に走行する溝 状の凹 地と し て認識 さ
れ る。 TD8-Tl が位置 する平場の南東縁及 び南西縁はそれぞれ切 岸状の急斜面 とな ってお り、 凹 地は
両 者の斜 面 裾 が交 わり屈 曲 する付近を北端と し 、 前 掲古期堀跡と直交 し てそのまま斜 面 下 方 （南方）
へ と延 びている。 精査では凹 地の西半 の一 部にトレンチ を設定 し 、 こ の部分 の埋土を完 掘し て西側の
壁 面 及 び底 面 の一 部を検出 し た。 上端幅 7.0 mほどの概ね逆台形 の断面形 をもっ と推 測 さ れ るが、 精
査範囲が狭小であり全体形 状及 び堆積状況の詳細は不 明のままとな っている。 図示 し た断面 Cl-C2 は
横断面 の西半部、 同 D1-D2 は縦断面 の一 部である。 横断面 には本堀跡が古期堀跡の埋土を切 る状況が
観察できる。 また現況にも認め られ る両 岸沿 いの高まりが、 地山土ブ ロ ッ ク 主体の人為盛土 によ るも
のであるこ とを 確認 し た（断面 Cl-C2 : 8 · 9 層） 。 こ の盛 土層はさ らに西側の下 方 へ と落ち込 むよ
うに延 び、 古期堀跡の上部を埋め る整地土層に連続し ている。 このことから、 両 岸に伴う 土塁状の裔
まりは、 古期堀跡の上部が未だ埋まりきらな い段階に、 こ れ を埋め均 す平坦面 造 成と併せて構築さ れ
たものと理解さ れ る。 同様 に本堀跡の掘削排土もまた造成盛土の一 部に用 いられ たと考え られ るこ と
から、 本堀跡の構築時期にも同段階が想定 さ れ る。 本堀跡内 部の堆積状況は、 底 面 から順次自然堆積
によ って埋没 し た様相 を示 し ている。 注目 さ れ るのは、 底 面 直 上を覆う 暗褐 色 土層（断面 Cl-C2 : 4 
層＝ 同 D1-D2 : 4 層） から、 多量の炉壁片・鞭羽 口 片・炭化物が出士 し ている点である。 羽 ロ ・ 炉壁
の大振りな形態 は「製鉄炉 」のそれを想起 さ せるが、 鉄滓 や木炭片等の集中箇 所は確認さ れな かった。
堀跡西壁 の最下 部には、 垂直で短い立ち上がりが直線的に延 び、 その直 下 の底 面 には小溝・小穴様 の
凹 部が断続的に観察 さ れ ている（断面 Cl-C2 : 5 層） 。 堀跡内 部が何らかの施設と し て利用 さ れ た痕跡
である可能性を指摘 し てお きたい。
〈土坑 ・ 性格不明遺構〉 先述 の通り、 新期堀跡の西側は、 古期堀跡の上位が人為盛土で覆われ た平坦
面 とな っている。 断面 B1-B3 のトレンチ では、 こ の平坦面 上に構築さ れ たとみられる遺構を検出 し た。
確認範囲が幅 の狭いトレンチ 内 に限定 さ れ てお り、 いずれ も全体形状は不 明とな っている。

2 基 の土坑(9SK4 、 9SK5) はトレンチ の底面 に表れ た人為盛土層の上面 で近接 し て検出 さ れ た。 い
ずれ も内 部の精査は行わず面 的な 確認に止 め ている。 埋土は地山土ブ ロ ッ ク を多く 含む暗褐色土で、
検出面 とな る周 囲の人為盛土層に比し てやや暗 く 、 白 色 ・淡黄色 等の粘土ブ ロ ッ ク の混 入が目 立 つ。
土坑の周囲は竪穴建物跡の床 面 に類似 し た硬 化が認め られ、 同面 には炭化物の散布も観察 さ れた。 ト
レンチ 西壁 に重複する1 基 では、 プ ラ ン中央から壁 上端に接する範囲に焼粘土塊 の集中が見られ、 そ
の下面 に現地性焼 土の生成箇 所が確認さ れ ている（断面 B1-B3 : 5 層） 。

またこれ らとは別 に同トレンチ の南端部では、 竪穴状の掘り込 みをもつ性格不 明遺構 (9SX1) が検
出さ れ ている。 等高線 と平行方向に直線 的に延 びる直 立し た壁 面 と、 平坦に整い硬 化 し た床 面 をもっ
もので、 壁直下 には壁溝状の浅 い小溝 が観察 さ れ た。 また壁 面 に近接し たとこ ろから、 炉壁 状の焼粘
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土小片の集中箇 所が検出されている。
〔土層の対応関係 と 変遷過程〕

下表は、各断面 に観察される堆積層の対応関係を検討・整理 したものである。 4 つの層群に大別 され、
当地点にお ける土地利用の変遷に対応す る各段階を示 していると考えら れる。

最も古い段階は古期堀跡（横 堀）埋土の層群で、 自然流入土及 び崩 落土により 漸次埋積が進んだ状
況を示 している。 最上部のかわら け片や炭化物を包含する自然堆積層は、 堀内部の堆積が相当程度進
んだ段階に、 上位平坦面 (T D8-Tl 付近） か ら 流 入したものと解される。 他地点の成果も踏 まえれば
当該堀跡の構築年代は12 世紀代 と推 定される。

次段階には、 古期堀跡の上部に残った凹 部を埋め均して平坦面 を造 り 出す 、 大規模な改変 が行われ
ている。 この平坦面 上に設けら れた土 坑 · 性格不 明遺構や、 新期堀跡（竪堀）とこ れに伴う土塁状の
高ま り の構築もまた、 本段階に位置づけら れよう。 新期堀跡及 び造 成面上の各遺構は、 炉壁片・ 輔羽
口 片等、 製鉄 あるいは鍛冶の操業に関連す る遺物を伴ってお り 、 この段階にお ける当地点の利用状況
の一 端を示唆す るが、 調査範囲は極 めて限定的であ り 、 全 体像・ 細部ともに現時点では不 明と言 わざ
るを得ない。 本遺跡の立地す る丘陵には中世後期の城館として利用された痕 跡が広 く認めら れるこ と
から 、 本段階の帰属年代 としては中世後期を想 定してお きたい。

上記 の遺構群の廃絶 後に位置づ け 表 6 TD9-T4 • T5 区 土層対応表
ら れるのが次段階の堆積層で、 再 び
自然堆 積による埋没 が進んだ状 況が
観察される。 その過程で、 先述 の通
り 新期堀跡の東側では地滑 り による
土砂 の流 出が生 じ てお り 、 斜 面 下 方
の現況地形にもその痕 跡が看 取 され
る。 右表ではこ の地滑 り の前後で層
群を区分した。 地滑 り 以降は締 ま り
を欠 いた土層が現表土に連続して堆
積してお り 、 新期堀跡の西側では平
坦面 を山側に若干 拡張す る新しい再
整地（耕 作等に伴うか） の痕 跡 も
観察されている（断面 Bl-B2 : l a ~ 
26 層下面 ）。
〔放射性炭素年代測定〕

断面 Al-A2 A3-A4 B1-B3 C l-C2 
1 1 l a  < P l ぐ

2 lb  
3 2a { � 6 
4 2b 
5 
6 

2 7 3 2 ¢ 
3 4 3 < 

(5) 4 < 

層名 6 (5) 
7 
8 ぐf} 7 

8 9 ¢ f} 8 
， ， 

4 1 0 1 0 1 1  
5 1 1  1 1  12 
6 1 2  1 3  

1 3  1 4  
1 4  ( 1 5) 
1 5  

※ ⇔ 連続す る 同 一 の層

D 1-D2 
⇒ l 

c} 2 
c} 3 
c} 4 

(5) 

層群の性格 ・ 所見等

現表土～地滑 り 面

地滑 り 以前の 自 然堆積層
～新期堀跡 ・・ 不明遺構埋土

古期堀埋戻 し人為層
（平場造成か）

古期堀跡埋土

新期堀跡の底 面 直 上（断面 D1-
D2 : 4 層最下部／試料NO.1)、 焼粘土 に二 かわ ら け片 ・ 炭化物が比較的集 中 す る 恩

塊 集中と現地性焼 土を伴う土坑の焼土層直 上面 （断面 B l-B3 : 5 層直 上／試料NO.2) 、 竪穴状 性格不
明遺構の底 面 直 上（断面 Bl-B3 : 6 層下 面 ／試料NO.3) 、 以上3 点の炭化物を採 取 し年代 測 定を実施
した。 いずれも古期堀跡を覆う整地造 成面 段階に位置づけら れる遺構に伴う試料である。 測 定による
14C年代 ( o 13C 補正あ り ） は、 NO . 1 が360 土 20yrBP 、 NO.2 が20 士 20yrBP 、 N0.3 が3 10 土 20 との
結 果を得ている。 上に想 定した当地点の変遷過程に調和する結 果と評価 できる。 年代 測 定の詳細は第
w章を参照 されたい。

（村上）
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〔断面 Al-A2)
I. 断面 A3-A4 の 1 陪 に同 じ
2. !OYR5/4-4/6 にぶい黄褐 ー 褐色 砂質シル ト 粘性やや弱 締 ま り 中

IOYR5/6 黄褐色砂買シル ト プ ロ ッ ク （地山砂形由来） 微． 礫 （径 5-30 皿） 少
租砂 ・ 細砂全体に含む．

IOYR4/3-4/4 にぶい黄褐 ー 褐色 シル ト 粘性中 締ま り 中 礫 （径 5-20 血） 微
粗～細砂全体に微址含みやや砂灯帯ぴる．
IOYR4/3-3/3 にぷい黄褐 ー 暗褐色 シル ト ． 粘性やや弛． 締 ま り 中
礫 （径 5- 1 5 mm) 極微 木炭細片 （径 5-10 mm) 極微 （上下位約 に比 して木炭混入目 立つ）
IOYR4/4 褐色 シル ト ． 粘性やや強 締ま り 中 ．

IOYR4/4-4/6 褐色 砂臼シル ト ． 粘性中． 締ま り 中 ． 地山 7 • 8 屈 由来の砂やや多
7. 5YR5/8 明褐色 砂． 粘性弱 締ま り やや密
堀埋土と の税界部は酸化に よ り 赤味帯びる ．

7. 5YR4/4-4/6 褐色 粗砂． 粘性弱 ． 締ま り 密 ． 礫 （径 2-5 mm) 多
酸化に よ り 全体に赤味強
!OYR7/3-7/4 にぷい黄橙色 粘土． 粘性やや強 締ま り 密 凝灰岩の風化陪か
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［断面 A3-A4〕
I. IOYR3/2-3/3 馬褐 ー 暗褐色 シル ト ． 粘性中． 締 ま り 弱 腐植多 森林腐植土府 ． 下部はやや明 る < IOYR4/3- 4/4 にぶい黄褐 ー 褐色
2. IOYR1/4 褐色 砂質シル ト 粘性やや弱． 締ま り 中． 礫 （径 5-!0 mm) 極微
3. IOYR4/3 にぷい黄褐色 砂竹シル ト ． 粘性やや弱 締ま り やや疎 礫 （径 5-10 mm) 極微． 2 に似 る がやや暗い
4. IOYR1/3-4/4 にぶい黄褐 ー 褐色 砂質シル ト ． 粘性やや弱 締ま り 中. I OYR7 / 4-6/6 にぷい黄橙 ー 明黄褐色粘土プ ロ ッ ク （径 5- ! 0 mm) 極微

礫 （径 5-20 mm) 微 ．

IOYR4/4-4/6 褐色 砂灯シル ト 粘性中 締ま り 中 IOYR7/4-6/6 にぶい黄橙 ー 明黄渇色粘土 （径 s-10 mm) I巫微． 礫 （径 5-20 mm) 微
炭粒 （径 5-10 mm) 極微． 7 に似る が炭やや多 く 暗い

5' . 5 倍に 似 る がやや黄味帯ぴる ． 6 恩 に も 似 る ．

6. IOYR4/6 褐色 砂 粘性やや弱 締ま り 中
' 7. I OYR4/6 褐色 砂 ． 粘性やや弱 締ま り 中 礫 （径 5-30 rum) 少 （ 目 立つ）

8. IOYR4/3 にぷい黄褐色シル ト · IOYR7/4 にぶい黄橙色粘土 ・ IOYRS/6 黄褐色粘士の混プロ ッ ク 庖 ． 各プロ ッ ク 径 10-30 mm 粘性やや強． 締ま り 密
9. 8 に よ く 似 る が 、 IOYR4/3 にぶい黄褐色 シル ト の比が高 く やや暗い
10. IOYR4/2-4/3 灰黄褐 ー にぷい黄褐色 粘土質シル ト ． 粘性やや強 締ま り やや密． 炭粒 （径 5-10 mm) 微 （ 目 立つ）． かわ ら け細片がやや多い屈
I I .  IOYRS/6 黄褐色 砂． 粘性弱 ． 締ま り やや密 礫 （ 径 5-50 皿 ） 少 か わ ら け 片極微砧含む．
12. !OYRヽ1/3-3/3 にぶい黄褐 ー 暗褐色 粘土質シル ト ． 粘性やや強 締ま り やや密 黄褐色粘士プロ ッ ク 少． 上下位的に比して黒味強い
13. !OYR1/3-3/3 にぶい黄褐 ー 暗褐色 粘土ぽシル ト ． 粘性やや強 締ま り 密 黄褐色粘土プ ロ ッ ク （径 20-30 皿） やや多 ． 上下位陪に比して黙味強い
14. IOYR4/•!-4/6 褐色 砂質シル ト ． 粘性やや弱 ． 締ま り 密 礫 （径 5 mm) 少
15. !OYRS/6-4/6 黄褐 ー 褐色 シル ト ． 粘性中． 締ま り やや密 ． !OYR4/1 褐色シル ト プ ロ ッ ク 極微
(16) . 7 .  5YR4/•1-3/4 褐 ー 暗褐色 シル ト ． 粘性中 ． 締ま り やや密 ． 整地前の旧表士か． 全体に黄味楷びる 地山相当
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（断面 BI-B2-B3〕
la. 断ilii Cl-C2 の 1 層に同 じ
lb. IOYR4/3-4/4 にぶい黄褐 — 褐色 シル ト ． 粘性中． 締 ま り やや疎． 現表土府下部
2a. I祈面 CI-C2 の 6 庖に 同 じ （同 2 陪 に類似）．
2b. !OYR6/6 明黄褐色 シル ト ． 粘性やや強． 締ま り やや疎． 地山土再堆積 （崩落） 屈
3. !OYR4/3-3/4 にぶい黄褐 ー 9旧褐色 シル ト ． 粘性中． 締ま り 中． 全体に地山砂含み砂竹帯びる ． 鉄滓 (?) ． 炉壁状の粘土塊多 く 出土
4. !OYR4/3-3/4 にぶい黄褐 _ ,庁褐色 シル ト ． 粘性やや強． 締ま り 中． 地山淡黄色粘土プ ロ ッ ク やや多
5. 5YRヽ1/4-3/6 にぷい赤褐 ー 暗赤褐色 粘土竹シル ト （焼土）． 粘性やや強． 締 ま り 密 ． 上面硬化顕著． 赤変深度 8 cm前後． 鍛冶炉か
6. !OYR3/3 暗褐色砂釘シル ト • IOYR,1/3 にぶい黄褐色粘土灯シル ト • IOYR4/6 褐色砂の混土層 粘性中． 締ま り 中． 焼土プ ロ ッ ク ・ 板状焼粘土片多 く 含む 人あ府
7. !OYR4/3-3/4 にぶい黄1& - 9『褐色 シル ト 粘性中． 締ま り 中
8. 断面 Cl-C2 の 7 屈 に同 じ．
9. 断面 CI-C2 の 8 屈に同 じ ． 人あ屈
10. IOYRJ/4 I音褐色 砂灯シル ト ． 粘性中 ． 締ま り 中． 小礫 （径 5-10 mm) 極微． かわらけ小片含む
I 1 .  !OYRS/4-4/4 にぶい黄掲 ー 褐色 砂竹シル ト ． 粘性中． 締ま り 中． 地山砂多 く 含む
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（断面 C!-C2〕
I. IOYR3/2-3/3 黒粕 ー 暗褐色 シル ト ． 粘性やや強 締ま り やや疎． 上半部に黄褐色粘土が被殺する部分見られる ． 現表土庖
2. IOYR4/3-4/4 にぶい貨Ill ー 褐色 砂質シル ト ． 粘性中 締ま り 中 ． 9J礫 （径 5-10 ..) 微
3. IOYRS/3-4/3 にぷい黄Ill 砂灯シル ト ． 粘性中 ． 締ま り 中 ． ヽlヽ礫 （径5-10..) 1昼微． 2 府 に よ く 似る がやや暗い (12 · 13 層の

再堆積土を含むため） ．

IOYR3/3 暗出色 砂!'lシル ト ． 粘性やや弱 ． 締ま り 中 ． 礫 （径 5-20ー） 少． 全体に砂多 く 含む． 酸化集積部み られる
断面 Dl-D2 で炉跡 （ ？ ） の直上を覆 う 土屈 鉄滓 ． 炉壁状焼粘土塊を多祉に含む．

I OYRS/2-4/3 灰貨褐 ー にぶい黄児色 砂質シル ト ． 粘性中 ． 締ま り 中 ． 地山砂含み砂門強い
酸化斑 目 立つ も のの行味があ る （ グ ラ イ 化 ？ ） ．

I OYR◄/3-4/ 4 にぷい黄Ill — 褐色 シル ト ． 粘性中． 締 ま り 中 ． 木な恨やや多． 2 屈に似る
lOYRS/3-5/4 にぷい貨粘色 シル ト ． 粘性中． 締ま り やや密 8 層の崩溶土含む．

I OYRS/6-5/8 貨褐色 シル ト ． 粘性中 ． 締ま り やや密． IOYRB/4 浅黄橙色疑灰礫 （径 1 0 - 30 一） 多仕に含む
竪堀掘削土を盛 り 上げ た も の か．

IOYR4/3 にぶい黄褐色 シル ト ． 粘性中 ． 締ま り 密． 地山砂礫 ・ 粘土塊を全体に含む混合土恩
竪堀掘削土を盛 り 上げたものか．

10. IOYRS/4-5/6 にぶい黄褐 — 黄褐色 粘土プロ ッ ク 屈 粘性やや強． 締ま り やや密
1 1 .  IOYR4/3 にぶい黄褐色 シル ト ． 粘性中 締ま り やや密 ． 礫 （径 5-!0 mm) Iii微
12. IOYR3/•l 暗褐色 粘土!'lシル ト ． 粘性やや強 締ま り やや密 ． 礫 （径 5-10 ..） 極微 I I 恩 よ り 馬味強い。

13.  l l li'Jに同 じ
13b. 1 2 府 に 同 じ
14. IOYR4/6 褐 色 砂質シル ト ． 粘性中 ． 締ま り 中 ． 全体に地山砂多 く 含む
(15) . I OYRS/6 黄褐色 砂． 粘性弱 締ま り 中 ．

(16). I OYRS/4 にぶい黄出色 粗砂． 粘性弱 締ま り 密 ． 風化花廣岩庖か

※ 2-5 ： 竪堀埋土． 8-9 : 土塁状盛 り 土 ． 10-14 (15?) c 12 世紀 ？ 堀埋土

cz,
 46. Om 

（
未
掘

45. Om 

44. Om 

( l  :_60) 3m 

46.  Om 46. Om 

45. Om 

湮
囲
図
(

3

)

 

44. Om 

D
� 

＾ 
百 0二 ， ヽ 了‘ -̀

D2 
2

・
＼ 太 -----,___ '

. - - ．  

t ミ｀ 令
ツ 、

屯 月 呆
年代測定試科 NO. I - ＿ ；示＝二了--て--て・ 掘-

45. Om 

44. Om 

43. Om 

〔llfrilii DI-D2〕
I. llfrilii CI-C2 の 1 恩 に同 じ
2. llfiilii CI-C2 の 2 /ill に 同 じ
3 .  断面 CI-C2 の 3 層に同 じ
4. llfiilii CI-C2 の 4 屈 に同 じ
5. 7. 5GY3/I lff様灰色 這元 ウ 硬化部． 粘性無． ガ ッ チ リ と 硬化

(! : _60) 3m 



(2 ) 出 土遺物

0第 9 次調査出 土遺物の概要 （第 36 図 ）
第9次調査 ではかわらけ5, 860. 9 g 、 国産陶器類885. 5 g が出士 し ている。 各調査 区ご との出土量

は下表のとお りである。
各調査区からは12世紀代 のかわらけ等が少量出土している。 T D8-T 2 に隣接した、 丘陵の中央から

よ り西側にあたる位置 に設定した T D9-T l では12世紀代 の遺物の出土が少ない。 一 方でこれまでの調
査 でも遺物の出土量の多い丘陵東側に設定したT D9-T2 • T3 及び T D9-T4 • T 5 からはかわらけ類を中心
に一 定量の出士が確認できる。 これらの多くは調査区より上部からの流入に伴うと判断でき、 これま
での調査 と同様 に丘陵東側 からの出土が多い傾向 が、第9次調査区での遺物 の様相からも補強 できる。

なお 、 医 化 していない資料中でも、 12世紀代以前の11世紀代 などの古 代の土器 と判断できる明確
な特徴を持つ資料は確認できなかった。 また、 国産陶器類も一 定量出土している。 上層や表土には近

世の陶器などが含まれるが、 中世後期と判断できる資料は含まれていない。 T D9-T2 • T 3 の表土など
からは羽 口 とみられる破片や鉄滓 なども少量 ながら出土している。 また、 T D9-T 4 • T5 からは羽 口 や
鉄滓が一 定量出土 し ている。

表 7 第 9 次調査出 土遺物

かわらけ (g) 国 産陶器類 (g) 輸入陶磁器類 (g) その他
T l  466.8 131. 8 石等

T 2 · T 3 3, 202.6 620. 9 羽 ロ ・ 壁 土 等
T 4 · T 5 2 ,  191. 5 132.8 羽 ロ ・ 壁 土等

合 計 5, 860. 9 885. 5 

0 1 ト レ ン チ (TD9-T1) 出 土遺物
国 産陶器類4 点を図示している(126 ~ 129)。 常滑産及び渥美 産の甕類の体部片である。 小片のた

め、 器形の復元 はできない。
こ のほか、 図示できていないが、 ロ ク ロ 及び手づくねのかわらけが出土しているもののいず れも細

片 で、 出土量は極 めて少な い。

0 2 · 3 ト レ ン チ (TD9-T2 · T3) 出 土遺物
国産陶器類16 点を図示している (130 ~ 145)。 いず れも表土等からの出土である。 このうち、 143

は7S D1 堀跡の検出面 から出土している。 須恵器系 陶器で甕類の体部片 である。 また、 145 は7SD1 堀
跡の埋土上層からの出土 である。 水沼 産の可能性もあるが産地は不 明で、 甕類の体部片である。

こ のほか、 図示できていないがロ ク ロ 及び手づくねのかわらけ片が出土している。 いず れも小片の
ため図示 できていないが、 破片 数としては比較的 まとまった出土量がある。

0 4 · 5 ト レ ン チ (TD9-T4 · T5) 
遺構外出 土遺物
国産陶器類 3 点 ( 146 ~ 148) のほか、 羽 口1 点を図示している。 国 産陶器類は常滑産の甕類及び

渥美 産の甕類である。 149 は底面付近から出土した羽 口 である。 径 が12cmほどの大型 の形状で、 周
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第 36 図 第9 次謂査 出 土 土器類実測図 ( 1 )
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囲に鉄滓が釉着している。
このほか、 図示 できていないがロ ク ロ 及び手づくね のかわら け片が出土している。 いずれも小片の

た め図示 できていないが、 破片数としては比較的まとまった 出土量がある。

（櫻井）
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第 37 図 調査区位置図 ( 3 )
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第5節 第 10 次調査の遺構 と 遺物

( 1 )各ト レ ンチの 調 査成 果

0 1 ト レ ン チ (TD1 0-T1) （ 図 37 ~ 40) 
〔調査地点〕 X=-111, 385 · Y=29, 470 付近に位置 する。 高館の頂 部から南方 に下る丘陵斜面 の中位（標
高 38 ~ 41 m付近） に立地 し 、 東側は北上川の侵食 による急崖 に接する。 斜面 下 方 で柳之御所遺跡堀
外部地区に隣接する地点である。 調査範囲の北西端部が昭和 40 年代 の造 成による小規模な平坦面 に
掛かるほかは、 全体にやや急な斜面 地となっている。 なお今次調査区 は平成 5年に平泉町教育委員会
が実施した高館跡第 3次調査地点 (2トレ ンチ ・ 3トレ ンチ ） に一 部重複している。
〔基本土層〕 地山は黄褐色粘土層とその上位の凝灰礫を含 む砂質土層によって構成される。 後者の一

部は古い崖錐性堆積層とみられる。 これらを被覆する暗褐色土層が古表土で、 遺構埋土の主体土とな
る。 この上位は現表土で、 一 部に後世の崩 落層及び 客土層を挟む。
〔調査方法〕 まず、 傾斜 方 向 に対 して平行 ・ 直 交 するT 字状のト レ ンチ を設定し、 当該地点にお ける
層序 の把握 と遺構の平面 検出を行った。 その後、 必 要に応じて部分拡張及び サブトレ ンチ の追加 を行
い、 全 体の平面 図作成と要所の断面 記録 (A l-A2 · B l-B2-B3 • Cl-C2 • Dl-D2) を行った。 なお 、 検出
し た遺構はその保全を優先し、 内 部の掘削 は最小限に止 め た。 このため 個 々 の詳細や相互 の先 後関係
等については未確認となった部分も少なくない。
〔検出遺構〕 検出遺構は、 溝跡1 条 、 平場遺構（竪穴建物跡か） 複数、 焼 土土坑4 基 、 土坑2 基 、 小
ピ ット9個 である。
〈YG24SD4 溝跡〉 高館跡第 3次調査にお いて当地点へ の延 長 が確認されていた YG24SD4 である。 概ね
斜 面 方 向 に沿って南北方 向 に走行する、 長 さ14. 5 mの帯状範囲として検出した。 当区 中央を縦断し、
両端はいずれも区 外に延伸する。 確認面 にお ける最大幅 は300 cm 、北端部の残存深度ば 190 cm である。
断面 形は幅狭の底 面 と急斜度の壁 面 からなるV 字状を呈し、 白色 の凝灰粒 を含 む自然堆 積の褐色土に
よって埋没 し ている（断面 D l- D2 : 3 ~ 5 層） 。 重複関係及び 埋土の様相 から、 後掲のいずれの遺構
よりも新し いと判断される。 平泉町教委 の報文にお いても本溝跡が柳之御所遺跡堀 外部地区 の区 画溝
のうち最も新段階に位置づけられてお り、 今次調査で確認した他の12 世紀遺構との相 対的な先 後関
係と調和するが、 本溝跡が構築・ 機能した実年代 についてはなお 検討の余 地を残している。
〈 1 0SX1 平場遺構〉 斜 面 上方 を切 り崩 して構築された平坦面 である。 同一 標高上に展開 する、 長 さ
14 . 5 m ・ 幅 4 . 0 mほどの帯状範囲として検出し、 サブト レンチ による部分精査を行った。

調査区 西端の断面 A l -A2 では、 竪穴建物跡の床面 に類似する底面 （新旧 2 面 ） と、 斜面 上方 側で立
ち上がる壁 面 を確認 し た。 壁 面 から25 ~ 30 cm ほど内 側には、 壁 に平行する小溝（壁溝） を伴 う。

新期床 面 は全 体に硬 化が顕著で、 部分的に地山粘 土 (11 層土） による貼床 が施されている。 木炭
小片を多量に含 む暗褐色土層( 5 層） がこれを被覆し、 完形 かわらけを含 む出土遺物は本層に集 中す
る。 同面 の遺物分布は、 当初斜面 下 方 側（南 側） に連続した広がりを持つように思 われたが、 斜面下
方 側の遺物分布面 は上方 側に比 し てわずかに低く、 遺物の取上げ後さらに下位からより古期の床 面 と
濃密 な遺物分布面 が検出されたことから、 新旧が重複し ていることが判 明した。

古期床 面 は、 斜面 上方 側では地山白色粘土層(11 層） 、 斜面 下 方 側では 8 層士面 を削 り出して構築
されている。 同面 の出土遺物は陶器の大形破片を主体とし、 かわらけ主体の新期床 面 とは様相を異に
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する。 なお 、 古期床 面 は斜面 上方 側（新期床 面 下位）に さ ら に延伸 するとみら れるが、 新期床 面 と後
掲の焼土遺構を温存するため 、 追跡は行わなかった。

調査区中 央付近の断面 B2-B3 に お いても、同様 の床 面 と壁 面 が確認さ れた。 斜面 上方 は 地山土層(15
層）の削 り出し、 下 方 は 12 層上面 に 15 層由 来 の白色粘土を部分的に貼 って床面 が構築さ れている。
この貼床 状白 色粘土の広がりに は 、 一 部溝 状に 落ち込 む箇 所が認め ら れた。 壁溝と直交 方 向 に延び、
白 色粘土の薄層が上から 沈 み込んだ状況が観察 さ れることから 、 倒壊 時の柱材 （壁材）または床面 上
の根 太など、 内部の構築材に 関する痕 跡の可能性が考えら れる。 また、 この下位 から は よ り古期の床
面 (12 層下面 ） が検出 さ れ、 断面 A l-A2 と同 様 、 新旧重複した状態 であ るこ とが確認さ れた。 古期
床 面 を覆う12 層から は略完形 のかわら け等が出土している。

断面 Cl-C2 でも同様の壁 面 ・床 面 が観察 さ れる。 床 面 は斜 面 上方 側で地山粘土層 (10 層）、 下方 側
で地山砂礫 層 (9 層） を水平に 削 り出したもので、 部分的に 10 層土プ ロ ッ ク に よ る貼床 土 ( 6 層）
が観察 さ れる。 こ の地点では床 面 の重複は みら れないが、 4 層が壁 際 で先 行埋土 ( 5 層）を深く切 っ
てお り、 4 層下面 段階に堆積過程の断絶 が想 定できる。 ただし4 層下面 に硬 化や貼床は 確認できない。
また壁直下に 明瞭 な小溝 （壁溝 ）も検出 さ れなかった。

以 上のよ うに 、 標高39. 4 m前後に若干のレベル差 をもった床 面 が重複して観察 さ れるこ とに 加え、
壁 上端プ ラ ンに やや角張った突 出部が認め ら れることなどから 、 竪穴建物に類似した長 方形プラ ンを
有 する遺構が複数重複した状態 となっている可能性が高い。 ただし当地点の傾斜を考えれば、 斜面 下
方 側に 「 竪穴 」． の壁 面 を想 定するこ とは難 しい。 柳之御所遺跡第 24次調査 「第1 区画地区」の「段
切 り状遺構」 を小規模に したものが想起 さ れる。 精査した部分が限ら れたため 不明点が多く残るが、
しつ かりと硬 化し平坦に 整えら れた床 面 や、 壁 面 直下に 連続する壁溝 を見 る限り、 上屋を有 する構
造 物であ る可能性を考慮 に 入れるべ きであ ろう。 後掲の焼 土士坑（炉 跡か）を本遺構の付属 施設とみ
なせば、 何 ら かの生産施設（工房）等の性格が想 定さ れよ う。 断面 Dl- D2 に も明ら かなよ うに 、 先 掲
溝 跡 YG24S D4 は本遺構の埋土を断ち切 ってお り、 埋土性状の相違も勘案すれば、 本遺構の廃絶 時期は
YG24S D4 の構築以前に求 め ら れる。
〈焼土土坑〉 4 基は いず れも先 掲平場遺構のプラ ン内で確認したものであ る (10SX2 ~ 10SX5)。 内部
の精査は 行っていない。 平面 形 は径 60 cm前後の円 ～楕 円 形 を呈 し、 壁 内面 の被熱 部がプ ラ ン外周 に
沿って環 状に 観察 さ れる。 土坑内の埋士は径 10 呻前後の木炭細片が目 立つ暗褐色土で、 平場遺構の
床 面 直 上層から 連続して堆積したものとみら れる。 調査区西縁付近の10SX4 は断面 A l-A2 の新期床面
( 5 層下面 ） を構築面 としてお り、 土坑 の輪郭 か ら 瘤 状に 張り出した強変被熱部が観察 さ れる。 また、
セク シ ョ ンポイント B2 の北側160 cm付近の断面 で確認さ れた10SX5 は 、 西側に近接する2 基 (10SX3 • 
10SX4) と共 に B2-B3 : 5 層下面 が構築面 となっている。 断面 B2-B3 で新期床 面 とした9 層下面 よ り
もさ ら に 上位 の面 であ り、 この地点に お いては よ り新期の床 面 が存在 したことを示唆している。 柳之
御所還跡第 24次調査「第 1 区画地区」の「段切 り状遺構」A 面 及びB 面 では 、 同様 の焼 土土坑 が複
数確認さ れてお り、 平坦面 の外縁から 2m内外の床面 上に まとまって分布 するなどの類似点も指摘で
きる。
〈 土坑 ・ 小 ピ ッ ト 〉 高館跡第 3次調査 3トレンチ と重複し地山面 が広く表 れた範囲（調査区東半 部）
で検出したものであ る。 いず れも断面 D l- D2 : 8 層土に相 当する暗褐色 土を埋土とするものであ り、

断面 Cl-C2 に 見る通り、 l OSKl は 平場遺構の床 面 に切 ら れている。 平場遺構の埋土をのこ した中央部
～西半部では 、 下位に 同様のヒ゜ ット類が分布 しているものと推 測 さ れる。 埋土の性状から 平場遺構と
同時あ るいは よ り古い段階に 位置づけら れるものと考えら れる。

（村上）
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〔Tl 区 断面 Al-A2) (IA Tl-I) 
0.  根撓乱
la. 近現代造成盛士プ ロ ッ ク /\'l . 地山士プ ロ ッ ク 大北． 粘性中． 締ま り やや密 ． 現況平坦i1ii造成時の も の
lb. 10\＇ R3/3 9音褐色 シル ト ． 粘性中． 締 ま り やや疎． な木根やや多 下部ほ ど 明 る い． 2a と の約界漸移的． 盛 り 土直前の表土屈
2a. IOYR4/3 にぶい黄褐色 砂竹シル ト ． 粘性中． 締ま り やや疎
2b. IOYR4/3 にぶい黄褐色 シル ト ． 粘性中 ． 締ま り やや密 ． 2a Ill土主体の根攪乱か 9 庖士プロ ッ ク 微 凝灰礫 （径 5-10 mm) 微
3. IOYR4/3-3/4 にぶい焚褐 ー 暗褐 色 シル ト 粘性やや強 締ま り やや密 ． 9 倍土プロ ッ ク （径 5-1 0 ..1 微 炭細片 （径 5-1 0 皿） 微 （角 張 っ た大 き めの も の主体）

炭混入に よ り 全体に黒味
4. IOYR4/4 褐色 砂質シル ト ． 粘性中． 締ま り やや密． 9 倍土プロ ッ ク （径 10-50 mm) やや多 ． 8 屈土プロ ッ ク （径 10-50 mm) 微． 炭細片 （径 5-IO mm) 極微

9 陪士プロ ッ ク は斜i1ii上方、 8 陪土 プ ロ ッ ク は斜而下方に多く 、 いずれも大径の も の 目 立つ． 9 附 土プロ ッ ク の混入に よ り 肘全体が明るい．
5. IOYR4/3-3/4 にぷい故褐 ー 暗褐色 粘土竹シル ト ． 粘性やや強 締ま り 中 ． 9 約土プロ ッ ク （径 5-10 mm) 微． 炭細片 （径 5-20 mm) やや多

かわらけ等遺物集中す る ． 炭 最 も 多 く 黒味弥い屈 ． 新期床面を直に被覆
IOYR4/3-3/4 にぷい黄褐 ー 『音褐色 粘土買シル ト ． 粘性中 ． 締ま り 密 ． 9 Jlil土プロ ッ ク （径 5-10 mm) 少 ． 炭細片 （径 5 mm) 極微． 墜際小溝～壁面を埋める土粕
IOYR4/4 褐色 シル ト ． 粘性やや強 締ま り やや密． 混入物 ほ と ん ど含まないプレー ンな土庖 古期床而及び同而に分布する幽器片詳を被殴する
7 5\’R4/3 褐 色 粘土釘シル ト 粘性やや強． 締ま り やや密 ． 炭粒 （径 2 mm) 極微 全体にわずかに赤み術ぴる ．

(9). IOYR4/4 褐色 シル ト ． 粘性やや弱 ． 締ま り 密 ． 凝灰礫 （ 白 色 ・ 淡黄色 ． 径 5- 15 四） 微． 10 恥に比 し て やや暗い
(10) . 7. 5Yl/5/6 明褐色 砂灯シル ト ． 粘性弱 ． 締ま り 密 凝灰礫 （ 白 色 ・ 淡策色 ． 径 10-30 mm) 多
( 1 1 ) .  7. 5YR5/4-IOYR6/6 にぶい褐色 ー 明黄褐色 粘土． 粘性やや強 締ま り 密

※8 附 ． 迫構埋士の主体土 ． 12 世紀 （迫構構築時） の表土培か
※9-1 1 庖 ： 地lu構成庖
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溝跡 (YG24SD4) 墜
( I : _50) 2m 

〔Tl 区 l析面 8 1-B2-B3) （旧 TI-2)
la. IOYR3/3 暗褐色 シル ト ． 粘性やや強． 締ま り やや疎． 1針恨多 く 乾燥 しやすい． 現表土．
lb. 「科館跡第 3 次潤査 2 ト レ ンチ」 の埋め戻し土．
2. IOYR3/4 暗褐色 シル ト 粘性中． 締ま り 中． 小礫 （径 5 mm) 極微． 旧耕作士か
3a. IO\'R4/3-4/4 にぶい黄祀 ー 褐 色 砂竹シル ト ． 粘性やや弱 締ま り やや密． 白 色凝灰粒 （径 2-5 mm) 少 （全体に 目 立つ ） ． 砂質帯び全体に乾燥しやすい
3b. IO\'R4/4 褐色 砂質シル ト ． 粘性弱． 締ま り 密． 白 色凝灰小礫 （径 2-30四） やや多 3a 附に似るが礫i)り入多 く やや明 るい
4. IOYR4/4 褐色 砂牧シル ト ． 粘性やや弱． 締ま り やや密． 凝灰礫 （径 5-•!0 mm) やや多． 3b A'iに比 して大径礫の割合多い

15 倍 土 プ ロ ッ ク を少祉含み全体に黄味常びる．
5. IOYR3/4 暗褐色 粘土質シル ト ． 粘性中． 締ま り 密． 凝灰粒 （径 2-5 mm) 極微． 炭粒 (5-!0 mm) 微． 炭は小 ピ ッ ト 状の落ち込みに特に集中。

6. 5YR4/6-3/6 赤褐 ー 暗赤褐色 シル ト ． 焼士． 粘性中． 締ま り 密． 下位庖 (7 · B) の被熟赤変部．
7. IOYR4/4 褐色 砂竹シル ト ． 粘性中． 締ま り 密． 黄褐色粘土プロ ッ ク (15 層 由 来） やや多． 全体に黄味強
8. IOYR4/4 褐 色 砂竹シル ト ． 粘性やや弱． 締ま り 密 ． 凝灰礫 （径 2-10..） 微
9. IOYR4/3 にぶい黄褐色 砂質シル ト 粘性中 ． 締ま り 密 凝灰礫 （径 2-10 mm) 極微． 8 に比 して暗い
10. IOYR4/4 褐 色 砂牲シル ト ． 粘性中 締ま り やや密 凝灰礫 （径 2-10 mm) 極微．
I I .  IOYIM/4 褐 色 砂箕シル ト ． 粘性やや弱． 締ま り やや密 凝灰礫 （径 I 0-•10 mm) 大祉． 投褐色粘土プ ロ ッ ク 微
1 2 .  7 .  5YIM/4-3/4 褐 ー 暗褐色 粘土質シル ト ． 粘性中． 締ま り やや磁
(13) .  7. 5YR3/3-3/4 暗褐色 シル ト ． 粘性やや強 締ま り やや密 小礫 （径 5-10 mm) 極微 (I Iヽ 肘 由 来 ・ 1 ヽI � と の凡1界付近に多い）
(14) .  7. 5YR4/4-IOYR-l/4 褐色 砂灯シル ト ． 粘性やや弱 ． 締ま り 密 凝灰礫礫 （円～亜円礫 ． 径 5-50 mm) 多絨 酸化鉄に よ り 全体に赤味
(15) .  IOYRヽ1/6 褐色 粘土． 粘性やや強． 締ま り やや密 ． 附上而から 下位約 30 cm で 白 色粘土 ( IOYR7/3 にぶい黄橙色） 肘 と な り 、 l�I に数枚の酸化鉄集fli面を挟む

第 39 図 第 1 0 次調査 1 ト レ ン チ 断面図 ( 1 )
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[Tl 区 断面 C\-C2〕 （旧北壁直交断面）
I. 01-02 の 1 陪
2. 01-02 の 6 附
3. 01-02 の 7 屈
4. IOYR4/4 褐色 シル ト ． 粘性中． 締ま り 密 1 0 約 由 来の粘土プ ロ ッ ク （径 5-20 rum) やや多． 墜側に向かって下る よ う に堆段する ． 凝灰礫 （径 5-10 血9) 極微

下面が新期迫構の床而の可能性。

IOYR</4 褐色 シル ト ． 粘性中． 締ま り 密 ． 1 0 陪 由 来の粘土プロ ッ ク （径 5-20 ..) 極微． 凝灰礫 （ 径 5 ..) 極微
1 0 恩土プロ ッ ク 庖 貼床状． 上面平坦に硬9ヒ． 粘性中 ． 締ま り 密
9 陪土プロ ッ ク 陪 粘性弱 ． 締ま り 密．
7. 5Yll4/4-3/4 褐 ー 暗褐色 シル ト 粘性やや強 締ま り やや密． D\-02 の 8 陪上によ く 似 る ． 平面で径 I m弱の円形プラ ンが認め られる こ と か ら、

平楊遺構に先行する 土坑の埋土 と み られ る
(9). Dl-D2 の 9 屈
(10). 0 1-02 の 1 0 庖

1
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( I :  50) 2m 

(Tl 区 断面 01-02) （旧北壁断面）
現表土及び根/J'l乱．

IOYR4/3 にぶい黄褐色 シル ト ． 粘性やや強 締ま り 中． 現表土の 下位附
IOYR4/4-4/6 褐色 砂灯シル ト ． 粘性やや弱． 締ま り やや密． 凝灰榛 （径5-!0 mm） 極微
IOYRS/4-4/4 にぶい黄褐 ー 褐色 砂買シル ト ． 粘性やや弱 締ま り やや密 凝灰礫 （径 5-30mm) 少 ． 3 • 5 防に比 して砂礫の混人多 く 乾き 品 い。

全体に 白 色粒 ―/• 目 立つ． B !-B2-B3 断面の 3, · 3b 倍 に よ く 似る ．

5. IOYR4/4-4/6 褐色 シル ト ． 粘性中 ． 締ま り 中． 凝灰礫 （ 径 5-! 0 mm) 微． 地山黄褐色粘土プロ ッ ク 微 （下部に多い ・ 墜崩落）
白 色粒子極微 (4 よ り ず つ と 少ない）．
IOYR4/6 褐 色 シル ト ． 粘性中． 締ま り 中 ． 凝灰礫 （径 5-!0mm) 極微． 全体に地山土含みやや黄味
7. 5YR4/HOYR4/4 褐 色 シル ト ． 粘性やや強 締ま り 中 ．

7. 5YR4/4-3/4 褐 ー 暗褐色 シル ト ． 粘性やや強． 締ま り やや密． 下部に凝灰礫 （5-!0mm) 極微 炭粒 （径 2 匹） 極々微
図左半 （墜fl\11) では凝灰礫 （径5-!0 mm) 微砧含み、 上位の 6 府に似る

(9) .  Bl-B2-B3 の 14 /B. 地山砂礫荊
(10) .  Bl-B2-B3 の 15 層 地山粘土庖

第 40 図 第 10 次調査 1 ト レ ン チ 断面図 ( 2)
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第 41 図 調 査区位置図 ( 4 )

0 2 ト レ ン チ (TD1 0-T2) （第 42 図 ）

( I , GOO) 20m 

〔 調 査 地 点 〕 X=-111, 261 • Y=24, 200 付 近 に位置 する。 高館丘陵全体 のうち、 西側に伸びる丘陵頂 部
に位置 する。 これまでの高館跡での調査位置 のうち、 もっとも西側に位置 する。 岩手大学によ る第1

次調査及び平泉町教育委員会による第4次調査の調査位置 から、 堀切状 の地形を挟んで更 に西側 へ と
伸 びる丘陵頂 部に設定した。

これまでの調査から高館跡の 丘陵頂部付近を堀に囲続された範囲として想 定していたが、 城館とし
ての利用範囲がよ り 広く広がることは地形観察からも認識 できる。 この調査区の位置 よ り さらに西側
はこの位置 を帯曲 輪状 の平坦面 に囲まれて丘陵頂 部に平坦面 が広がる。

遺物分布状況 なども含め て、 堀の囲饒範囲の検討材 料を得るため 、 諸条 件が整う中では西端付近に
あたる位置 に、 調査区を設定した。
〔基本土層〕 表士を除去した直下に、 い わゆ る地山 層にあたる黄褐色粘士層が確認でき、 検出面 と想
定して検出を行った。
〔調査方法〕 周囲には雑木 が多く繁茂 してお り 、 それらの雑木 間 で出来 うる限り 平面 的に検出を行い
うるよ う調査区を設定した。
〔検出 遺構〕 柱穴 26 個 、 溝1 条 のほか、 整地を確認した。
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〈 1 0SD1 溝跡、柱穴 、 1 0 整地〉 l OSDl 溝跡は幅 l m ほどで、 北方 向に延 びる溝跡である。 精査してお ら ず、
深さ等は不 明だが、 埋土 はしまりの弱 い黒色 土である。
柱穴は26 個 確認しているが、 いずれも径 10 ~ 20cm 程と規模が小さい。 調査区内ではこ れ ら の柱穴
が組 み合う状況は確認 できてお ら ず、 建物跡等の復元 はできない。 また、 埋士は黒色 で観察されるが、
締 まりや規模などから 12 世紀代 の遺構の可能性は低いとみら れる。

調査区の北側では地山ブ ロ ッ ク を多く含む黄 白 色士を主とする整地が確認できる。 土質 のしまり等
は弱 く、 上面 でも柱穴など遺構は確認でき ていない。 また、 整地層中から は遺物等は出士していない。

なお 、 調査区全体で遺物はほとんど出土していない。 表土から 12 世紀代 の可能性がある土器 の小
片が1 片出土したのみである。

（櫻井）

N

A
 

土二儡：61

七ー I I 1265 
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(qoo) 4m 

第 42 図 第 1 0 次調 査 2 ト レ ン チ 平 面 図
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0 3 ト レ ン チ (TD1 0-T3) （第 43 · 44 図 ）
〔調査地点 〕 X=-111 , 250 • Y=24 ,  250 付近、 義経堂 の北約30 mに位置 する。 義経堂 及び町水 道施設が
存する丘陵頂 部平坦面 の北縁部、北上） 1|に向かって下る急崖の頂 部付近（標高60 m前後）に立地する。
現況は山林 である。
〔基本土層〕 浅黄色 の粘土層とこ れに挟在する砂 層が地山を構成する。 トレンチ 周辺は広く後世の削
剥を受 けてお り、 地山の上位にプ ラ イ マ リ ー な自然堆 積層は 残存 し ない 。 トレンチ 内 では堆積層の上
部に大量の 河床礫 が混 入してお り、 下 部の土層と大き く様相を異に している。
〔鯛査方法〕 丘陵頂 部平坦面 の縁部に沿った位置 に堀の存在 を想 定し 、 これに直 交 する方 向に7. 7 X 
2. 0 m のトレンチ を設定した。 トレンチ 内部は地山 に到 達するまで完 掘した。
〔検出遺構〕 検出遺構は 、 堀跡 2 条 、 土坑1 基で ある。 こ のほ か後世の整地痕 跡が複数重複する状況
が観察されている。
〈 1 0SD2 堀跡〉 幅 の狭いトレンチ 内 で確認したものであり詳細は不 明だが、 周辺の現況地形等も勘案
すれば、 概ね同一 標高付近を東西方 向に走行すると推 測 される。 東側は義経堂 北縁の崖面 に接すると
こ ろで断ち 切 ら れる形となるが、 崖 面 の侵食 が進む以前はそのまま延伸し義経堂 の平坦面 の裾をめぐ
るよ うに走行してい たと考え るべ き であろう。 断面 A l-A2 では、 概ね逆台形の断面 形を呈 する新旧の
堀跡が切 り合った状態 で確認された。 12 ~ 17 層は 古段階の埋土である。 地山ブ ロ ッ ク を主体として
お り、 山側からの崩 落土または埋め戻 しによ る堆 積層と考え られる。 これを切 るのが l la · l lb 層の
新期堀跡埋土で、 最下部の l lb 層には粘 土・砂 の互 層から なる水 成堆積の様相が見ら れた。 帰属年代
としては12 世紀～ 中世後期が想 定されるが、 個別 の時期を特定する根 拠は得られなかった。
〈 1 0SK1 土坑〉 斜 面 上方 側のトレンチ 底 面 端 部で検出 し たものである。 上端・下端 の一 部を確認した
のみで全体形状は不 明で あるが、 径 l.5 mほ どの円 形を呈 すると推 測 される。 断面 A l-A2 : 7 層が本
遺構の埋土の一 部であり、 粘土と砂 の互 層から なる水 成堆積の様相を示している。 上掲の新期堀跡埋
土下 部 (llb 層） に類似した土層である。 また、 7 層の上位の6 a · 6b 層は本土坑を切 って設けら れ
た新たな掘り込 みで 、 大量の河床礫 が充填されていた。 この礫 充填 層はトレンチ の対向断面 まで連続
してお り、 土坑なのか堀跡に平行する溝 状を呈 するのかについては不 明となっている。 河床礫 を多量
に包 含するのは断面 A l-A2 の10 層以上に顕著な特徴であり、 こ れら の土層との対比から 、 相対 的に
は新期堀に後続する段階に位置づけら れよ う。
〈 整地痕跡等〉 上述 の通り、 断面 Al-A2 : 10 層以 上に は多量 の河床礫が含まれている。 同様の礫 を含
む自然堆積層は丘陵上部に は認めら れない ことから 、 北上）1|河床 等から人為 的に搬入されたものであ
る可能性が高い 。 他地点の様相等から中世後期以降のこ とと推 測 される。 その後は埋没 した堀跡に沿っ
て平坦面 を形成する造 成が繰 り返 し行われてお り ( 1 · 4 · 8 · 9 層の各下面 ）、 帯 状平坦面 と し て
現在もその痕跡をとどめている。

（村上）
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第 43 図 第 1 0 次調査 3 ト レ ンチ 平面図

(2)出 土遺物

0第 1 0 次調査出 土遺物の概要 （第 45 ~ 47 図 ）
第 10次調査では かわらけ4, 256.1 g 、 国産陶器類7, 990.7 g が出 土 し ている。 各調査区ご との出

土量は下表のとお り である。
各調査区からは 12 世紀代のかわらけが少量出土している。 丘陵の東側に設定したTDlO-Tl からは

かわらけや国産陶器類が多く出 土している。 特 に、 国産陶器類がまとまって出土 している点は 、 調査
区の位置 の機能を考える上 でも重要な成果である。 一 方 で、 TD10-T2 及 び TD10-T3 では 遺物の出 土 が
極 め て少ない。 特 に、 T D10-T2 は丘陵全 体の中央部付近に設定し てお り 、 今回 の一 連の調査で最も西
側に位置 する調査区にあたるが、 遺物の出 土が表土を含め ても僅 少である。 小片のため 時期の特 定は
難 し いがかわらけ片が1 片出 土しているのみである。
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〔T3 区 断ilii AJ-A2〕
I. IOYR2/2 謀褐色 シル ト ． 粘性やや強． 締 ま り やや疎． 草木根多． 礫 （径 20-40 mm) 微 現表土 （森林腐植土） 屈
2a. IOYR2/3-3/3 黒褐 ー 暗褐色 シル ト ． 粘性やや強． 締ま り 中． 1 に似る が1凶及入 らず全体にわずかに明 る い． 径 30 mm前後の円礫多祉
2b. JOYR2/3-3/3 凩褐 ー 暗褐色 シル ト ． 粘性やや強． 締ま り 中 ． 2a に よ く （以る ． 径 20-JSOmmの円 礫多位 (2a に比 し て径の大き い礫が主体）
3. JOYR3/3 暗褐色 シル ト ． 粘性中 ． 締ま り やや疎 円礫 （径 10-20 mm) 少 ．

Iヽ . JOYR4/3 にぶい黄褐色 粘土竹シル ト ． 粘性やや強 締ま り やや疎 5 屈土の崩落再堆禎プロ ッ ク を 多 く 含み、 全体黄味常びる。 拳大円礫 （径 100 mm) 微 (6 灼 由来か）
5. JOYRS/4 にぶい黄褐色 粘士1'tシル ト ． 粘性やや強． 締ま り やや疎． 地山粘土プロ ッ ク (20 層土 ・ 径 10-30 mm) 大址． 円 礫 （径 20-30 mm) 微
6a. IOYR4/2 灰拭褐色 礫屈 粘性弱 締ま り 疎 径 30 mm前後の円礫が充槙されている
6b. 6a 陪に よ く 似る 径の大きい円礫 (200..前後） が集中する部分
7. JOYR•J/J-3/J 褐灰 ー 黒褐色 粘土． 粘性強． 締ま り やや密． 下而に酸化 した砂の薄恩 ． I lb · 13 • 15 庖に似る
8. IOYR4/2-3/2 灰黄褐 ー 黒褐色 シル ト ． 粘性中． 締ま り やや密． 円礫 （径 JOO mm前後） 微． 炭粒 （径2-JO mm) 極微 （下部に集中）
9. JO\'R4/2-3/2 灰黄褐 — 黒褐色 シル ト ． 粘性中． 締ま り 中． 円礫 （径 100-150 mm) 大駄． 全1本に砂プロ ッ ク (19 /iii 由 来か） 少祉．
10. IOYR4/2-3/3 灰黄褐 ー 暗褐色 砂1'tシル ト ． 粘性中 締ま り 中 9 庖 に よ く 似るが砂質強く やや屈味． 混入礫は径 250-300 匹の大 き な も のが集中。

I la. IOYR4/2 灰黄褐色 砂竹シル ト ． 粘性やや強． 締ま り 密 円礫 （径 10-30 mm) 極微 全体に砂混入
I lb. IOYR4/I 褐灰色粘土と IOYRS/4 にぷい貨褐色砂の互恩 ． 粘性やや強． 締ま り 中
12. IOYRS/2-4/3 灰黄褐 ー にぶい黄褐色 砂1'tシル ト ． 粘性中． 締ま り 密． 全体に砂プロ ッ ク 多 （酸化に よ り 赤味）
13. IOYRS/2-4/1 灰黄褐 ー 褐灰色 粘土． 粘性やや強． 締ま り やや密．
14. IOYR4/2-4/3 灰黄褐 ー にぷい黄褐色 粘土灯シル ト ． 粘性中． 締ま り やや密． 地 山 プ ロ ッ ク (19 · 20 屈土 ・ 径 10-30 ..） 大祉 上方から流入 した様相
15. 13 庖 に 同 じ
1 6 .  IOYR6/4-5/4 にぷい黄橙 ー にぶい黄褐色 粗砂． 粘性やや弱 締ま り やや疎 地山粘土プロ ッ ク (20 恩土） 少
17. 2. 5Y6/3 にぶい黄色 粘土． 粘性やや強。 締ま り 中 ． 壁面 (20屈） からの流入土か。 下而が構築而、 上而が機能面か
18. IOYR3/2 馬褐色 シル ト ． 粘性中． 締ま り 中． 砂プロ ッ ク (19 恩土か ・ 径 10-20 mm) 少． 木恨 目 立つ． 下面不整に乱れる （木根に よ る楼乱の可能性）
(19) . IOYRS/6-4/6 黄褐 ー 褐色 砂． 粘性弱 締ま り やや密． 上位には再び20 府類（以粘土思が堆栢 している 地山情成粘土府に挟在する砂思
(20) . 2. 5Y7 /3-6/3 浅貨 ー にぶい黄色 粘士 粘性やや強 締 ま り やや密． 屈界及びク ラ ッ ク に酸化鉄集栢顕著

※3 府 ． TDIO-TJ 区にもみられる現表土の下位陪に対比。

_
1

 



なお 、 図化 し ていない資料中でも、 12 世紀代 以前の古代 の土器 と判断できる明確な特徴を持つ資
料は確認 できなかった。 また、 国産陶器類も一 定量出士 し ている。

表 8 第 1 0 次調査出 土遺物

かわらけ(g) 国産陶器類 (g) 輸入 陶磁器類 (g) その他
T l  4 ,  181 . 5 7, 930 . 4 近世陶器等
T 2  9 . 2 
T 3  65 . 4  60 .  3 近世陶器等

合 計 4,256. 1 7, 990 . 7 

0 3 ト レ ン チ (TD1 0-T3) 出 土遺物 （第 45 図 ）
国産陶器類が60. 3 g 出土 し ている。 こ のうち 3 点を図示 し た(159 ~ 161)。 いずれも常滑 産とみられ、

甕 も し くは片口 鉢類の体部片であ る。
こ のほか、 ロ ク ロ 及 び 手づくねのかわらけ片が出土 し ているが、 小片のため固示できてお らず、 出

土量 も極 めて少ない。

0 1 ト レ ンチ (TD1 0-T1) 出 土遺物 （第 45 図 ）
かわらけが 4, 181 . 5 g 、 国 産陶器類が7, 930 . 4 g 出土 し てお り、 そのうち、 かわらけ9 点と国産陶

器 37 点を図示 し た。
かわらけは多くは lOSXl の埋土及 び 底 面 付近から出土 し てい る (150 ~ 158)。 図示し た資料では、

150 は手づくねかわらけの大皿で口 径 1 4 . 8cmと比較的大型 の器形であ る。 151 ~ 153 は手づくねかわ
らけ大皿 で口径 は13cm前後以下 で、 152 は口径 11. 8cmと口径 が小さい器形であ る。 154 はロ ク ロ か
わらけの大皿 で、 器 高3 . 7cmであ る。 なお 、 旧 期の遺構出土とみられる資料には12 世紀中葉 などを
含むやや古相の特徴をもつ資料が多く含まれるように見受 けられたが、 今回 の調査区のうち下層まで
掘り下 げた位置 は極 めて限定的なため数量的な取 り上げ及 び 把握 ができていない。 ただ し 、 いずれの
調査位置 でも12 世紀前半までに遡る特徴を明確にもつ資料は得られていない。

国産陶器類は破片も大きく、 出土状況も lOSX l の底面 付近にまとまって出土 し ている。 こ れらの出
土状況は、 柳之御所遺跡堀外部地区の調査で確認された状況との類似 性が強 い傾向と把握 できる様相
が確認できた。 調査区及 び 精査面 積は限定的なため接合個 体が多くないが、 周辺まで調査を広げれば
接合個 体等がよ り増 え るこ とが推察でき、 残存 の状況からは器形を復元 できる資料が多いとみられる。
図示し た資料では渥美 産及 び 常滑産の甕類が多くを占 め る (162 ~ 198)。 口 縁部片なども含む。 押印
も縦線文のほか、 格子 文や装飾 性の強 い文様 (181 、 185 、 189) などもみられる。

なお 、 国 産陶器類が多く出土 し ている一 方 で、 輸入陶磁器類は調査区内では確認されていない。
（櫻井）
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第 45 図 第 10 次調査 出 土土器類実測図 ( 1 )
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第 47 図 第 10 次調査出 土土器類実測図 ( 3 )
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IV章 自 然科学分析

第1節 岩手県平泉町高館跡第7 次の 自 然科学分析調査

パ リ ノ ・ サー ヴェイ 株式会 社

(1) 試料

試料は、 第7次調査 2 ト レンチ の旧表土から 採 取された土壌試料1 点と、 その直 下 で確認された地
山から 採取 された土壌試料1 点の合計2 点である。 いずれも土壌試料中から炭化材 を抽 出し、 分析試
料とした。 いずれも樹皮 の無い 1-2 年分の年輪を持つ破片が多数認めら れる。 それぞれの試料から 最
も大 き な破片を選択 し 、 全量を測 定試料とし た。

(2) 分析方法

測 定試料に土壌 や根 等の目的物と異なる年代 を持つもの が付着 してい る場合、 これら をヒ゜ ン セット、
超音波洗浄等によ り 物理的に除去する。 その後、 HCl によ る炭酸塩 等酸可溶 成分の除去、 Na OH によ る
腐植酸等ア ル カ リ 可溶成分 の除去、 HCl によ り ア ルカ リ 処 理時に生 成した炭酸塩等酸可溶 成分の除去
を行う（酸 ・ ア ル カ リ ・酸処 理）。

試料をバイ コ ー ル 管に入れ、 l g の酸化銅 (II) と銀箔 （硫 化物を除去す るため） を加えて、 管内
を真空 にして封 じ き り 、 500℃ (3 0 分）850℃ (2 時間 ）で加熱する。 液体窒 素 と液体窒 素 ＋ エタ ノ ー

ル の温度差 を利用 し、 真空 ラ イ ン にて CO2 を精製す る。 真空 ライン にてバイコ ール 管に精製 した CO2
と鉄・水素 を投入し封 じ 切 る。 鉄 のあるバイ コ ール管底 部のみを650℃ で10 時間 以上加熱し、 グ ラ フ ァ
イトを生成する。 化学処 理後の グ ラ フ ァ イト・鉄粉混合試料を内径 1mmの孔にプレス し て、 タ ン デム
加速器のイオ ン源に装着し、 測 定す る。

測 定機器は、 3 MV 小型タ ン デム 加速器 をベー ス とした14C-AMS 専用 装 置 (NEC Pel letron 9S DH-2) 
を使用 す る。 AMS 測 定時に、 標準試料である米国国立標準局 (NIST) から 提供されるシ ュ ウ 酸(HOX- II) 
とバ ッ ク グ ラ ウ ン ド試料の測 定も行う。 ま た、 測 定中同時に13C/12C の測 定も行うため、 この値 を用
いて o 13 C を算 出す る。

放射性炭素 の半減 期は LIBBY の半減 期5, 568 年を使 用 す る。 ま た、 測 定年代 は1,950 年を基 点
と し た年代(BP) であ り 、 誤 差 は標準偏 差 (One Sigma ;68%） に相 当す る年代 である。 暦年較正
は、 RA D IOCARBON CALIBRAT ION PROGRAM CALIB REV7 .  1 .  0. (Copyright 1986-2014 M Stuiver a nd PJ 

Reimer) を用 い 、 誤差として標準偏差 (One S igma) を用 いる。
暦年較正とは、 大気 中の14C 濃度が一 定で半減期が5, 568 年として算 出された年代値に対 し、 過去

の宇宙線強度や地球磁場の変 動によ る大気 中の14C 濃度の変 動、 及び半減期の違い(14C の半減期5, 73 0
土 40 年） を較正す ることである。 暦年較正は、 CALIB 7 .  1 .  0 . のマ ニ ュ ア ル に従 い、 1年単位ま で表
された同位体効 果の補 正を行っ た年代値 お よ び北半球 の大気 中炭素 に由 来する較正 曲線 を用い る。

暦年較正結果は a ·2 a ( a は統 計的に真の 値 が68. 2％ の確率 で存在す る範囲、 2 a は真の値 が

95 . 4％ の 確率 で存在す る範囲） の値を示す。 ま た 、 表 中の相対比 は、 a • 2 a の 範囲をそ れぞれ 1 と
した場合、 その 範囲内 で真の値が存在す る確率 を相対 的に示 した も の である。 なお 、 較正された暦年
代 は、 将来的に暦年較正曲線 等の 改 正があっ た場合の再 計算 、 再 検討に対応するため、 1年単位で表
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さ れた値 を記す。

( 3 ) 結果

各炭化材の 同位体効果 に よ る 補正 を 行 っ た 測 定結果 （補正年代） は 、 旧 表 土 の 炭 化材が 1 , 030 土
20BP、 地 山 の 炭化材が 1 , 160 土 30BP で あ る （表 9 ) 。

ま た 、 こ れ ら の 補正年代 に基づ く 暦年較正結果 ( 1 a ) は、 旧 表土の炭化材が calAD995- 1 , 02 1 、 地

山 の炭化材が ca lAD778-940 で あ る 。

( 4 ) 考察

高館跡の第 7 次調査 2 ト レ ン チ 旧 表土 と 地 山 か ら 検 出 さ れた炭化材 に つ い て 、 年代測 定 を 実施 し た。

旧 表 土 の 炭化材 は、 補正年代が 1 , 030 士 20BP で 、 暦年較正結果か ら 10 世紀末～ 1 1 世紀初頭頃 の 年

代が想定 さ れ、 先述 し た柳 之御所遺跡の堀跡 SD1 お よ び SD2 の年代測定結果 と 比較す る と 、 若干古い

年代値を 示す。

一方、 地 山 の炭化材 は 、 補正年代が 1 , 160 土 30BP で、 暦年較正結果 か ら 8 世紀後半～ 10 世紀前半

頃の年代が想定 さ れ、 本試料の年代測定値 は 、 上層 の 旧 表土か ら 出 上 し た 炭化材 よ り も 古い年代 を示

す。
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旧表土
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図 48. 高館跡の暦年較正結果 (1 6 )

表 9 高館跡の放射性炭素年代測定結果

遺構 材質 測定年代 o 1 3C 補正年代 暦年較正結果

層位 種類 BP (%o） 

炭化材
-26 68 

旧表土
ク リ

1 ,050土20 ± 
0 54 

-22 67 
炭化材

地山 1 , 1 30士20 士
クリ 0 58 

（暦年較正用）
BP 

1 ,030士20
(1 ,026土 24)

1 , 1 60士30
( 1 , 1 64土25)

誤差

゜
2 a  

er 

2 er 

cal BC/AD 

cal AD 995 - cal AD 1 ,021 

cal AD 979 - cal AD 1 ,031 

cal AD 778 - cal AD 791 
cal AD 804 - cal AD 842 
cal AD 860 - cal AD 895 
cal AD 928 - cal AD 940 
cal AD 774 - cal AD 901 
cal AD 920 - cal AD 961 

1 )試料はいずれも前処理として酸処理ー アルカ リ 処理 一酸処理(AAA処理）を実施している。
2)年代値の算出 に は 、 Libbyの半減期5568年を使用した。
3)BP年代値は ｀ 1 950年を基点として何年前であるかを示す。
4)付記した誤差は 、 測定誤差 6 （測 定値の68％が入る範囲）を年代値に換算した値。

cal BP 

cal BP 955 - 929 

cal BP 971 - 9 1 9  

cal B P  1 ,1 72 - 1 , 1 59 
cal BP 1 , 1 46 - 1 , 1 08 
cal BP 1 ,090 - 1 ,055 
cal BP 1 ,022 - 1 ,0 1 0  
cal BP  1 , 1 76 - 1 ,049 
cal BP 1 ,030 - 989 

1 1 50 

Code No. 
相対比

1 000 !AAA-

1 000 14251 6 

0 1 57 
0 332 
0396 IAAA-
0. 1 1 5  1 4251 7  

0826 
0 1 74 

5)暦年の計算には 、 RADIOCARBON CALIBRATION PROGRAM GAUB REV7 . 1 .0 (Copyright 1 986-2014  M Stuiver and PJ Reimer) を使用した。
6)暦年の計算には 、 補正年代に（）で暦年較正用年代として示した 、 一桁 目 を丸める前の値を使用している。
7)年代値は 、 1 桁 目 を丸めるのが慣例だが 、 暦年較正曲線や暦年較正ブログラムが改正された場合の再計算や比較が行いやすいように 、 暦年
較正用年代値は1 桁 目 を丸めていない。
8)統計的 に真の値が入る確率は 6 は68.3%、 2 u は95.4％である
9)相 対比は 、 6 、 2 6 のそれぞれを1 とした場合 、 確率的に真の値が存在する比率を相対的に示したものである。
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第2節 高館跡第9 次調査 にお け る 放射性炭素年代 (AMS 測定）

（株） 加速器分析 研究所

1 測 定対象試料

高館跡は、 岩手県西磐井郡平泉町平泉字柳御所に所在する。 測 定対象試料は、 第9次調査4 · 5ト
レンチ の溝跡から 出土した 炭 化物3 点 であ る（表 10)。

高館跡は、 柳之御所遺跡に近接し、 12世紀 後半代 の遺構が確認されてい る。 他 方 、 中世城館とし
ても認識され、 その段階と見られる遺構も存在 する。 今 回 の調査では、 12 世紀 後半代 の遺物が出 土
する堀跡を切 る溝跡が検出され、 両 者の年代 等が注目 されている。 溝跡の時期を明確に示 す遺物は出
土していないが、 製鉄 等に関連すると見 られる炉壁片などが出土し、 年代 測 定の対象 とする炭 化物も
製鉄 に関連する可能性があ る。

2 測 定の意義

試料が出土した溝 跡 (9SD4) と、 その溝跡に切 ら れる堀跡 (7SD1) の年代 を検討する材 料を得る。

3 化学処理工程

(1) メ ス ・ ピンセッ ト を使 い、 土等の付着物を取 り除く。
(2) 酸 ー ア ル カ リ ー 酸 (AAA : A c i d  A l ka l i Ac id) 処 理によ り不純物を化学 的に取 り除く。 その後、

超純水 で中性になるまで希釈 し、 乾燥させ る。 AAA 処理にお ける酸処 理では、 通常 lmo 1/ Q, (lM) 
の塩酸 (HCl) を用い る。 ア ル カ リ 処 理では水 酸 化ナ ト リ ウ ム (NaOH) 水溶液 を用 い 、 0. 001M
から lM まで徐 々 に濃度を上げながら 処 理を行う。 ア ル カ リ 濃 度が lM に達した 時には「A A A 」、
lM 未満 の場合は「Aa A 」と表 10 に記載する。

( 3) 試料を燃焼させ、 二酸化炭素 (CO2) を発生させる。
(4)真空 ラインで二酸化炭素 を精製 する。
( 5) 精製した 二酸化炭 素 を、 鉄 を触媒として水 素 で還元 し、 グ ラ フ ァイ ト (C) を生成 させる。
( 6) グ ラ フ ァ イ ト を内径 1mmのカ ソ ー ド にハ ン ドプレス 機で詰 め、 それをホ イ ール にはめ込 み、 測

定装置 に装着 する。

4 測 定 方法

加速器 をベ ー ス とした 14C-AMS専用装 置 (NEC 社製 ） を使用し、 l4C の計数、 1 3c 濃 度 (l3c/ l2c)、 14c
濃度(l ilc/ 12C ）の測 定を行う。 測 定では、 米 国国立標準 局(NIST) から 提供された シ ュ ウ 酸 (HOx II) 
を標準試料とする。 この標準試料とバ ッ ク グ ラ ウ ン ド試料の測 定も同時に実施する。

5 算 出 方法

C 1) o 13C は、 試料炭 素 の 叱 濃度 (13c/12C） を測 定し、 基準試料から のずれを千 分偏差 (%0) で表
した値であ る（表 1)。 AMS装 置 によ る測 定値 を用い 、 表中に「AMS」と注記 する。

C 2) 14c 年代 (Li bby Age : yrBP) は、 過去の大気 中 14c 濃 度が一 定であ った と仮 定して測 定され、
1950 年を基準年(OyrBP) として遡る年代 であ る。 年代値 の算 出 には、 Libby の半減期(5568 年）
を使用する(Stuiver and Pol a ch 1977)。 1 4c 年代 は o 1 3c によ って同位体効 果を補 正する必 要
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がある。 補 正した値 を表 10 に、 補 正していない値 を参 考値 と し て表 11 に示 した。 1 4c 年代 と誤
差 は、 下1 桁 を丸 めて10 年単 位で表示 される。 また、 IヽIC年代 の誤差（土 l a) は、 試料 の ℃
年代 がその誤差範囲に入る確率が 68 . 2 ％ であることを意味する。

( 3) pMC (percent Modern Carbon) は、 標準 現代炭素 に対す る試料炭素 の ℃ 濃 度の割合である。
pMC が小さい(1 4C が少ない） ほど古い年代 を示 し、 pMC が100 以上(1 4C の量が標準 現代炭素 と
同 等以上） の場合Modern とす る。 この値 も o 13c によって補 正す る必 要があるため、 補 正 した
値 を表 l に、 補正 していない値 を参 考値 として表 2 に示 した。

(4) 暦年較正年代 とは、 年代 が既 知の試料 の 忙 濃度をもとに描 かれた較正曲 線 と照 らし合わせ、
過去の 1 4c 濃度変 化などを補 正し、 実年代 に近づけた値 である。 暦年較正年代 は、 14c 年代 に対
応する較正曲線上の暦年代 範囲であり、 1 標準偏差 (1 a = 68 . 2 % ）あるいは2 標準偏差 (2 a 
= 95 . 4 %) で表示 される。 グ ラ フ の縦軸 が 忙 年代 、 横軸 が暦年較正年代 を表す 。 暦年較正プ
ロ グ ラ ム に入力される値は、 o 13c 補正 を行い、 下 l 桁 を丸 めない 叱 年代値 である。 なお 、 較
正曲線 お よび較正 プ ロ グ ラ ム は、 データ の蓄 積によって更 新される。 また、 プ ロ グ ラ ム の種類
によっても結果が異なるため、 年代 の活用にあたってはその種類とバー ジ ョ ンを確認す る必 要
がある。 ここでは、 暦年較正年代 の計算 に、 IntCa l l3 データ ベー ス (Re imer et a l .  2013) を
用い、 OxCa lv4 . 2 較正プ ロ グ ラ ム (Bron k Ramsey 2009) を使用した。 暦年較正年代 につ いては、
特定のデータ ベー ス 、 プ ロ グ ラ ム に依 存す る点を考慮 し 、 プ ロ グ ラ ム に入力す る値 とともに参
考値 として表 2 に示 した。 暦年較正年代 は、 1 4c 年代 に基づいて較正 (ca l ibrate) された年代
値 であることを明示するために「cal BC/AD」または 「cal BP」という単位で表される。

6 測 定結果

測 定結果を表 10、 11 に示す。
試料 の 14c 年 代 は、 No . 1 が360 土 20yrBP 、 No. 2 が 320 土 20yrBP 、 No . 3 が310 土 20yrBP である。

暦年較正年代 (1 a) は、 No . 1 が1466 ~ 1620cal AD、 No . 2 が1521 ~ 1640cal AD、 •No . 3 が1522 ~ 
1642cal AD 、 の間に各々 複数の範囲で示 される。 試料 が出土した溝 跡 (9SD4) は、 12 世紀後半 代 の
遺物が出土する堀跡より新しいことが確認されてお り、 測 定結果はこの遺構の重複関係に整合す る。
3 点とも近い年代 を示 し、 特にNo . 2 とNo . 3 はほぼ同年代 であるが、 No. 1 は他の2 点に比べ て若干古

い。 ただし、 確率 の低い範囲を含めて2 a暦年代 範囲で見 ると、 3 点とも重なる範囲がある。 層位に
よる違いは読 み取 れず、 3 点の中で若干古いNo . 1 は上層から出土 している。

3 点の試料 の年代値は近いものの、 上層の試料 が若干古いことにつ いては、 溝 跡の機能時の状況や
堆 積、 埋没過程等の様々 な点を考慮する必 要があるが、 以下に記す古木効 果が影響している可能性も
ある。

樹木の年輪 の放射 性炭素年代は、 その年輪 が成長 した年の年代 を示す 。 したがって樹皮直下の最外
年輪の年代 が、 樹木 が伐採され死んだ年代 を示 し、 内側の年輪は、 最外年輪からの年輪 数の分、 古 い
年代値 を示す ことになる（古木効 果）。 今回測 定された3 点の試料 には、 いずれも樹皮 が確認されて
いないことから、 炭化物の本来 の年代 はここで示された値 よりもいくらか新しい可能性がある。 特に
3 点の中で若干古い値 となったNo . 1 につ いては、 この点も考慮する必 要があると見 られる。

試料の炭素 含有率は、 すべ て 60％ を超 える十分 な値 で、 化学処理 、 測 定 上の問 題は認められない。
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測定番号 試料名

IAAA-
No. l 

161496 
IAAA-

No.2 
1 61497 
IAAA-

No.3 
161498 

表 1 0 放射性炭素年代測定結果 ( o 13c 補正値）

試料 処理
採取場所

形態 方法
/j 13C (%0) 

(AMS) 

炭化
4 層最下部 AAA 

物 25.77 士 0.29

炭化
5 層 直上面 AaA 

物 22.97 士 0.28

炭化
6 層 焼粘土塊集 中 AaA 

物 24.30 士 0.26

a 13C 補正あり
Libby Age 

(yrBP) 
pMC (¾) 

360 士 20 95.59 士 0.27

320 士 20 96.1 2 士 0.26

310 士 20 96.19 士 0.27

[#8264] 

表 1 1 放射性炭素年代測 定結果 c o 1 3c 未補正値、 暦年較正用 1 4c 年代 、 較正年代）

0 13c 補正なし 暦年較正用
測定番号 l cr 暦年代範囲 2cr 暦年代範囲

Age (yrBP) pMC (%)  (yrBP) 

l 466ca!AD - 1 52 l calAD l 454calAD - 1 525ca1AD 
lAAA- (45.0%) (52.7%) 

380 士 20 95.43 士 0.26 362 士 22
161496 I 592calAD - 1620calAD I 558calAD - 1 632calAD 

(23.2%) (42.7%) 
1 52 l calAD - 1 59 l ca!AD 1 49 J ca!AD - 1 603ca!AD 

IAAA- (53 4%) (74 9%) 
280 士 20 96.53 士 0.26 3 1 7 士 22

161497 1 620ca!AD - I 640ca!AD 1 6 1 3calAD - 1 645calAD 
( 148%) (20.5%) 

1 522calAD - 1 575calAD 
(50.4%) l 493ca!AD - J 602ca!AD 

IAAA- l 585ca1AD - l 590ca!AD (74.2%) 
300 士 20 96.33 士 0.26 3 1 2 士 22

161498 ( 3 .6%) I 6 1 5calAD - I 646calAD 
l 625calAD - 1 642calAD (2 1 .2%) 

( 1 4.3%) 

［参考値］
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図 49 高館跡の暦年較正結果
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表 1 2 - 1 

高館第 7 次遺物観察表 かわ ら け
掲載

器種名 ト レ ンチ名 迫構名 層位 ロ 径 器 高 底径 諏批
色調 備考

登録
番号 ( g ) 番号

I ロ ク ロ 大 2 ト レ ンチ 7SDI 最下恩 (3 0) (7 O) 120 1 5YR8/4 淡橙 海綿骨針 · 雲母含む 、 内 面 ROk l l  
すす付培 、 ス ノ コ 痕

2 ロ ク ロ 2 ト レ ンチ 7SDI 1 5 府 (2. 9) 12 0 7 5YR8/4 淡黄橙 海綿骨·針少 し含む ROkl2  

3 ロ ク ロ 底部 2 ト レ ンチ 7SDl 14 附 灰褐色 (2.  0)  39 2 2 5Y7 /3 浅黄 海綿骨針含む 、 摩滅著 しい ROkl5 

4 ロ ク ロ 大 2 ト レ ンチ 7SDI 12 /罰 砂混 じ り (13 9) 4 0 7 5 155 3 lOYRB/4 浅黄橙 海綿骨針含む 、 ス ノ コ痕 1Wk l3 

5 ロ ク ロ 大 2 ト レ ンチ 7SDI 12 恩 砂混 じ り (3. 5) 17 7 !OYR7/6 明黄褐 海綿骨針含む ROkl4  

6 ロ ク ロ 底部 2 ト レ ンチ 7SD1 I I 陪 北端 (l .  5) 41 7 5YR7/6 橙 海綿骨針含む、 摩滅著 し い ROkl 6  

7 手づく ね大 2 ト レ ンチ 7SDI 10 庖 (14 0) 2 8 22. 5 IOYRS/4 浅黄橙 ROkl 

8 手づく ね 2 ト レ ンチ 7SD] 10 陪 (2 3) 15 2 2 5Y8/2 灰 白 ROk2 

， 手づ く ね 2 ト レ ンチ 7SD1 10 恩 (13 1)  (2 4) 16 0 10\'RB/3 浅黄橙 ROk4 

10  手づ く ね 2 ト レ ンチ 7SD1 IO 庖 (9. 9) I 5 12 5 2 5Y6/l 黄灰 ROk5 

1 1  手づ く ね 2 ト レ ンチ 7SDI 10 陪 (8. I)  I 8 l l  8 IOYR8/4 浅黄橙 ROk3 

12 手づ く ね大 2 ト レ ンチ 7S01 9 恩 暗褐色 ( lヽI 0) 2 6 67 I 2 5Y8/3 淡黄 胎土密 ス ノ コ 痕 ROk6 

13 手 づ く ね大 2 ト レ ンチ 7S01 9 層 II音褐色 (13 6) 2 0 62 6 7 5YR8/3 浅黄橙 海綿骨針 ・ 金霙母含む 、 ス
ROk7 

ノ コ 痕

l 4 手 づ く ね大 2 ト レ ンチ 7S01 9 層 暗褐色 (12 4) 2 I 30 0 JOYR7 /2 にぶい黄橙 内面二次加熱に よ る 剥落 ？ ROk9 

15 手づ く ね 2 ト レ ンチ 7SDI 9 層 暗褐色 (l l) l9 2 IOYRS/3 浅黄橙 内 面漆 ？ 付箔 ROk8 

16 手づ く ね 2 ト レ ンチ 7SDI 9 思 暗褐色 (I 9) 15 9 lOYRS/3 浅黄橙 海綿骨針 ・ 金雲母含む ROklO 

I 7 手づ く ね 2 ト レ ンチ 7SDI 8 府 暗色砂 (2 2) 4 8 IOYR8/3 浅黄橙 内面に漆 ワ 付珀 ROkl 7 

18 手づ く ね大 2 I、 レ ン チ 7SDI 7 恩 北端 明黄褐色 (l3 8) 3 I 60. 2 10YR8/4 浅黄橙 雲母含む ROkl8 

19 手づ く ね小 2 I、 レ ンチ 7SD1 7 阻 北端 明 黄褐 色 ( 8  8) I 5 23 4 lOYRS/4 浅黄橙 R0kl9 

20 手づ く ね大 2 ト レ ンチ 7SD1 6 庖 明褐色 地 山 混 じ り (12 8) 2 2 47 I IOYR7 /3 にぶい黄橙 海綿骨針 ・ 金雲母含む ROk2J 

21 手づ く ね大 2 ト レ ンチ 7S01 6 庖 明褐色 地山混 じ り ( 1 3  2) 2 5 25 8 lOYRS/4 浅黄橙 雲母含む ROk23 

22 手づ く ね小 2 ト レ ンチ 7S01 6 庖 明 黄褐 色 下方 (JO 8) I 9 15 9 IOYR8/3 浅黄橙 金雲母含む ROk20 

23 手づ く ね小 2 ト レ ン チ 7SDI 6 恩 明褐色 地山混 じ り (9 6) I 6 29 2 IOYR8/3 浅黄橙 雲母含む ROk22 

24 手づく ね小 2 ト レ ンチ 7SDI 6 陪 明黄褐色 (8 6) I 5 36 2 7 5YR7 /6 橙 ス ノ コ痕 ． ROk24 

25 手づく ね小 2 ト レ ンチ 7S01 6 陪 明黄褐色 (8 8) I 5 14 .  9 2. 5Y8/2 灰 白 雲母含む ROk25 

26 手づく ね大 2 ト レ ンチ 7S01 5 陪 下 暗褐色 ( 14 4) 3 3 73 8 10YR8/4 浅黄橙 雲母含む ROk26 

27 手づく ね大 2 ト レ ンチ 7S01 5 居下 南 (15 4) 3. 6 196 I 10YR8/4 浅黄橙 海綿骨針 ． 裳母含む ROk32 

28 手づ く ね大 2 ト レ ン チ 7SDI 5 陪 北 暗褐 色 (12 4) 2 5 29 6 IOYRB/3 浅黄橙 雲母含む ROk35 

29 手づ く ね大 2 ト レ ンチ 7S01 5 阿 北 暗褐 色 ( 1 3  2) 2 5 23 I IOYRS/3 浅黄橙 ROk37 

30 手 づ く ね大 2 ト レ ンチ 7S01 5 陪 南 暗褐 色 ( 1 3  4) 2 8 23 8 IOYRB/3 浅黄橙 海綿骨針含む 、 ス ノ コ 痕 ROk38 

3 1  手づ く ね大 2 ト レ ンチ 7S01 5 屈 南 暗褐色 (13. 0) 2 6 21 5 !OYR8/3 浅黄橙 海綿骨針 ・ 金雲母含む ROk39 

32 手づ く ね 2 ト レ ンチ 7SDI 5 庖 下 北 (13 0) 2 l 16 0 !OYRS/3 浅黄橙 ROk34 

33 手づ く ね小 2 ト レ ンチ 7SDJ 5 陪下 北 (9 4) 2 I 27 8 !OYRB/3 浅黄橙 海綿骨針含む ROk33 

34 手づ く ね小 2 ト レ ンチ 7S01 5 同 下 暗褐色 (8 2) 1 8 20 2 7 5YR8/4 淡黄橙 雲母含む ROk30 

35 手づく ね小 2 ト レ ンチ 7S01 5 陪 北 暗褐 色 ( 9  8) l 7 12 2 IOYR8/2 灰 白 雲母含む ROk36 

36 手づ く ね小 2 ト レ ンチ 7S01 5 恩 下 暗褐色 (9 2) l 9 22 I IOYRS/3 浅黄橙 雲母含む ROk31 

37 手づ く ね小 2 ト レ ンチ 7SDI 5 陪 下 暗褐色 (8 8) l 9 39 9 IOYR8/3 浅黄橙 ROk28 

38 手 づ く ね小 2 ト レ ンチ 7SDI 5 恩 下 暗褐色 8 4 I 6 42 1 lOYRS/4 浅黄橙 完形、 金雲母含む ROk27 

39 手づ く ね小 2 ト レ ンチ 7SDI 5 )何 下 暗褐色 (8 6) I 7 34 9 IOYR8/3 浅黄橙 R0k29 

40 ロ ク ロ 小 2 ト レ ンチ 7S01 4 層 (8 2) 2 l (6 2) 18 2 7 5YR7/4 にぶい橙 海綿骨針含む ROk40 

4 1  手づ く ね小 2 ト レ ンチ 7SDl 3 陀 黒色 (9 2)  l 8 30 7 IOYR7/4 にぶい黄橙 海綿骨針含む ROk42 

42 手づ く ね小 2 ト レ ンチ 7SDI 3 陪 焦色 (8 4) I 9 19 I 2 5Y8/3 淡黄 雲母含む R0k43 

43 手づ く ね小 2 ト レ ンチ 7S01 2 厄 (9 0) I 9 32 7 2 5Y7 /3 浅黄 金雲母含む、 ス ノ コ 痕 ROk4 l 
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表 1 2 - 2 

高館第 10 次遺物観察表 かわ ら け
掲載

器種名 ト レ ンチ名 迫構名 庖位 ロ 径 器高 底径
重品

色調 •備考
登録

番号 ( g )  番号

150 手づ く ね 大 l ト レ ンチ 10SX 1 床而付近 14 8 3 3 187 6 2 5YR8/3 淡黄色 海綿骨針 ・ 金雲母含む ROKl 

l5  l 手づ く ね 大 1 ト レ ンチ !OSXI 床面付近 13 2 2 7 8 1 .  I 2 5YR8/4 淡黄色
内 面すす付狩 、 海綿骨針 ・ 金雲 ROk2 
母含む

152 手づ く ね 大 1 ト レ ン チ IOSXI 床面付近 11 8 2 8 63. 6 2 5YR7 /3 浅黄色 海綿骨針 ・ 金雲母含む ROk8 

153 手づ く ね 大 1 ト レ ン チ !OSXI 床面付近 1 3  3 2. 2 53 7 IOYRS/4 浅黄燈色 雲母含む ROk4 

154 ロ ク ロ 大 1 ト レ ン チ !OSXl 床而付近 12 5 3 7 (6 3) 64 2 IOYRS/6 黄燈色 海綿骨針·雲母含む 、 ス ノ コ 痕 ？ ROk3 

155 ロ ク ロ 大 1 ト レ ンチ (7 6)  126 I IOYR7/6 明黄褐色 雲母含む、 摩滅著 し い ROk7 

156 手づ く ね 小 1 ト レ ンチ !OSX! 床面付近 7 8 I 5 24 7 2 5\「R8/3 淡黄色 海綿件含む、 ス ノ コ 痕 ROk9 

157 手づ く ね 小 1 ト レ ンチ 表土 9 7 I 4 28 6 IOYR8/4 浅黄燈色 海綿骨針 ・ 雲母含む ROk5 

158 手づ く ね 小 1 ト レ ンチ 表 土 7 8 I 5 24 9 2 51'R8/4 淡黄色 ROk6 

高館第 7 次遺物観察表 陶磁器
掲載 種別

器種名 部位 ト レ ンチ名 迎構名 廣位
狐泣

色調 備考 登録番号番号 （産地） ( g )  

44 渥美 甕 体部 2 ト レ ンチ 7SD1 14 恩 灰褐色 282 4 
表 ： 51『5/1 灰

ROt38 と 接合 ROt37 
襄 5\'6/ 1 灰

45 須恵器 甕 9本部 2 ト レ ンチ 7S01 14 層 灰褐色 3l 0 
表 2 5Y3/l 黒褐

ROt40 
裏 N5／ 灰

46 涅美か 甕 底 ～ （本部 2 ト レ ン チ 7SDI 14 陪 灰褐色 693. 6 5Y6/1 灰 ROt39 

47 ギ巾/•.I;瓜FI 甕 （本部 2 ト レ ンチ 7SDl l2 庖 砂混 じ り 27 9 表 7 5Y5/2 灰 オ リ ー プ （釉）
ROt33 

梃 IOYR3/2 黒褐

48 常滑 甕 （本部 2 ト レ ンチ 7SDl 12 層 砂混 じ り 78 9 
表 I OYR3/l オ リ ー プ黒

ROt35 
裏 ． N5／ 灰

49 握美 甕 ｛本部 2 ト レ ンチ 7SDI 1 2 恩 砂混 じ り 40 3 
表 5Y5/l 灰

R0t36 
裏 IOYR4/3 にぶい黄褐

50 渥美 甕 体部 2 ト レ ン チ 7SDI 12 府 砂混 じ り l l O  I 
表 N3／ 暗灰 35 と 同 一 個 体 共 に 内 面 に ROt34 
襄 N4／ 灰 煤付珀

51 常滑 甕 （本部 2 ト レ ン チ 7S01 10 恩 34 6 
表 ・ 7 5Y5/2 灰 オ リ ー プ （釉）

ROt32 
裏 10YR5/3 にぶい黄褐

52 須恵器 甕 （本部 2 ト レ ンチ 7S01 9 層 暗褐色 45 7 
表 IOYR3/2 黒褐

ROt31 
裏 N5／ 灰

53 常滑 壺 1本部 2 ト レ ンチ 7S01 4 阿 黄褐色 45. I 
表 5Y5/4 オ リ ー プ

1Wt24 30 と 接合 ROt l6  
裏 I OYR5/3 にぶい黄褐

53 ギ巾9べ{迅Fl 壺 （本部 2 ト レ ンチ 7SDI 5 恩 下 北 89 0 
表 5Y5/4 オ リ ー プ

涯美か ROt LG 30 と 接合 ROt24 
裏 IOYR5/3 にぶい黄褐

53 常滑 甕 f本部 2 ト レ ンチ 7S01 9 恩 暗褐色 66 4 
表 5Y5/4 オ リ ープ

ROU6 24 と 接合 ROt30 
裏 !OYR5/3 にぶい黄褐

54 }吊u :
i
9nし 壺 ロ 縁部 2 ト レ ン チ 7S01 

6 居 下 恩 明 褐 色 23 I 
表 5Y4/4 暗 オ リ ー プ ROt28 
裏 7 5YR4/4 褐

55 常滑 甕 （本部 2 ト レ ン チ 7SDI 6 恩 明黄褐色 13 9 表 5Y5/3 灰 オ リ ー プ （釉）
ROt27 

襄 !OYR5/3 にぶい黄褐

56 須恵器 瓶 （本部 2 ト レ ンチ 7S01 
6 思 明 褐 色 地 26 2 2 5Y6/l 黄灰 9 世紀か ROt29 
山 混 じ り

57 常滑 甕 （本部 2 ト レ ン チ 7SDI 5 陪 南 暗褐 色 l 5 7  6 
表 7 5YR5/3 にぶい褐

ROt25 と 接合 ROt22 
裏 7 5YR6/2 灰褐

58 骨rh 9:R 14 甕 体部 2 ト レ ン チ 7S01 5 恩 下 北 29 、 8 表 7 5Y6/2 灰 オ リ ー プ （釉）
ROt26 

裏 7 5\'R4/2 灰褐

59 涯美 甕 ［本部 2 ト レ ンチ 7SDt 5 屑 南 暗褐色 72 2 表 5Y5/3 灰 オ リ ー プ （釉）
R0t21 

裏 2 5Y7 /2 灰黄

60 渥美か 甕 （本部 2 ト レ ンチ 7S01 5 陪 下 北 140 4 
表 2 5Y7 /3 浅黄

ROt23 
裏 2. 5Y6/l 黄灰

61  常滑 甕 体部 2 ト レ ン チ 7S01 4 庖 黄褐色 40 5 
表 IOYR4/2 灰黄褐

ROt! 5  
襄 2 5Y6/2 灰黄

62 常滑 甕 （本部 2 ト レ ン チ 7S01 4 庖 黄褐色 5 1  0 
表 7 5YR3/3 暗褐

ROt l4 
襄 IOYR5/4 にぶい黄褐

63 常滑系 互士 （本部 2 ト レ ンチ 7SD1 4 居 23 9 
表 7 5YR4/4 褐

中国1淘器に似る ROtl 7 
梃 2 5Y7 / 1 灰 白

64 渥美 甕 （本部 2 ト レ ンチ 7SD1 4 居 黄褐色 64 0 5Y6/ ］ 灰 ROt18  

65 渥美 甕 9本部 2 ト レ ンチ 7SDI 4 恩 83 8 2 5\'5/1 貨灰 ROt20 

66 渥美 甕 （本部 2 ト レ ンチ 7S01 4 恩 104 9 
表 5Y6/l 灰

ROtl9  
裏 2 5Y6/ 1 黄灰
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表 1 2 - 3 
掲載 種別 器種名 部位 ト レ ン チ名 迫梱名 陪位 重批 色調 備考 登録番号番号 （産地） ( g )  

67 が吊4 C9瓜11 甕 （本部 2 ト レ ンチ 7S01 3 恩 黒 色 1 17 6 表 7 5YR4/3 褐 R0t9 
裏 IOYR5/4 にぶい黄褐

68 常滑 甕 体部 2 ト レ ン チ 7S01 3 恩 黒 色 15 8 表 10YR3/2 黒褐 ROt l l  襄 2 5Y6/l 黄灰

69 常滑 甕 体部 2 ト レ ンチ 7SDI 3 庖 黒 色 15 0 表 7 5YR4/2 灰褐 ROt !O 展 2 5Y6/2 灰黄

70 常滑 甕 （本部 2 ト レ ン チ 7S01 3 居 黒 色 2 0  9 表 7 5YR4/2 灰褐 ROtS 襄 10YR4/4 褐

7 1  渥 美 甕 （本部 2 ト レ ン チ 7S01 3 陪 黒 色 88 7 表 2 5YR4/l 黄灰 R0tl 2  裏 ・ 2 5¥5/1 黄灰

72 渥美 甕 （本部 2 ト レ ンチ 7SDI 3 恩 37 9 2 5Y5/l タ タ キ 、 内 面に墨痕 ROt1 3  

73 常滑 甕 （本部 2 ト レ ンチ 7S01 2 層 暗褐色 6 7 表 10YR5/4 にぶい黄褐 ROt3 裏 2 5¥5/4 黄褐

74 渥美 甕 （本部 2 ト レ ンチ 7S01 2 恩 48 4 表 5Y8/2 灰 白 ROt6 裏 5Y6/l 灰

75 涯美 甕 （本部 2 ト レ ンチ 7S01 2 居 明 黄褐色 230 3 表 2 5Y5/2 暗灰黄 ROt5 裏 2 5Y5/ l 黄灰

76 涯美 甕 （本部 2 ト レ ン チ 7S01 2 陪 黄褐色 1 3  4 表 7 5YR4/2 灰褐 ROt4 裏 IOYR4/2 灰黄褐

77 須恵器 甕 ｛本部 2 ト レ ンチ 7SDI 2 陪 褐 色 22. 8 表 7 5Y5/l 灰 R0t7 襄 7 5Y4/l 灰

78 常滑 甕 9本部 2 ト レ ンチ 7SD l 1 居 20 7 表 2 5Y5/ l 黄灰 ROt2 裏 2 5Y6/2 灰黄

79 常滑 甕 体部 2 ト レ ンチ 75D1 1 恩 16 5 表 7 5YR4/3 褐 ROt l 梃 2 5Y5/2 暗灰黄

80 白磁 四 耳壺か 高台部 2 ト レ ンチ 7S01 9 陪 暗褐色 20. 9 釉 2 5GY8/l 灰 白 ROg7 
胎土 5Y7/2 灰 白

8 l 白 磁 四 耳壺か 体部 2 ト レ ンチ 7SDI 5 府 北 暗褐 色 2 .  5 2. 5GY8/I 灰 白 ROg6 

82 白 磁 四 耳壺か 訂部か 2 ト レ ンチ 7SDI 5 層 北 暗褐 色 7 6 l0Y7/l 灰 白 ROg5 

83 白 磁 四 耳壺か 頚～肩部 2 ト レ ンチ 7SDI 4 恩 7 5 7 5Y7/2 灰 白 ROg4 

84 白 磁 四 耳壺か 底部 2 ト レ ン チ 7S01 2 屈 1 7  9 胎土 N8／ 灰 白 ROg3 

85 白 磁 四 耳壺か 体部 2 ト レ ンチ 7SDI II 屈 褐 色 8 2 2 5GY8/l 灰 白 ROg2 

86 青磁 碗 ロ 縁部 2 ト レ ンチ 7SDI 1 層 表士 2 9 5Y6/2 灰 オ リ ー プ ROg! 

87 常滑 甕 （本部 3 ト レ ンチ 3 思灰褐色崩落土 l3 5 表 2 5Y5/! 黄灰 ROt45 裏 1 OYR4/3 にぶい褐
表 ， 5Y4/l 灰

88 渥美 甕 （本部 3 ト レ ンチ 3 庖灰褐色崩落土 92 4 誕 2 5Y6/l 黄灰 ROt46 
釉 7 5Y6/2 灰 オ リ ー プ

89 須恵器系 甕 体部 3 ト レ ンチ 3 恩灰褐色崩落土 71 1 表 2 5Y7 /2 灰黄 ROt47 襄 2 5Y7 /1 灰 白
表 7 5YR4/3 褐

90 常滑 甕 （本部 3 ト レ ンチ 11 層 23 5 襄 2 5Y5/4 黄褐 ROt41 
釉 7 5Y5/3 灰 オ リ ープ

91 常滑 甕 9本部 3 ト レ ンチ 11 層 12. 4 表 ・ 裏 7 5YR4/4 褐 ROt42 

92 涯美 甕 （本部 3 ト レ ンチ Il 恩 54 0 表 2 5Y6/l 黄灰 ROt44 裏 2 5Y5/l 黄灰

93 渥美 甕 体部 3 ト レ ンチ 11 庖 149 7 表 2 5Y3/3 暗 オ リ ー プ褐 ROt43 襄 2 5Y5/2 暗灰黄

94 ギ巾｛・：i伍H9.  甕 （本部 4 ト レ ンチ I 庖 I 7 3 表 I OYR4/2 灰黄褐 ROt48 襄 IOYR5/3 にぶい黄褐
表 7. 5YR5/2 灰褐

95 常滑 甕 頸部 4 ト レ ンチ I 庖 73 7 裏 7 5YR4/2 灰褐 ROt49 
釉 7 5Y5/3 

96 常滑か 甕 ｛本部 4 ト レ ンチ I 屈 47 4 表 2. 5Y7/1 灰 白 須恵器か ROt51  襄 2 5Y5/I 黄灰

97 渥美 甕 ｛本部 4 ト レ ン チ I 踊 37 3 表 5Y5/l 灰 ROt50 裏 2 5Y6/2 灰黄

98 須恵器 瓶 ？ 体部 4 ト レ ン チ I 厄 37 6 表 2. 5Y4/2 暗灰黄 ROt52 襄 2 5Y5/2 暗灰黄

4 · 5 表 2 5Y5/ I 黄灰
99 渥美 甕 ロ ～頸部 不明 190 9 襄 2. 5Y6/ l 黄灰 ROt61 

ト レ ンチ 釉 2 5GY5/ l オ リ ー プ灰

100 常滑 甕 ｛本部 5 ト レ ンチ ]] 思 32 3 表 7 5YR4/2 灰掲 ROt56 裏 7 5YR4/3 褐

101  常滑 甕 （本部 5 ト レ ンチ I 庖 29 2 表 I OYR4/2 灰黄褐 ROt53 
裂 2. 5Y5/3 黄褐
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表 1 2 - 4 
掲載 種別 器種名 部位 ト レ ンチ名 追構名 層位 重砿 色 調 備 考 登録番号番号 （産地） ( g )  

102 常滑 甕 （本部 5 ト レ ンチ 表土 2 l 4 表 2 5Y5/l 黄灰 R0t55 裏 2 5Y6/l 黄灰

l• O 3 渥美 甕 （本部 5 ト レ ン チ 表土 52 8 表 2 5Y7 / I 灰 白 ROt54 襄 2 5Y7 /2 灰黄

104  涯美 鉢 （本部 5 ト レ ンチ 表土 32 8 表 2 5Y6/l 黄灰 57 と 同 一個 （本か ROt58 裏 2 5Y5/l 黄灰

105 涯美 鉢 （本部 5 ト レ ンチ 表土 24 7 表 2 5Y6/3 にぶい黄 細片 2 も 同一個 体 ROt59 襄 2 5Y6/2 灰黄

106 涯美 甕 （本部 5 ト レ ン チ 表 土 3 0  0 表 2 5Y6/2 灰黄 R0t60 斑 2 5Y7 / I 灰 白

107 渥美 鉢 ｛本部 5 ト レ ンチ 21 7 表 ・ 裏 5Y5/ l 灰 58 と 同 一個体か ROt57 

108 渥美 甕 体部 31 0 表 2 5Y6/2 灰黄 ROt63 裏 2 5Y5/l 黄灰

109 不明 山茶碗 ロ ～ （本部 21 2 表 2 5\'4/ I 黄灰 ROt62 裏 2 5Y5/ ! 黄灰

高館第 8 次遺物観察表 国産陶器
掲載 種別 器種名 部位 ト レ ン チ名 遺構名 層位 重屈 色調 備考 登録番号番号 （産地） ( g )  

1 1 0  常 滑 甕 （本部 2 ト レ ンチ BSD! 崩落土 （ 地山 ） 22 6 表 lOYR4/2 灰黄褐 ROt9 梃 2 5Y5/3 黄褐

I l l  常滑 甕 （本部 2 ト レ ンチ 8SDI 崩落士 （ 地山 ） 187 0 表 5Y6/l 灰 ROt12  裏 5Y7/2 灰 白

1 12 渥美 甕 ロ 緑部 2 ト レ ン チ SSDI 崩落土 （ 地山 ） 66 9 表 2. 5Y4/l 黄灰 ROtlO 襄 5Y7/l 灰 白

l l 3 渥美 甕 （本部 2 ト レ ン チ SSDI 崩落土 （ 地山 ） 54 5 表 IOYR5/l 褐灰 ROt l l  裏 5Y7/2 灰 白

1 14 常滑 甕 体部 2 ト レ ンチ 表 土 2 2  8 表 7 5YR4/2 灰褐 押印 ROt3 梃 7 5YR5/2 灰褐

I 15  常滑 甕 （本部 2 ト レ ンチ 表 土 6 7  6 表 10YR4/3 褐 ROt l6  襄 !OYR5/3 にぶい黄褐

1 16 常滑 甕 （本部 1 ト レ ンチ 表土 20 5 表 2 5Y6/3 にぶい黄 ROt2 裏 IOYR4/2 灰 黄褐

1 1 7  常滑か 甕か （本部 1 ト レ ンチ 表土 7. 1 表 2 5Y5/2 暗灰黄 ROtl 裏 2 5Y6/3 にぶい黄

118 常滑か 甕 体部 1 ト レ ン チ 表 土 1 3  6 5Y5/2 灰 オ リ ー プ ROt8 

I 19 常滑か 甕 （本部 1 ト レ ンチ 表土 93 7 2 5Y6/3 にぶい黄 ROt ! 5  

120 常滑か 甕 （本部 1 ト レ ンチ 表土 23 2 5Y6/2 灰 オ リ ー プ ROtl3 

12 1  常滑か 甕 頸～開部 1 ト レ ンチ 表土 1 17 9 2. 5Y6/3 にぶい黄 ROt 1 4  

122 常滑か 甕 体部 1 ト レ ンチ 表土 42 9 2. 5Y5/3 黄褐 ROt6 

l23 常滑か 甕 （本部 1 ト レ ンチ 表士 24 8 2 5Y6/2 灰黄 ROt7 

124 渥美 甕 （本部 1 ト レ ンチ 表 土 5 2  9 2 5Y5/2 暗灰黄 押印 ROt4 

125 渥美 甕 （本部 1 ト レ ンチ 表 土 5 6  7 7 5Y6/l 灰 ROt5 

高館第 9 次遺物観察表 国産陶器
掲載 種別 器種名 部位 ト レ ンチ名 迫構名 層位 重拡 色調 備 考 登録番号番号 （産地） ( g )  

126 常滑 甕 体部 1 ト レ ンチ 上 恩 暗 褐 色 プ 40 4 表 5Y5/3 灰 オ リ ーブ ROt4 ロ ッ ク 混 じ り 裏 2 5Y3/2 黒褐

127 渥美 甕 厨～（本部 1 ト レ ンチ 表土 67 6 表 N4／ 灰 ROtl 裏 N5／ 灰

128 渥美 甕 （本部 1 ト レ ンチ 表土 8 0 表 7 5Y3／ オ リ ー プ黒 ROt2 襄 5Y5/3 灰 オ リ ープ

129 渥美 甕 （本部
l ト レ ンチ 表土 1 5  8 表 N4／ 灰

（拡張） 裏 N5／ 灰 ROt3 

130 常滑 甕 （本部 3 ト レ ン チ 表 土 2 6  5 表 2. 5Y3/2 黒褐 ROt9 裏 2 5Y4/l 黄灰

1 3 1  常滑 甕 （本部 3 ト レ ンチ 表士 32. 4 表 2 5Y5/2 暗灰黄 ROtlO 裏 2 5Y6/2 灰黄

l32  常滑 鉢類 ロ 縁部 3 ト レ ン チ 斜面際 102 8 表 lOYR3/2 黒褐 ROtl8 裏 2 5Y5/l 黄灰

133 常滑 甕 （本部 3 ト レ ンチ 斜面際 カ ク ラ ン 76 3 表 7 5YR4/2 灰褐 押印 ROt1 6  
裏 1 OYR4/2 灰褐
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表 1 2 - 5 
掲載 種別 器種名 部（立 ト レ ンチ名 遺構名 居 位 重 伍

色調 備考 登録番号
番号 （産地） ( g )  

表 7 5YR4/4 褐
1 34 常滑 甕 （本部 3 ト レ ンチ 表土 24 8 裏 胎 土 2 5Y6/3 に ぶ い 黄 R0tl2 

釉 5Y5/3 灰オ リ ー プ

135 常滑 甕 （本部 3 ト レ ンチ 堀 以 南 検 出 面 ～ 2 1  9 表 2 5Y6/3 にぶい黄 R0tl9 
堀最上部 裏 2 5Y4/2 暗灰黄

136 常滑か 鉢類 9本部 3 ト レ ンチ 表土 12 8 表 2. 5Y4/ 1 黄灰 ROt5 裏 2 5Y5/2 暗灰黄

1 37 渥美 甕 体部 3 ト レ ンチ 表土 87 4 表 2 5Y4/2 暗灰黄 ROt l 7 と 接合 ROtl3 裏 2. 5Y4/ l 黄灰

138 程美 甕 頸部 3 ト レ ンチ 表土 56. 4 表 5Y4/1 灰 押印 ROt7 裏 5Y5/l 灰

139 渥美 甕 頸部 3 ト レ ンチ 表土 44 4 N4／ 灰 ROt6 

140 渥美 甕 （本部 3 ト レ ンチ 斜而際 カ ク ラ ン 38 0 2. 5Y6/2 灰黄 押印 R0tl5 

14 1  須恵器系 甕 （本部 3 ト レ ンチ 斜面際 カ ク ラ ン 47 2 表 5Y5/l 灰 叩打痕 ROt 1 4  裏 5Y6/l 灰

l42 須恵器系 甕 （本部 3 ト レ ンチ 表士 19 3 表 5Y5/! 灰 内外面叩打痕 ROt l l  裏 N4／ 灰

143 須恵器系 甕 （本部 3 ト レ ンチ 7S01 堀 検出而 8 8 表 5Y6/2 灰 オ リ ー プ 内外面叩打痕 ROt20 襄 2 5Y7/2 灰黄

144 須恵器系 甕 （本部 3 ト レ ン チ 表 土 1 3  8 表 N4／ 灰 R0t8 
襄 5Y4/l 灰

1 45 水沼 ？ 甕 ？ 3 ト レ ン チ 7SDI 堀 埋 土最上部 8.  I 表 2 5Y6/2 灰黄 ROt21 暗褐砂質土 襄 2 5Y3/l 黒褐

146 常滑 甕 ロ縁部 4 ト レ ンチ 9SXI 最下附～低直 10 3 表 2 5Y5/3 黄褐 ROt24 要 2 5Y4/l 黄灰

147 常滑 甕 （本部 4 ト レ ンチ 暗褐土 49 8 表 IOYR4/4 褐 ROt23 裏 2 5Y5/2 暗灰黄

148 渥美 甕 （本部 4 ト レ ンチ 暗褐土 72. 7 表 5Y5/2 灰 オ リ ー プ 押印 ROt22 裏 5Y6/l 灰

高館第 10 次遺物観察表 国産陶器
掲載 種別 器種名 部位 ト レ ンチ名 迫構名 屈位 重 批

色調 備 考 登録番号
番号 （産地） ( g )  

159 常滑 甕 （本部 3 ト レ ンチ lOSD2 16. 4 表 7 5YR2/2 黒褐 ROt64 襄 7 5YR5/6 明 褐

160 常滑 片 口 か （本部 3 ト レ ンチ l0SD2 7 2 表 7 5YR3/2 黒褐 R0t65 襄 2 5YR5/4 黄褐

161  ,吊.,,. .-191'ii 甕 （本部 3 ト レ ン チ IOSD2 36 7 表 7 5YR3/l 黒褐 押印 ROt63 裏 10YR4/2 灰黄褐
北端平 表 2. 5Y6/2 灰黄162 渥美か 片 口 か ｛本部 l ト レ ンチ 楊 （堅 埋土一括 22. 2 ROt55 
穴状 ？ ） 裏 2 5\'7/2 灰黄

163 常滑 甕 肩部 1 ト レ ン チ 検 出 面 5 0  2 表 2 5Y4/4 オ リ ープ褐 ROt8 裏 !OYR3/2 黒褐

164 常滑 甕 （本部 1 ト レ ンチ 検出面 49 6 表 2 5Y4/2 灰赤 ROt20 36 37 と 接合 ROt7 襄 N4/0 灰

165 常滑 甕 9本部 l ト レ ンチ 検出面 22.  8 表 2 5¥2/1 黒 ROt38 と 接合 ROtlO 裏 7 5YR4/l 褐灰

l66 常滑 甕 肩部 l ト レ ンチ 検出而 53.  3 表 5YR3/ l 黒褐 2 片接合 ROt16 
梃 IOYR3/2. 黒褐

167 ，吊山心1瓜" 甕 屑～（本部 1 ト レ ンチ 検出面 86 4 表 IOYR4/l 褐灰 押印 3 片接合 ROt60 と 接 ROt35 
裏 IOYR5/2 灰黄褐 合

168 常滑 甕 （本部 l ト レ ンチ 検出面 89 8 表 2 5YR4/6 オ リ ープ褐 7 片接合 ROt51 裏 5 YR4/3 にぶい赤褐

169 骨rI1 茫H 甕 （本部 l ト レ ンチ 検出面 32 5 表 2. 5Y6/3 にぶい黄 2 片接合 ROt39 
裏 IOYR3/ I 黒褐

170 常滑 甕 （本部 1 ト レ ン チ 検 出 面 18. 6 表 2 5YR4/2 灰 ROt40 
裏 lOYR4/l 褐灰

171  ，，，，吊•JIA ュ 甕 （本部 1 ト レ ンチ 検出面 96 3 表 IOYR4/3 赤褐 押印 3 片接合 ROt47 と 接 ROt44 襄 IOYR4/l 褐灰 合

172 常滑か 甕 （本部 I I、 レ ンチ 検出面 42. 3 表 N5/0 灰 ROt4 I 43 と 接合 ROt5 梃 N4/0 灰

173 常滑か 片 口
ロ 緑～ 1 ト レ ンチ 検出面 68 8 表 N5/0 灰 ROt52 と 接合 ROt2l 
（本部 裏 2. 5\'6/ 1 黄灰

l 74 渥美 甕 （本部 l ト レ ンチ 検出面 59 3 表 IOBG5/l 1'f灰 ROtl<I 46 と 接合 ROt4 裏 N5/0 灰

l 75 握美 甕 頸～厨部 l ト レ ンチ 検出面 93 7 表 2. 5Y6/3 にぶい黄 ROt3 15 1 9  34 53 と 接合 ROtl 裏 2. 5Y7 / 1 灰 白

l76 渥美 甕 （本部 l ト レ ンチ 検出面 59 4 表 2 5Y6/2 灰黄 ROt48 と 接合 ROt2 裏 2 5Y7 /1 灰 白
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表 1 2 - 6 

掲載 種別 器種名 部位 ト レ ンチ名 遺構名番号 （産地）

I 77 渥美 甕 （本部 1 ト レ ンチ

1 78 渥美 甕 体部 l ト レ ンチ

179 渥美 甕 （本部 l ト レ ンチ

180 渥美 甕 体部 l ト レ ンチ

1 8 1  渥 美 甕 （本部 l ト レ ンチ

l82 渥美 甕 9本部 l ト レ ンチ

183 渥美 甕 体部 1 ト レ ンチ

184 渥美 甕 体部 j ト レ ンチ

1.85 渥美 甕 （本部 l ト レ ンチ

l86 渥美 甕 （本部 l ト レ ンチ

187 渥美 甕 体部 1 ト レ ン チ

188 握美 甕 （本部 l ト レ ンチ

189 渥美 甕 （本部 1 ト レ ンチ

190 渥美 甕 体部 1 ト レ ンチ

191 渥美 甕 （本部 l ト レ ンチ

l92 渥美 甕 （本部 1 ト レ ンチ

l93 渥美 甕 ロ 縁部 1 ト レ ン チ

194 混美 甕 （本部 l ト レ ン チ

195 常滑 甕 （本部 l ト レ ンチ

196 常滑 甕 （本部 l ト レ ンチ

197 渥美 甕 f本部 l ト レ ンチ

1 98 渥美 甕 頸～訂音II 1 ト レ ンチ

高館第 9 次遺物観察表 羽 口

掲載番号 1 種別 1 器種名 1 部位 1 
ト レ

名
ンチ

爵位

検出面

検出面

検出面

検出面

検出面

検出面

検出面

検出面

検出面

検出面

検出面

検出面

検出面

検出面

検出面

検出面

検出面

一括

表土

表士

迫構名

149 a I 土製品 I 羽 口 I 先端部 1 4 ト レ ン チ 9SX! 

l49 b I 土製品 I 羽 口 I 基部 1 4 ト レ ンチ I 9SXI 

重 批
( g )  

2 1 2  2 

739 5 

6. 9 

142 7 

542 6 

528 6 

52 5 

29 3 

339. 3 

293 2 

343 I 

426 4 

248 5 

162 6 

1 1 . 3 

13 4 

35 0 

29 5 

45 I 

63 3 

39 0 

105 9 

恩位

最下陪～床直

色調 備考

表 10YR6/ ］ 褐灰
押印 2 片接合裏 IOYR7/ I 灰 白

表 N3/0 暗灰 押印 3 片接合 ROt45 と 接
裏 5/0 灰 合
表 2 5Y5/l 黄灰

押印 ROt22 6 1 と 接合梃 ． 5P6/l 紫灰
表 5Y7/I 灰 白 押 印 ROt62 と 接合襄 ． N6/I 灰
表 N6/0 灰 押印 3 片接合 ROt32 42 と
裏 ． 5P6/l 紫灰 接合
表 5Y3/l オ リ ープ灰 押印裏 2 5Y6/l 黄灰
表 N3/0 暗灰 押印裏 5PB5/l 青灰
表 2 5Y4/l 黄灰 押印裏 5PB5/ I 腎灰
表 2 5¥5/ 1 黄灰 押印襄 N5/0 灰
表 N4/0 灰 2 片接合裏 N5/0 灰
表 2. 5GY6/ l オ リ ー プ灰 2 片接合 ROt24 33 と 接合裏 N6/0 灰
表 5P5 / I 紫灰 押印 2 片接合裏 5PB5· I／ 青灰
表 N2/0 黒
夷 N5/0 灰
表 2 5G Y 7/ l 明 オ リ ープ灰
奥 N6/0 灰
表 2 5Y6/］ 黄灰
裂 IOYR6/I 褐灰
表 N4/0 灰
裏 5PB5/J 青灰
表 N4/1 灰
裏 7. 5Y7/2 灰 白
表 2. 5YR6/2 灰黄
裏 IOYR6/2 灰黄
表 2 5YR7 /3 浅黄
襄 IOYR3/2 黒褐
表 2 5YR4/3 オ リ ー プ褐
襄 5YR2/I 黒褐
表 2 5Y6/l 黄灰
襄 2 5Y7 / 2 灰黄
表 5P6/ I 紫灰
裏 5Y5/l 灰

長 さ 幅 厚 さ
(cm) (cm) (cm) 

( 13  3) 11 9 20. 2 

押印

2 片接合

重祉 色調
(g) 

553 0 胎土 5YR7/6 橙
鉄滓 N4／ 灰

登録番号

ROt18 

ROt28 

ROt l 3  

ROt l 7  

ROt30 

ROt50 

ROt6 

ROt9 

ROt49 

ROt27 

R0t23 

ROt29 

ROt26 

ROt25 

ROt l l  

ROt 12  

ROt31 

ROt54 

ROt59 

ROt57 

ROt56 

ROt58 

I
登録
番号

| RPl 

I 最下陪～床直 I (9 I )  I (9 9) I I 2 I 126 3 I 胎土 7 5YR8/6 浅黄橙 I RP2 ’ ' 
鉄滓 lOR3/l 暗赤灰

- 9 1  -





写 真 図 版





遺跡遠景 （南→）

遺跡遠景 （東→）

写真図版 1 高館跡遠景写真

- 95 -



2 ト レ ンチ 7 S D 1 断面A-A ' （東→）

2 ト レ ンチ 7 S D 1 断面 B - B ' （西→）

写真図版2 第 7 次調査 遺構写真 ( 1 )

- 96 -



2 ト レ ンチ 7 S D 1 断面A-A ' （南東→）

2 ト レ ンチ 整地断面 （南東→）

l ト レ ン チ 7 S D 1 確認 （東→） 2 ト レ ンチ 7 S D 1 東断面 （北西→）

写真図版 3 第 7 次調査 遺構写真 ( 2)

- 97 -



写真図版 4 第 7 次調査 遺構写真 ( 3 )

- 98 -

3 ト レ ン チ （東→）

5 ト レ ンチ （南東→）

（左） 5 ト レ ンチ検 出状況 （東→）
（右上） 3 ト レ ンチ脇断面 （北西→）
（右下） 4 ト レ ンチ （東→）



1 ト レ ンチ 調査区全景 （ 南東→）

1 ト レ ンチ 調査 区全景 （南東→）
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と否．，^で名戸， 、 9、
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- 、 ． i/ I' . 

1 ト レ ンチ 調査区全景 （北東→）

1 ト レ ンチ 調査区全景 （南西→）

写真図 版 5 第 8 次調査 遺構写真 ( 1 )

- 99 -



2 ト レ ンチ 調査区全景 （南→）

2 ト レ ンチ 調査 区全景 （南西→）

写真図版 6 第 8 次調査 遺構写真 ( 2)

- 1 00 -



桑w,̀.]ふ •，’ ．よ ・ 、
2 ト レ ンチ 8 S D 1 断面A-A ' （東南→）

2 ト レ ンチ 8 S D 1 検出状況 （東→） 2 ト レ ンチ 8 S D 1 · 8 S D 2 断面 （北→）

2 ト レ ンチ 8 S D 1 断面 ・ 周辺状況 （南東→） 8 S D 2 断面 （北→）

写真図版 7 第 8 次謂査 遺構写真 ( 3 )

- 1 01 -



1 ト レ ンチ 調査区全景 （東→）

写真図版 8 第 9 次調査 遺構写真 ( 1 )

- 102 -



1 ト レ ンチ 9 S D 2 ・ 整地層 （東→）

1 ト レ ンチ 9 S D 2 ・ 整地層 B - B ' 南端 （北東→）

写真図版 9 第9 次調査 遺構写真 ( 2)

- 103  -



1 ト レ ンチ 9 S D 3 断面 （南西→）

1 ト レ ンチ 8 S D 1 · 9 S D 2 の検 出 面 （南→） 1 ト レ ンチ 9 S D 3 北西部 ト レ ンチ （南→）

1 ト レ ン チ 9 S D 3 検出 （東→） 1 ト レ ンチ 9 S D 3 断面 北西部 ト レ ンチ （南→）

写真図版 1 0 第9 次調査 遺構写真 ( 3 )

- 1 04 -



し49

2 • 3 ト レ ンチ 検 出 面 （北東→）

2 • 3 ト レ ンチ 検出面 （南東→）

写真図版 1 1 第9 次調査 遺構写真 ( 4 )

- 105 -



2 • 3 ト レ ンチ 東側断面 c-c ' （西→）

2 · 3 ト レ ンチ 9 S K 1  （北東→） 2 · 3 ト レ ンチ 9 S K 2  （北東→）

写真図版 12 第9 次調査 遺構写真 ( 5 )

- 1 06 -



4 ト レ ンチ 近景 （南東→）

4 ト レ ンチ 近景 （竪堀様凹地， 南→）

写真図版 1 3 第9 次調査 遺構写真 ( 6 )

- 107 -



4 ト レ ンチ 9 S D 4 新期堀跡 断面 C 1 - C 2 東半 （南東→）

4 ト レ ンチ 9 S D 4 新期堀跡 断面D 1 -D 2 東半 （西→）

写真図版 1 4 第9 次調査 遺構写真 ( 7 )

- 1 08 -



4 ト レ ンチ全景 断面 B 1 - B 3 （南→）

4 ト レ ン チ 断面 B 2 - B 3 （東→）

4 ト レ ンチ 土塁状高 ま り 断面 C 1 - C 2 西部 （南→）

4 ト レ ンチ 焼粘土塊 ・ 焼土を伴 う 土坑 （東→）

4 ト レ ンチ 竪穴状性格不明遺構 （西→）

4 ト レ ンチ 作業風景

写真図版 15 第 9 次調査 遺構写真 ( 8 )

- 1 09 -



5 ト レ ンチ 7 S D 1 古期堀跡 断面A 1 -A 2 （南西→）

5 ト レ ンチ 7 S D 1 古期堀跡 断面A 3 -A 4 北半 （南西→）

5 ト レ ンチ A l -A 2 ト レ ンチ全景 （南→） 5 ト レ ンチ 7 S D 1 古期堀跡 断面A 3 -A 4 南半 （南西→）

写真図版 16 第9 次調査 遺構写真 ( 9 )

- 1 10 -



... 

1 ト レ ンチ 遠景 （南東→）

1 ト レ ンチ 遠景 （西→）

写真図版 1 7 第 1 0 次調査 遺構写真 ( 1 )

- 1 1 1  -



1 ト レ ンチ 断面D 1 -D 2 溝跡Y G 2 4 S D 4 （南→）

1 ト レ ンチ 溝跡Y G 2 4 S D 4 全景 （南→） 1 ト レ ンチ 溝跡Y G 2 4 S D 4 断面 （南→）

写真図版 18 第 10 次調査 遺構写真 ( 2)

- 1 1 2 -



., 

1 ト レ ンチ l O S X l 平場遺構 断面A l -A 2 （東→）

1 ト レ ンチ 断面A 1 -A 2 中 央付近 （東→）

1 ト レ ン チ l O S X l 平場造構 遺物 出土状況 （南→）

写真図版 1 9 第 1 0 次調査 遺構写真 ( 3 )

- 1 1 3 -



1 ト レ ンチ l O S X l 平場遺構 断面 B 2 - B 3 付近 （東→）

1 ト レ ンチ 床面の状況 （東→）

1 ト レ ンチ l O S X l 平場遺構 断面 B 2 - B 3 付近 （南→） 1 ト レ ンチ l O S X l 平断面 B 1 - B 2 付近 （ 卑→

写真図版 20 第 1 0 次調査 遺構写真 ( 4 )

- 1 14 -



1 ト レ ンチ 焼土土坑 1 0 S X 3 · 1 0 S X 4  検出状況 （南西→）

焼土土坑 1 0 S X 3 · 1 0 S X 4 近景 （南→）

1 ト レ ンチ 断面 C 1 - C 2 （西→） 1 ト レ ンチ 東部 検出状況 （東→）

写真図版 21 第 1 0 次調査 遺構写真 ( 5 )

- 1 15 -



If ヽ

2 ト レ ンチ （北東→）

2 ト レ ンチ （南→）

写真図版 22 第 1 0 次調査 遺構写真 ( 6 )

- 1 1 6  -



3 ト レ ンチ周辺 （東→）

3 ト レ ン チ 堀跡 近景 （南東→）

3 ト レ ンチ 全景 （北東→） 3 ト レ ンチ 土坑付近の礫出土状況 （南→）

写真図版 23 第 1 0 次調査 遺構写真 ( 7 )

- 1 17 -
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1 0  

1 3  

1 6  

1 9  
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24 

写真図版 24 第 7 次調査出 土遺物 ( 1 )

3
 

6
 

，
 

1 2  

1 5  

1 8  

2 1  

25 
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吋

26 27 28 

29 30 31 

一
32 33 34 

ヽ 遍
35 36 37 

38 40 41 

42 43 

45 47 

44 49 51 

写真図版 25 第7 次調査出 土遺物 ( 2)
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52 

62 

67 

78 

85 

- 120 -
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63 64 

I 
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6 1  

65 

-
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82 

写真図版 26 第 7 次調査出 土遺物 ( 3 )

60 

71  

75 77 

で

83 84 

90 



9 1  94 95 

96 97 98 99 

1 05 1 04 1 03 1 02 1 01 

1 06 1 07 1 08 1 09 

第 7 次調査遺物写真 ( 4 )

1 1 0  一 1 1 2 I I J  1 1 4 

1 1 1  

星 1 20 
1 1 7  1 1 8 

1 1 9  

1 1 5 

1 22 1 23 1 24 1 25 

1 21 

第 8 次調査遺物写真

写真図版 27 第 7 次調査出 土遺物 ( 4 ) • 第 8 次調査出 土遺物写真

- 121 -



1 26 
1 28 1 29 1 30 1 31 

1 44 1 45 1 46 

1 39 

1 34 1 35 1 36 

1 40 

`
43 

1 48 

尋
1 49b 

1 49a 

写真図版 28 第9 次調査 出 土遺物 ( 1 )
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.., 

1 50 1 5 1  1 52 

1 53 1 54 1 55 

1 一
1 56 1 57 1 58 

▲ 
1 59 1 60 1 61 

1 66 

1 7 1 

1 69 1 70 1 72 

写真図版 29 第 1 0 次調査 出 土遺物 ( 1 )
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1 74 1 79 

1 76 1 80 

1 77 
1 75 

1 78 

写真図版 30 第 1 0 次調査出 土遺物 ( 2)
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1 85 

1 89 

▲ 

1 94 1 95 1 96 1 98 

写真図版 3 1 第 1 0 次調査出 土遺物 ( 3 )
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報 告 書 抄 録

ふ り が な ひ ら いずみいせき ぐ ん は っ く っ ち ょ う さ ほ う こ く し ょ た かだ ち あ と
書 名 平泉造跡群発掘調査報告書 高館跡
副 書 名 第 7 ~ 1 0 次内容確認
巻 次 総括編 1
シ リ ー ズ 名 岩手県文化財調査報告書
シ リ ー ズ 番 号 第 157 集
編 著 者 名 菊池貴広、 櫻井友梓、 村上拓
編 集 機 関 岩手県教育委員会
所 在 地 〒 020 - 8570 岩手県盛岡市 内 丸 1 0 - 1 
発 行 年 月 日 西暦 2020 年 3 月 30 日

ふ り が な ふ り が な コ ー ド
北緯 東経

調査整理
調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 期 間
た高

か
館だら跡あ と いわ て けん 38 度 141 度 2014 年 5 月 6 l l .  7 m2 内容確認調査岩手県 03402 NE76-0055 

I

西
C U

磐
ヽわ

井，
、 郡ぐん 59 分 6 分 1 1 日 ～

ひ
平

らい
泉
fみら

町
ょ う

47 秒 53 秒 2019 年 3 月
ひ
平

らい
泉
fみ

字
あ ざ 30 日

ゃ
柳

I9ざ．
御
：： 所し と

地
ら な

内い

所収遺跡名 種別 お も な時代 お も な遺構 お も な遺物 特記事項

高館跡 城館跡 平安時代 ・ 堀跡 かわ ら け ・ 高館跡の丘陵 を 廻 る 堀
・ 溝跡 国 産 陶 器 （ 渥 美 ・ 常 滑 跡 の 位 置 が 把 握 で き
・ 整地層 な ど） た。
． 柱穴 ほか 中 国 産 陶 磁 器 （ 白 磁 ． • 1 2 世紀代 に裔館跡が機

青 白 磁 ・ 中 国陶器） 能 し た こ と が 明確に示し、 にJ: う

な ど さ れ、 そ の 囲饒範囲 の
想定が可能 と な っ た。

・ 中世城館 と し て の高館
跡 と 1 2 世 紀 代 の 機 能
と が把握で き た。

要 約 高館跡 の 内容確認調査の発掘調査報告で あ る 。 本報告書は総括編 1 及び 2 か ら 構成 さ れ、 本
書 は遺構及び造物の事実記載 を 中 心 に し た も の で あ る 。

柳之御所遺跡 に 隣接す る 高館跡で、 柳 之御所遺跡 と 同 時期 に あ た る 1 2 世紀代の堀跡を検出
し 、 そ の 時期 や位置を特定す る 材料を得 る こ と が で き た。 調査成果か ら 、 遺跡は丘陵頂部の 平
坦面 と し て確認で き る 範囲 が 大規模 な 堀 に よ っ て 囲 ま れ る こ と が確認で き た。 遺 物 の 多 く は
12 世紀 後 半代 と み ら れ る 特徴 を も ち 、 堀 の 時期 等 を推定す る 材料 を得 た。 こ れ に よ り 奥小卜［ 藤
原氏 の政治行政の 中 心 と し て機能 し た柳之御所遺跡堀内 部 と 、 関連す る 堀外部が機能 し た段階
と 同 時期 に 、 隣接す る 高館跡にお い て も 大規模な堀が廻 る 施設が所在 、 機能 し た こ と が把握で
き た。 ま た 、 1 2 世紀代の遺構 を壊す、 よ り 新 し い 時期 の 中 世後期 と み ら れ る 遺構 を 確認す る
こ と が で き た。 こ れ ら の成果は既往の 高館跡の調査成果 を よ り 具体的 に示す内容で 、 高館跡の
様相 を 明 ら かに す る 成果 と な っ た。
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